




前書き
Dieses Handbuch ist möglicherweise in Ihrer Landessprache
verfügbar.Bitte wenden Sie sich an Ihren Händler oder besuchen
Sie:www.operatorsguide.brp.com.

Deutsch

This guide may be available in your language.Check with your dealer
or go to:www.operatorsguide.brp.com.English

Es posible que este manual esté disponible en su idioma.Consulte
a su distribuidor o visite:www.operatorsguide.brp.com.Español

Ce guide peut être disponible dans votre langue.Vérifier avec votre
concessionnaire ou aller à:www.operatorsguide.brp.com.Français

このガイドは、言語によって翻訳版が用意されています。. ディー
ラーに問い合わせるか、次のアドレスでご確認ください：
www.operatorsguide.brp.com.

日本語

Deze handleiding kan beschikbaar zijn in uw taal.Vraag het aan uw
dealer of ga naar:www.operatorsguide.brp.com.Nederlands

Denne boken kan finnes tilgjengelig på ditt eget språk. Kontakt din
forhandler eller gå til:www.operatorsguide.brp.com.Norsk

Este manual pode estar disponível em seu idioma.Fale com sua
concessionária ou visite o site:www.operatorsguide.brp.com.Português

Käyttöohjekirja voi olla saatavissa omalla kielelläsi.Tarkista
jälleenmyyjältä tai käy osoitteessa:www.operatorsguide.brp.comSuomi

Denna bok kan finnas tillgänglig på ditt språk. Kontakta din
återförsäljare eller gå till:www.operatorsguide.brp.com.Svenska

CAN-AM™Roadsterのご購入、あり
が と う ご ざ い ま す 。 本 製 品 は
Bombardier Recreational Products
Inc. (BRP)の保証および、お客様が
必要とされる部品、サービスやア
クセサリーをご提供している認定
ディーラーのネットワークによっ
て支えられています。
ディーラーはお客様の満足を提供
いたします。ディーラーは、お客
様が本製品を所有される以前か
ら、初期セットアップやロードス
ターの点検を実行するためのト
レーニングを受けております。
納入時に、お客様には保証範囲を
お知らせし、新しい車両がご満足
いただけるものであることを保証
するために納入前チェックリスト
(PREDELIVERY CHECK LIST)にお客
様からご署名を頂いております。

乗車前に確認すべきこと
運転手、同乗者および傍観者の安
全を確保するために、Spyde r
Roadsterをお乗りになる前に次の
セクションをお読みください。
- 一般的な注意
- 車両情報
- 安全上の取扱説明書
- 走行前の点検
経験豊かなモーターサイクル運転
者はSPYDERROADSTERのユニーク
な特長のサブセクションに特に注
目してください。
安全メッセージ
本ガイドに記載されている安全に
関するメッセージの種類、特長お
よび本ガイドでどのように使用さ
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れているかは以下で説明されてい
ます。
安全喚起記号 は、人が負傷する
恐れがあることを示します。

警告
指示に従わなかった場合、重傷事
故や死亡事故を招く潜在的な恐れ
があることを示します。

注意 指示に従わなかった場
合、中度または軽度の負傷を招く
恐れがあることを示します。
注記: 指示に従わなかった場合
は、車両の構成部品やその他に重
大な損傷を招く恐れがあることを
示します。
この『オペレーターズガイ
ド』について
本オペレーターズガイドは右車線
走行である米国で作成されまし
た。本書の説明は、お住まいにな
られている地域の管轄および法律
に従いながら参照してください。
本オペレーターズガイドに記載さ
れている「モーターサイクル」の
単語は通常、二輪モーターサイク
ルを意味します。
この 『オペレーターズガイド』
は、メンテナンス、道路側での修
理、および他の人に指示を行う事
態に備えてフロントストレージコ
ンパートメントに保管してくださ
い。
『オペレーターズガイド』の閲覧
または追加部数の印刷を希望され
る 場 合 は 、 次 の ウ ェ ブ サ イ ト
www.operatorsguide.brp.comにア
クセスしてください。
本書に記載されている情報は、発
行時点で正しいものです。ただ
し、BRPは、それ以前に製造され
た製品に同様の改善を施す義務を
負うことなく、製品を継続的に改
善する方針を維持します。その後
の変更により、製造された製品と

本ガイドにおける説明および／ま
たは仕様との間に差異が生じる場
合もあります。BRPは何らの義務
を負うことなく、製品の仕様、設
計、機能、型式、装置などをいつ
でも変更し、あるいは製造を終了
する権利を留保します。
車両を売却する時点で、この『オ
ペレーターズガイド』および安全
についてのDVDを必ず買い手に車
両と共に受け渡す必要がありま
す。
「その他の情報源」を参照し
てください
本オペレーターズガイドの他に
も、車両の安全性カードをお読み
になり、安全についてのDVDをご
覧になってください。
も し 可 能 で あ れ ば 、 S p y d e r
Roadsterの特別トレーニングコー
スを受けてください。今後提供さ
れるトレーニングコースのスケ
ジ ュ ー ル に 関 し て は 、
www.can-am.brp.comをご参照く
ださい。Spyder Roadsterの特別ト
レーニングコースを受けられない
場合は、モーターサイクルのト
レーニングコースでは似たような
スキル、運転中のリスク回避の情
報など、Spyder Roadsterに適用す
る情報を学ぶため、代替コースと
して打って付けです。
謝辞
BRP は、Motorcycle Safety
Foundation(MSF)が本オペレーター
ズガイドにMSFの道路上のモーター
サイクルの安全性に関する資料を
使わせていただいたことに謝辞を
述べます。
MSFはあらゆるモーターサイクル
メーカーから支持されている、国
際的に認知された非営利財団で
す。モーターサイクルの安全性に
関するコミュニティにトレーニン
グ、工具およびパートナーシップ
を 提供しています。詳細は
www.msf-usa.orggまで。
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一般的な注意
一酸化炭素中毒の回避
すべてのエンジン排気は、致命的
なガスである一酸化炭素を含みま
す。一酸化炭素を吸うと頭痛、め
まい、眠気、吐き気、錯乱や時に
は死亡に至ることがあります。
一酸化炭素は、全くエンジン排気
を見たり、その匂いを感じないと
しても存在する恐れがある、無
色、無臭、無味のガスです。一酸
化炭素は極めて早く致死濃度に高
まることがあり、あっという間に
悪影響を受けて、自身を守れなく
なります。また、閉じた場所や換
気が悪い場所では、一酸化炭素の
致死濃度が数時間あるいは数日も
長引くことがあります。一酸化炭
素中毒の徴候を感じたら、すぐに
その場所を離れ、新鮮な空気を得
て、治療を求めてください。
一酸化炭素による重傷または死を
防ぐには：
- ガレージ、カーポートや納屋な

どの換気が悪い、または部分的
に閉じられたエリアで車両を絶
対に運用しないでください。扇
風機や窓およびドアを開けたり
してエンジン排気を通気しよう
としも、一酸化炭素が危険なレ
ベルに速く達する場合がありま
す。

- 窓やドアなどの開口を通してエ
ンジン排気が建物に吸い込まれ
る恐れがある場所では、決して
屋外で車両を運転しないでくだ
さい。

ガソリンによる火事や他の危
険の回避
ガソリンは可燃性が高く、非常に
爆発性があります。燃料の蒸気は
拡散し、エンジンから遠く離れた
火の粉や炎によって引火すること
もあります。火事や爆発の危険性
を低減させるために、以下の指示
に従ってください：

- 燃料を補給する場合、炎、火の
粉、火がついてるタバコやその
他の点火源から離れ、よく換気
された屋外で行ってください。

- 決して、エンジンの稼働中には
燃料を補給しないでください。

- 決して、燃料タンクから溢れさ
せないでください。温度の変化
で燃料が膨張する場合がありま
すので、燃料タンクに若干の余
裕を残してください。

- こぼれた燃料は必ず拭き取って
ください。

- 決して、燃料キャップが外れた
まま始動や運転をしないでくだ
さい。

- 燃料の保存には、承認された赤
いガソリン容器だけを使ってく
ださい。

- 車両のフロント貯蔵コンパート
メントや他のどの場所であって
も、ガソリン容器を運び込まな
いでください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を
引き起こす場合があります。
- 決して、口によりガソリンをサ

イフォンしないでください。
- ガソリンを飲み込んだり、目に

入ったり、ガソリンの蒸気を吸
い込んだ場合は、すぐに医者に
かかってください。

ガソリンが体にかかった場合は、
石鹸と水で洗い、衣服を着替えて
ください。
高温部分による火傷の回避
排気、オイルおよび冷却システ
ム、およびエンジンは運転中に高
温になります。火傷を避けるため
に、運転中や運転直後は接触しな
いでください。
アクセサリーと改造
承認を受けていない改造や、BRP
が認定していないアタッチメント
や用品の使用は避けてください。
これらの改造はBRPによる試験を
受けていないので、交通事故や負
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傷の危険性を高め、車両の使用が
違法となる場合があります。
通常のモーターサイクルとは異な
り、Spyder Roadsterには車両通常
構成のための較正がされている車
両安定システム（VSS)が搭載され
ています。VSSは、重量配分、ホ
イールベース、タイヤ、サスペン
ション、ブレーキまたはステアリ
ングを変更するなど、車両を改造
した場合、適切に機能しなくなる
ことがあります。
車両で使用できるアクセサリーに
ついては、認定Can-Am Spyder
Roadsterディーラーにご相談くだ
さい。
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車両についての情報
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基本コントロール
多くのコントロールはモーターサイクルのコントロールと似ていますが、
異なるものもあります。すべてのコントロールの位置と操作方法を知り、
それらをスムーズおよびコーディネートよく利用するために練習するこ
とが必要です。

SM6モデル

ハンドル1
スロットル2

クラッチレバー3

ギアシフトレバー4
ブレーキペダル6

パーキングブレーキスイッチ7
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SE6モデル -代表例

ハンドル1
スロットル2

ギアシフト・セレクター5
ブレーキペダル6

パーキングブレーキスイッチ7

1)ハンドル
両手でハンドルを握ります。行き
たい方向にハンドルを切ります。
2)スロットル
右ハンドルがスロットルであり、
エンジン速度を制御します。エン
ジン速度を上げるには、図のよう
にスロットルを回します（手首を
下げる）。

スピードを上げる
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エンジン速度を下げるには、図の
ようにスロットルを回します（手
首を上げる）。

スピードを下げる
スロットルはばねで留められてお
り、グリップを放すとアイドリン
グ状態に戻るはずです。
注:この車両にはETC (Electronic
Throttle Control、「電子スロット
ル制御」)が搭載されています。ス
ロットルボディのスロットルプ
レートは電子的に制御されてお
り、スロットルのツイストグリッ
プ位置に関係なく、必要な時に開
けたり閉めたりできます。加速し
た時には時々、VSS (車両安定シス
テム)は車両の安定性を維持するた
めにエンジンの加速を制御しま
す。次に、車両が安定化された
後、スロットルの位置が維持され
ている場合、要求に応じてエンジ
ンのRPMは上がります。これは
「遅延」加速として実行されま
す。
3)クラッチレバー(SM6 モデ
ル)
クラッチレバーは左ハンドグリッ
プの前にあります。クラッチはエ
ンジンから後輪までの動力の伝達
を制御します。レバーを絞って動
力を遮断したり、緩和します。

クラッチレバーの位置調整
クラッチレバーおよびハンドグ
リップ間の距離はポジション1（最
大距離）からポジション4（最小距
離）まで調整できます。
1. アジャスターダイヤルをリリー

スするためにはクラッチレバー
を前に押し出します。その位置
を維持します。

2. ダイアル番号をレバー上の点に
整列させるようにアジャスター
ダイヤルを回します。

3. クラッチレバーを放します。

クラッチレバーの調整
1. クラッチレバー
2. アジャスターダイヤル
3. 点
4)ギアシフトレバー(SM6 モ
デル)
ギアシフトレバーは左フットレス
トの前にあります。
ギアの順序はリバース-1-ニュート
ラル-2-3-4-5-6です。

代表的な例
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一つのギアから次のギアに順序的
に移動するには、完全に持ち上げ
るまたは押し下げます。レバーを
リリースするとレバーは中央位置
に戻り、次のシフトアップまたは
ダウンに備えて自らの機構をリ
セットします。ニュートラル(N)に
入れるには、は第一ギアから半分
持ち上げる、または第二ギアから
半分押し下げます。
注:ニュートラルから第一ギアに入
れるには、ブレーキを踏んでシフ
トアップします。
リバースに入れるための詳細につ
いては、基本的な手順サブセク
ションのリバース操作をご参照く
ださい。
5)ギアシフト・セレクター
(SE6 モデル)
ギアシフト・セレクターは左ハン
ドグリップの下にあります。

代表的な例
1. ギアシフト・セレクター
ギアの順序はリバース-ニュートラ
ル-1-2-3-4-5-6です。
シフトアップするにはセレクター
を前に押します。シフトダウンす
るにはセレクターを自分に目掛け
て引きます。

1. シフトアップ
2. シフトダウン
これによりギアからギアへと順序
よくシフトさせます。シフト後に
セレクターを放します。
ギアを数段階シフトさせるには、
セレクターを数回使用します。
第 一 ギ ア ま た は リ バ ー ス か ら
ニュートラルにシフトするには、
ギアセレクターを短く押すまたは
引きます。より長いアクティベー
ションでは、ニュートラルを通り
越してしまいます。
注:リバースから第一ギアに入れる
には、ブレーキを踏んでシフト
アップします。
注:ニュートラルから第一ギアに入
れるには、ブレーキを押してシフ
トアップします。
ギアシフト・セレクターをリリー
スすると、次のシフトアップまた
はダウンに備えて自らの機構がリ
セットされます。
減速中にシフトダウンせず、エン
ジンRPMがしきい値以下になって
しまった場合、ギアボックスは自
動的に次の利用可能なギアにシフ
トダウンします。
ギアボックスがギアに入ってる状
態でエンジンが起動された場合、
自動的にニュートラルにシフトし
ます。
6)ブレーキペダル
ブレーキペダルは右フットレスト
の前にあります。操作するには下
に押し下げます。このペダルは三
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つの車輪すべてにブレーキをかけ
ます。
SM6モデルおよびSE6ベースモデル

1. ブレーキペダル
2. フットレスト
注:走行中に足がブレーキペダルに
もたれないようにしてください。
さもないと、エンジンマネージメ
ントシステムはブレーキシステム
を守るためにLIMPHOMEモードを
起動させます。
RT-SおよびRT LTD SE6モデル

普通の状態
1. ブレーキペダル
2. フロアボード
ある機構によって、ペダルが通常
より踏まれる必要がある場合、フ
ロアボードが下げられます。これ
が起こった場合、カチっとなるま
でフロアボードの後部を押し、ブ
レーキシステムを点検します。

下げられたフロアボード
1. フロアボード
この状態が継続したり、ブレーキ
シ ス テ ム に 問 題 が あ る 場
合、Can-AmRoadsterの認定ディー
ラーにご相談ください。
7)パーキングブレーキスイッ
チ
パーキングブレーキスイッチはグ
ローブボックスの上にあります。
これは電動パーキングブレーキを
起動または解除させます。

1. パーキングブレーキスイッチ
注:パーキングブレーキを起動また
は解除させるには、イグニッショ
ンキーがONになっている必要があ
ります。
注:パーキングブレーキを起動させ
るには、バッテリー電圧が最低で
も10.5Vである必要があります。電
圧が10.5V以下である場合、パーキ
ングブレーキのインジケーターラ
ンプがONになります。
パーキングブレーキのかけ方
車両が停止した状態で、パーキン
グブレーキをかけるにはスイッチ
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を押します。ブレーキ・インジ
ケーター・ランプが点滅します。

1. ここを押します。
注:車両が10 km/h以上の速度で走
行してる際は、パーキングブレー
キは作動できません。
パーキングブレーキが完全に起動
していることを確認します。ク
ラッチをにぎり(SM6モデルにおい
て)車両を左右に揺すります。
パーキングブレーキのリリースの
仕方
パーキングブレーキを解除するに
は、スイッチを押して放して、ブ
レーキ・インジケーター・ランプ
がOFFになったことを確認します。

1. ここを押します。
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二次コントロール

クラクション・ボタン8イグニッションスイッチ1
ウィンドシールド調整ボタン9エンジンのスタートボタン2
RECC (ロードスターエレクトロニック・コ
マンド・センター)10エンジンストップスイッチ3

リバースボタン11ハザード警告スイッチ4
PTT(PushToTalk、「プッシュ・ツー・トー
ク」)ボタン12クルーズコントロールス

イッチ5

スイッチ・クラスター13ヘッドライト・スイッチ6
ウィンカーボタン7
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1)イグニッション・スイッチ

イグニッションスイッチ
1. OFF
2. ON
3. フロントストレージコンパートメント

の開口部
4. 座席開口部/燃料タンクアクセス部
5. ステアリング/グローブ・ボックス・

ロックの位置
イグニッション・スイッチはハン
ドルの中央にあります。次の要素
をコントロールします。
- エンジン点火
- 次の部品にアクセスするための

座席開口機構
• 燃料タンクキャップ
• ブレーキ液リザーバー

- 次の部品にアクセスするための
フロント・ストレージ・コン
パートメントの開口機構
• ヒューズ
• バッテリーターミナル

- ステアリング/グローブ・ボッ
クス・ロックの機構

注記: キーを簡単に回せない場
合、無理やり回さないでくださ
い。引き抜いて再挿入します。

警告
イグニッション・スイッチをOFF
にすると、エンジンおよびVSSお
よびDPSを含むすべての電気シス
テムをシャットオフさせます。こ
れを車両が動いている最中にする
と、コントロールを失って激突す
る可能性があります。

車両には二つのキーが付いてきま
す。各Spyderキーにはエンジンを
起 動 さ せ る た め に 、 予
めプログラムされ、ラジオ周波数
により固定化システムが読み取
る、特別のトランスポンダチップ
が含まれています。Spyderキーに
電池はいりません。キーを分解し
ないでください。固定化システム
がキーを読み取れなかった場合、
エンジンは始動しません。固定化
システムがキーを読み取れなくな
る状況については、診断ガイドラ
インを参照してください。.Can-Am
Roadsterの認定ディーラーからキー
をもう一つ作ってもらうには必ず
スペアキーが必要なので、スペア
キーを安全な場所に保管してくだ
さい。
注: BRPのオプションのトレーラー
に使用できるキーシリンダーがグ
ローブ・ボックスに入っていま
す。これは車両のキーをトレー
ラーに使用することを可能にしま
す。
イグニッション機能
OFF
キーはこの位置で挿入または引き
抜くことができます。
OFFに回すと車両の電気システム
はOFFになります。
エンジンはイグニッション・ス
イッチをOFFに回すことでシャッ
トダウンできます。
ON
キーをこの位置に回すと、車両の
電気システムが起動されます。
ゲージが起動されるはずです。
車両のライトがONになります。
これでエンジンを起動することが
できます。
2)エンジンのスタートボタン
エンジンのスタート・ボタンは右
ハンドグリップの側にあります。
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1. エンジンのスタートボタン
これを押し続けてエンジンを起動
させます。
3)エンジンのストップ・ス
イッチ
エンジンのストップ・スイッチは
右ハンドグリップの側にありま
す。

1. エンジンストップスイッチ
スイッチには二つの位置があり、
エンジンを起動させる前にRUNの
ポジションにセットする必要があ
ります。ハンドルから手を放さず
にエンジンをいつでも停止させる
ことができます。
4)ハザード警告スイッチ
ハザード警告スイッチは右ハンド
グリップの側にあります。

1. ハザード警告スイッチ
ボタンを下に押してハザード警告
ライトをONにさせます。
5)クルーズコントロール・ス
イッチ
クルーズ・コントロール・スイッ
チは右ハンドグリップの側にあり
ます。

1. クルーズコントロールスイッチ
スイッチは多機能スイッチです。
これはクルーズ・コントロールの
機能を起動、セットおよび停止さ
せます。

警告
トレーラーを牽引している際にク
ルーズ・コントロールを使用する
ことは推奨されません。
セットされている場合、クルー
ズ・コントロールは車両の走行中
に一定のスピードを保つことを可
能にします。必要に応じてエンジ
ン速度を上げ下げします。
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注:車両のトルクは風、下り坂また
は上り坂などの道路状況に応じて
多少異なる場合があります。
クルーズ・コントロールは交通が
少ない高速道路など、長時間のド
ライブの使用のためにデザインさ
れています。街中、曲がりくねっ
た道、悪天候またはスロットルを
制御する必要のあるいかなる状況
でクルーズ・コントロールを起動
させたまま絶対に車両を運転しな
いでください。
クルーズコントロールの制限
クルーズ・コントロールは自動操
縦ではなく、車両を自動的に運転
しません。
クルーズ・コントロールは道路上
の出来事は把握できず、自動的に
ブレーキをかけたり操縦したりし
ません。

警告
クルーズ・コントロールの不適切
な使用により、車両のコントロー
ルを失ってしまいかねません。
クルーズ・コントロールの設定の
仕方
クルーズ・コントロールを使用す
るには、車両速度は約40 km/h以
上である必要があります。
クルーズ・コントロールをONにさ
せるには、クルーズ・コントロー
ル・ボタンを右にスライドさせま
す。

1. ボタンを右にスライドさせる

注:デジタル表示では、クルーズ・
コントロール状態は「CRUISEON」
（クルーズON）と表示されます。
維持したい速度まで車両を加速さ
せ、その速度をセットするにはク
ルーズ・ボタンを下に押します。

1. セットさせるにはボタンを下に押しま
す

注:デジタル表示では、クルーズ・
コントロール状態は「CRUISE
SET」（クルーズSET）と表示され
ます。
これでスロットルを戻すことがで
きます。

警告
走行中は必ず両手でハンドルを握
ります。さもないと、車両のコン
トロールを失いかねません。
注:セットされた速度より早く走行
したい場合、スロットル・グリッ
プを使ってエンジン速度を加速さ
せることもできます。スロットル
をリリースすると、クルーズ・コ
ントロールはセットされた速度に
戻ります。
クルーズ・コントロールがセット
されたら、UPまたはDOWNボタン
を押して速度設定を上げ下げでき
ます。ボタンを押すごとに速度設
定を1.6 km/hずつ変化させます。
ボタンを押し続けると、リリース
されるまで、または運転限界に到
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達するまで速度設定が変更されま
す。

以前に設定したクルーズ・コントロール
1. 速度設定を上げるにはUPボタンを押し

ます

以前に設定したクルーズ・コントロール
1. 速度設定を下げるにはDOWNボタンを

押します
クルーズ・コントロールの解除方
法
クルーズ・コントロール操作を完
全に停止させるには、クルーズ・
コントロール・ボタンを左にスラ
イドさせます。

1. ボタンをOFFにスライドさせる
注:デジタル表示では、「CRUISE
ON」（クルーズON）の表示が消
えます。
クルーズ・コントロールのキャン
セル方法
以下のいかなる出来事が起こった
場合、クルーズコントロールは
キャンセルされ、スロットルをま
たコントロールすることができま
す。もしお望みであれば、クルー
ズコントロールを再開させること
もできます。
- ブレーキペダルが踏まれた場合
- クラッチレバーを握ったり、ま

たはクラッチ滑りが発生した場
合（SM6モデル）

- ギアが変更された場合(SE6モデ
ル)

- いかなる車両安定システムの介
入

注:クルーズ・コントロールをキャ
ンセルする場合、スロットル・レ
バーを希望する位置まで起動さ
せ、移行をスムーズにさせること
もできます。
クルーズ・コントロールの再開方
法
クルーズコントロールがキャンセ
ルされ、クルーズコントロール・
スイッチがまだONの位置に入って
いる場合、クルーズコントロー
ル・ボタンを上に押すことでク
ルーズコントロールの操作を再開
させることができます。クルーズ
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コントロールは以前にセットされ
た速度まで復元します。

以前にキャンセルしたクルーズ・コント
ロール
1. 再開させるにはUPボタンを押します
注:デジタル表示では、クルーズ・
コントロール状態は「CRUISE
SET」（クルーズSET）と表示され
ます。
6)ヘッドライトスイッチ

ヘッドライト

スイッチは左ハンドグリップの側
にあります。

代表的な例
1. ヘッドライト・スイッチ
スイッチはハイまたはロービーム
のヘッドライトの選択に使用しま
す。ヘッドライトはエンジンが
800RPMに達した時に自動的にON
になり、エンジンの停止から約20
秒後に自動的にOFFになります。

ハイビームを選択するには、ス
イッチをフロント位置まで押しま
す。ロービームを選択するには、
スイッチをバック位置まで押しま
す。
ハイビームをフラッシュさせるに
は、スイッチを低位置まで押して
リリースします。ハイビームはス
イッチを押し続けている限りONに
なり続けます。

代表的な例
1. ハイビーム
2. ロービーム
3. ハイビームのフラッシュ
7)ウインカーボタン

左
ウインカー

右
ウインカー

ウインカーボタンは左ハンドグ
リップの側にあります。

代表的な例
1. ウィンカーボタン
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ウインカーは曲がった後は通常自
動的にOFFになりますが、浅い曲
がりや車線変更の後に手動でOFF
にする必要がある場合がありま
す。
ウインカーをOFFにするには、ボ
タンを中に押し入れます。
車両の走行中は、ウインカーは30
秒後に自動的にOFFになります。
8)クラクション・ボタン
クラクション・ボタンは左ハンド
グリップの側にあります。

代表的な例
1. クラクション・ボタン
9)ウィンドシールド調整ボタ
ン
ウィンドシールド調整ボタンは左
ハンドグリップの側にあります。

代表的な例
1. ウィンドシールド調整ボタン
このボタンではウィンドシールド
を希望する高さまで上げ下げでき
ます。

注意 ウィンドシールドの高さ
を調整する前に、ウィンドシール
ド付近に物や誰かの手がないか確
認します。車両を損傷させたり、
怪我を引き起こしかねません。
注:ウィンドシールドを調整するに
はエンジンがONになっている必要
があります。
ウィンドシールドを上げるには、
ボタン(+サイン)を押します。希望
する高さに達した時点でボタンを
リリースします。
ウィンドシールドを下げるには、
ボタン (-サイン)を押します。お望
みの高さに達した時点でボタンを
リリースします。

代表的な例
1. ウィンドシールドを上げる場合
2. ウィンドシールドを下げる場合
10)RECC (Roadsterのエレク
トロニック・コマンド・セン
ター)
RECCは左ハンドグリップの側にあ
ります。
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代表的な例
1. RECC
RECCは多機能スイッチです。
RECCは多機能ゲージのいくつかの
機能のコントロールを可能にしま
す。
注: RECCへの入力は、車両電子モ
ジュールが車両の主な機能に優先
順位を付けている最中は、短い間
ストップをかけられる場合があり
ます。これは異常ではありませ
ん。

RECCボタン
1. MODEボタン:スクリーンのナビゲート

メインスクリーンでボタンを2秒以上押
し続ける:ECOモードを起動または解除
します

2. SETボタン:
素早く押してリリースする：二次スク
リーンを
ナビゲートします
ボタンを一秒以上押し続ける:現在の機
能の値を設定、またはセットアップス
クリーンまでナビゲートします

3. UPボタン:音量（オーディオ）または
値を上げる

4. DOWNボタン:音量（オーディオ）また
は値を下げる

5. LEFTボタン:二次メニューまたは設定を
選択するためにスクリーン上の矢印を
左に動かします

6. RIGHTボタン:二次メニューまたは設定
を選択するためにスクリーン上の矢印
を右に動かします

警告
運転中にRECCを使用すると、走
行中に運転手の注意をそらしかね
ません。ボタンは常に注意して使
用し、道路に常に目を向けてくだ
さい。

11)リバースボタン
リバースボタンは左ハンドル・ハ
ウジングの上にあります。
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代表的な例
1. リバースボタン
リバースにシフトするためにリ
バースボタンを押し続けます。詳
細については、基本的な手順サブ
セクションのリバース操作をご参
照ください。
バックアップライトは車両がリ
バースに入ってる時にONになりま
す。
12)PTT (Push To Talk、
「プッシュ・ツー・トー
ク」)ボタン
PTTボタンはクラッチレバーに向い
ている左ハンドル・ハウジングに
位置付けられています。

1. PTTボタン
オプションのCB(Citizensバンド)が
搭載されている場合、ボタンを押
すと他の当事者と話すためにCBを
送信モードにセットします。
13)スイッチクラスター
スイッチクラスターはグローブ
ボックスの上にあります。様々な

電気用品にコントロールを与えま
す。
注:スイッチクラスターは、エンジ
ンが起動されていて、バッテリー
電圧が11 Vdc以上の時だけ作動可
能です。

1. パーキングブレーキスイッチ
2. 運転手のヒーテッド・グリップ・スイッ

チ
3. ACSスイッチ(オプションのパッケージ)
4. フォグライト・スイッチ(オプションの

パッケージ)
パーキングブレーキスイッチ

1. パーキングブレーキスイッチ
詳細については、基本コントロー
ルのサブセクションを参照してく
ださい。
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運転手のヒーテッド・グリップ・
スイッチ

1. ヒーテッド・グリップ・スイッチ
ヒーテッド・グリップ・スイッチ
はヒーテッド・グリップをONおよ
びOFFにしたり、加熱温度を制御
するために使用します。
最小熱を設定するには、スイッチ
のLO強度側を押します。
最大熱を設定するには、スイッチ
のHI強度側を押します。
OFFを選択するには、スイッチを
中央にセットします。

1. HI強度
2. LO強度
3. OFF (中央位置)
注:ヒーテッド・グリップはイグ
ニッションキーがOFFの場合、自
動的にOFFになります。

ACS (リアサスペンション)スイッ
チ (オプションのパッケージ)

1. ACSスイッチ
ACSスイッチはサスペンションの
出荷時設定を柔らかくしたり、堅
くしたりする時に使います。

1. 堅くするにはここを押します
2. 柔らかくするにはここを押します
ACSのサスペンション設定を変更
するには,ACSリアサスペンション
の調整 (リモート調整付き)をご参
照ください。
フォグライト・スイッチ(オプショ
ンのパッケージ)

1. フォグライトスイッチ
フォグライトをONにするには、ス
イッチアイコンを押します。
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1. ここを押してONにさせます
フォグライトをOFFにするには、
スイッチを反対のアイコン側まで
押します。

1. ここを押してOFFにさせます
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同乗者用コントロール

1. 同乗者用ヒーテッドグリップ・スイッ
チ

2. 同乗者用オーディオコントロール(オプ
ション)

同乗者用ヒーテッドグリッ
プ・スイッチ
ヒーテッド・グリップ・スイッチ
は左パッセンジャ・グリップ付近
にあります。
ヒーテッド・グリップ・スイッチ
はヒーテッド・グリップをONおよ
びOFFにしたり、加熱温度を制御
するために使用します。
低温を設定するには、スイッチの
LOボタンを押します。

1. LOボタン
2. LOインジケーター
高温を設定するには、スイッチの
HIボタンを押します。

1. HIボタン
2. HIインジケーター
OFFを選択するには, OFFボタンを
押します。
注:ヒーテッド・グリップはエンジ
ンが800 RPM以下になると自動停
止され、自動的に再起動しませ
ん。
同乗者用オーディオコント
ロール
オーディオコントロールは右パッ
センジャ・グリップ付近にありま
す。

1. LEFT/RIGHTボタン
2. UP/DOWNボタン
同乗者用オーディオコントロール
はUP/DOWNボタンを使って同乗
者用ヘッドセットの音量をリモー
トで上げ下げすることを可能にし
ます。
ラジオ事前設定ステーションまた
はiPodモバイル・デジタル・デバ
イスの曲はLEFT/RIGHTボタンで変
更できます。
オーディオ機能の詳細について
は、オーディオコントロールのサ
ブセクションをご参照ください。
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多機能ゲージ

警告
運転中に多機能ゲージまたはインフォテインメントセンターを見たり
使用すると、事故につながる恐れがあります。周りの状態を常に把握
し、使用する場合は周りに何もなくて安全であることを確認してくだ
さい。
多機能ゲージにはアナログ式ゲージ（スピードメーターおよびタコメー
ター）、インジケーターランプおよびデジタルスクリーン付きのインフォ
テインメントセンターが搭載されています。
多機能ゲージの説明

1)アナログ式スピードメー
ター
キロ (Km/h)またはマイル/時間
(MPH)で車両速度を表示します。
基準を変更するには、設定画面を
参照してください。
2)アナログ式タコメーター
(RPM)
毎分エンジン回転数 (RPM)を表示
します。メーター上の数字を1000
倍した値が実際の回転数です。
3)インジケーターランプ
インジケーター・ランプは様々な
状況または問題を表します(道路側
での修理に記載の多機能ゲージの
メッセージセクションを参照）。
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インジケーターランプ (通常動作)
説明メインスクリーンインジケーターランプ

イグニッションスイッチがON
になっていて、エンジンが始動
されていない状態で、一時的に
すべてのインジケーターランプ
が始動されます。

なしＯＮ
すべてのイン
ジケーターラ

ンプ

パーキングブレーキがかかって
いるなし点滅

SE6モデル:イグニッションス
イッチがOFFであり、パーキン
グブレーキが発動されていな
い。停車する際は必ずパーキ
ングブレーキをかけてくださ
い

なし
点滅（フ

ラッシュ）
+ ビープ音

ニュートラルポジションに入っ
たギアボックスなしＯＮ

リバースポジションに入ったギ
アボックスなし点滅

HIGHビームポジションのヘッ
ドライトなしＯＮ

VSS介入が発生しているなし点滅

左ウインカー。
左右両方のインジケーターライ
トが同時に点滅している場合：
ハザード警告灯

なし点滅

右ウインカー。
左右両方のインジケーターライ
トが同時に点滅している場合：
ハザード警告灯

なし点滅
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4)デジタル表示
ドライバーに有用なリアルタイム
の情報を表示し、インフォテイン
メントセンターのインターフェイ
スとして使用されます。
この表示は周辺光が明るい時は明
色となり、周辺光が薄暗くなると
より濃い色になります。
デジタル表示のより完全な詳細に
ついては、デジタル表示の説明を
参照してください。
多機能ゲージの設定情報
イグニッションキーが毎回ONにな
ると、セルフ試験が実行されま
す。デフォルトの駆動スクリーン
がONになり、インジケーターライ
トはしばらくONになります。これ
により、オペレーターはすべての
インジケータが正常に作動してい
ることを確認できます。
イグニッションスイッチが5分以上
OFFになっている状態でスイッチ
をONにすると、デジタル表示は次
のメッセージを表示します。
- 運転する前に、上記の安全カー

ドをよくお読みになってから
MODEボタンを押してくださ
い。

エンジンを始動するために、MODE
ボタンを押してこのメッセージを
承認します。
デジタル表示の説明
表示は次のように様々な部分に分
かれています。

1. カテゴリアイコン
2. 外気温度
3. 時計
4. ギアポジションまたはシフトアップ・

インジケーターの矢印
5. クルーズコントロール状態
6. トリップメーター
7. CBコミュニケーション状態（オプショ

ン）
8. オドメーター
9. メインスクリーン
10. ECOモードアイコン
1)カテゴリアイコン
5つの選択可能なカテゴリアイコン
があります。各アイコンは別のス
クリーンにリンクされています。
以下のテーブルを参照してくださ
い。

カテゴリアイコンの
スクリーン

カテゴリ
アイコン

デフォルトの駆動スク
リーン

オーディオ

CB (オプション)

トリップメーター

基本設定（停車時のみ
利用可能です）
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完全な詳細については、カテゴリ
アイコンスクリーンの説明を参
照。
RECC（ロードスターエレクトロ
ニック・コマンド・センター）を
使って複数の機能を選択するため
にカテゴリアイコンをナビゲート
したり、特定の設定を変更したり
できます。二次コントロールのサ
ブセクションのRECC (ROADSTER
のエレクトロニック・コマンド・
センター)を参照。
2)外気温度
外気温度は°Cまたは°Fで表示さ
れます。単位を変更するには、設
定画面を参照してください。
3)時計
現在の時刻は24hまたはam/pm形
式で表示されます。形式を変更す
るには、設定画面を参照してくだ
さい。
4)ギアポジションの位置またはシ
フトアップ・インジケーターの矢
印
選択されたギアポジションの位置
またはシフトアップ・インジケー
ターの矢印を表示します(ECOモー
ドのアイコンを参照)。
5)クルーズコントロール状態
クルーズコントロールがONである
が、速度が設定されていない時、
ONと表示されます。
クルーズコントロールが始動さ
れ、速度が設定されている状態で
SETと表示されます。
6)トリップメーター
最後のリセット以来、走行したKm
数またはマイル数。2つの トリッ
プメーターがあり、「A」および
「B」と識別されています。基準を
変更するには、設定画面を参照し
てください。
二次機能として、 トリップメー
ターは運転手に異常を知らせるた
めにアイコンを表示する時があり

ます。道路側での修理セクション
の多機能ゲージのメッセージをご
参照ください。

代表的な例
1. メッセージ/アイコン
7)CBコミュニケーション状態（オ
プション）
CB (市民バンド)が受信(RX)または
送信(TX)しているか示します。
8)オドメーター
工場出荷時からのキロまたはマイ
ルで示された総走行距離。基準を
変更するには、設定画面を参照し
てください。
9)メインスクリーン
メインスクリーンはほとんどの情
報が表示されるエリアです。この
表示はゲージ機能をナビゲートす
るたびに変化します。

代表例–デフォルトの駆動スクリーン
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スクリーンのおける完全な詳細に
ついては、カテゴリアイコンスク
リーンの説明を参照。
10) ECOモードアイコン
ECO (燃料節約モード)の設定は最
適なクルーズ設定を保つためにス
ロットルの応答性を制限し、ス
ロットル開度を最適にすること
で、燃費を削減します。
ECOモードを起動させるには、メ
インスクリーンでモードボタンを
2秒間押します。

1. ECOモードアイコン
ECOモードが起動されると、トラ
ンスミッションをシフトアップさ
せる最適なタイミングを示すため
に、緑の矢印とギアボックス・ポ
ジション・インジケーターが交互
で表示されます。
注:ギアボックス・ポジション・イ
ンジケーターはトランスミッショ
ンがシフトされた後に戻ります。
ECOモードを解除させるには、メ
インスクリーンでモードボタンを
2秒間押します。
デジタル表示のナビゲーショ
ン
ドライブする前にインフォテイン
メントセンターの様々な機能を
扱って練習することが推奨されま
す。徐々に慣れてきて、走行中で
も簡単に使用ができるようになり
ます。

表示機能をコントロールするには
RECC(ロードスターエレクトロニッ
ク・コマンド・センター)を使用し
ます。二次コントロールのサブセ
クションのRECC (ROADSTERのエ
レクトロニック・コマンド・セン
ター)を参照。

代表的な例
1. RECC
MODEボタンを押すと、次の順序
でスクリーンの左上部にあるカテ
ゴリアイコンの選択を動かしま
す。デフォルト駆動スクリーン、
オーディオ、走行メーターおよび
基本設定。ボタンを押すごとに、
次の可用なアイコンに選択が移り
ます。アイコンが選択されると、
その関連スクリーンが現れます。
注:この機能が車両に搭載されてい
ない場合、CBアイコンはスキップ
されます。SE6モデルの牽引モード
以外では、車両が5 km/h以上で駆
動している場合、設定画面はス
キップされます。
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1. カテゴリアイコン
2. デフォルト駆動アイコンが選択されて

いる
最後のアイコンが選択されている
場合、MODEボタンを押すと最初
のアイコンに選択が戻ります。
一部のスクリーンでは、垂直また
は水平の矢印が表示されます。こ
れは、水平方向矢印に囲まれてい
る設定はLEFT/RIGHTボタンでナビ
ゲートし、垂直方向矢印に囲まれ
ている設定はUP/DOWNボタンで
ナビゲートすることを指示してい
ます。
二重矢印が表示されている場合、
表示されているスクリーンに応じ
て次のことを意味します。
- 音量バーが表示されている際に

DOWNボタンを押し続けると、
オーディオシステムをミュート
できます。ミュート状態でUP
ボタンを押すとオーディオの音
量を最後の設定にリセットしま
す。

- 該当する矢印ボタンを押し続け
ると、値を上げ下げできます。

- 該当する矢印ボタンを使って一
覧をスクロールし、残りの項目
を表示させることができます。

代表的な例
1. 垂直方向矢印を選択するにはUP/DOWN

ボタンを使用します
2. 水平方向矢印を選択するには

LEFT/RIGHTボタンを使用します
項目が選択されると、現在値をそ
の項目に設定します。
ゲージ始動時の初期安全性メッ
セージを承認した後、またはRECC
ボタンを押さないままその他のス
クリーンで数秒待った後、表示は
自動的にデフォルト駆動スクリー
ンに戻ります。
カテゴリアイコンスクリーン
の説明
デフォルト駆動スクリーン

デフォルト駆動スクリーン
1. エンジン・クーラント温度(オプション

のパッケージ)
2. 燃料レベル (オプションのパッケージ)
3. デジタルスピードメーター
4. エンジン回転数 (工場設定されていな

い)
5. ラジオプリセットまたはラジオ周波数

(工場設定されてない)
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1)エンジンクーラント温度(個別の
アナログ式ゲージが付いてるモデ
ルを除いて)
エンジン・クーラント温度を常に
示すバーゲージ。
注:別個アナログ式エンジン温度
ゲージ付きのモデルでは、バー
ゲージはデジタル表示されていま
せん。
2)燃料レベル (個別のアナログ式
ゲージ付きのモデルを除いて)
棒状のゲージによって、燃料タン
ク内の残量を常時表示します。
注:別個アナログ式燃料レベルゲー
ジ付きのモデルでは、バーゲージ
はデジタル表示されていません。
注:低燃料インジケーターランプ
は、第六ギアで100kmで巡行して
いる時に走行可能距離が50 km/h
にするとONになります。(点灯し
ます)
3)デジタルスピードメーター
キロ(Km/h)またはマイル/時間
(MPH)で車両速度を表示します。
基準を変更するには、設定画面を
参照してください。
4)エンジン回転数
エンジン回転数を毎分エンジン回
転数 (RPM)で表します。
注:これはデフォルトの設定ではあ
りません。この機能を有効にする
には、設定画面を参照してくださ
い。
5)ラジオプリセットまたはラジオ
周波数
選択されたラジオプリセットまた
はラジオ周波数を表示します。
注:これはデフォルトの機能ではあ
りません。この機能を有効にする
には、設定画面を参照してくださ
い。

オーディオスクリーン
オーディオスクリーンは最後の構
成を生成します。

代表的な例
1. 現在選択されたオーディオ機器
オーディオ機能の詳細について
は、オーディオコントロールをご
参照ください。
CBスクリーン（オプション）
このスクリーンはCBが取り付けら
れた時のみ利用可能です。
注:表示されているスクリーンに関
係なく、PTT(プッシュ・トゥー・
トーク）ボタンを押すとCBスク
リーンが現れます。

代表的な例
1. 現在のチャンネル
2. CB通信状態: RX (受信)、 TX (送信)およ

びOFF
3. スケルチ調整
4. 音量調整
5. インターコムの音量調整 (i-com)
6. 音声起動感度調整 (vox)
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オーディオ機能の詳細について
は、オーディオコントロールをご
参照ください。
トリップメータースクリーン

代表的な例
1. 表示選択肢：トリップAまたはトリップ

B
2. 選択したトリップメーターを停止また

は再開する
3. 選択したトリップメーターをリセット

する
お望みのトリップメーターを選択
するには、LEFT/RIGHTボタンを押
します。
選択したトリップメーターを停止
または再開するには、UPボタンを
押します。
選択したトリップメーターをリ
セットするにはDOWNボタンを押
します。

設定画面

1. 1つ目の列：メインカテゴリ
2. 2つ目の列：二次カテゴリまたはアイテ

ム
3. 3つ目の列：ユニットまたは設定
このスクリーンは停車時のみ利用
可能です。
お 望 み の 列 を 選 択 す る に は
LEFT/RIGHTボタンを使用します
列のお望みのアイテムを選択する
には、UP/DOWNボタンを押しま
す。次の右の列に選択可能なアイ
テムがある場合、RIGHTボタンで
その列に移動し、UP/DOWNボタ
ンでお望みのアイテムを選択しま
す。お望みのアイテムに到達する
まで移動させます。
項目が選択されると、現在値をそ
の項目に設定します。その後、い
かなるスクリーンに移動してもそ
の値は維持されます。

1. 選択された値がセットされます
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注:2つ目または3つ目の列にいる時、
LEFTボタンで左の列に戻ることが
できます。
注:測定単位を変更すると、アナロ
グおよびデジタル表示の両方で変
更されます。この単位はオドメー
ターおよび両方のトリップメー
ターに使用されます。
時間の設定
時間を設定する場合:
設定画面のメインカテゴリーで
CLOCK（時計）を選択します。

二次カテゴリでHOURS（時間）を
選択します。
UPおよびDOWN矢印を使って単価
を調整します。
分の値を設定する場合:
設定画面のメインカテゴリーで
CLOCK（時計）を選択します。

二次カテゴリでMINTUES（分）を
選択します。
UPおよびDOWN矢印を使って単価
を調整します。

Hourモード（時間）の選択
12/24時間モードを選択するには：
設定画面のメインカテゴリーで
CLOCK（時計）を選択します。

二次カテゴリで12/24HOURを選択
します。
メインユニットまたは設定で適切
な値を選択します。
地域 (オーディイオ)の選択
地域を選択するには:
設定画面のメインカテゴリでオー
ディオを選択します。

二次カテゴリ REGION （地域）を
選択します。
下表を参照して、メインユニット
または設定で適切な地域を選択し
ます。
注:下表にお住まいの国が表記され
ていない場合、同一の周波数範囲
の地域を選びます。
変更を有効にするには、車両を再
起動します。
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FMAM /MWLW国地域

87.9から107.9
MHz

520から1720
kHz---

- 米国
- カナダ
- 南アフリカ

A:

87.5から108
MHz

531から1,602
kHz153から279kHz

- オーストリア
- ブルガリア
- デンマーク
- フランス
- アイスランド
- イスラエル
- クウェート
- ノルウェー
- ルーマニア
- スロバキア
- スロベニア
- スペイン
- スイス
- トルコ
- UAE
-UK/アイルラン
ド
- ウクライナ

B

87.5から108
MHz

531から1,602
kHz153から279kHz

- ベネルクス
- ドイツ
- ギリシャ
- イタリア
- ポーランド
- プロトガル
- ロシア

C

76.1から89.9
MHz

522から1,629
kHz

---- 日本D

87.5から108
MHz

531から1,701
kHz---

- オーストラリ
ア
- 中国
- マレーシア
- ニュージーラ
ンド

E

87.5から108
MHz

531から1,701
kHz

---- 台湾F
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FMAM /MWLW国地域

87.9から107.9
MHz

520から1720
kHz---

- アルゼンチン
- ブラジル
- ケイマン
- チリ
- コロンビア
- コスタリカ
- キュラソー島
- ドミニカ共和
国
- グアドループ
- メキシコ
- プエルトリコ
- ベネズエラ

G
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アナログゲージ (オプションパッケージ)

1. 燃料レベルゲージ
2. エンジン・クーラント温度ゲージ
燃料レベルゲージ
ゲージ内の針は燃料タンク内の残
量を常時表示します。

代表的な例 -燃料レベル
1. 満タン
2. 空
エンジン・クーラント温度
ゲージ
ゲージ内の針はエンジン・クーラ
ント温度を常に示します。すべて
の運転状況において、針はこの範
囲に留まるべきです。

代表的な例 -クーラント温度
1. 通常操作範囲
2. オーバーヒート
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オーディオコントロール
オーディオシステムの電源
オーディオシステムをONにするに
は、以下のいずれかのステップに
従います。
- イグニッションスイッチをＯＮ

にします
- イグニッションスイッチがOFF

になった直後にMODEボタンを
3 秒間押します

オーディオシステムをOFFにする
には、以下のいずれかのステップ
に従います。
- イグニッションスイッチを

ＯＦＦにします
- イグニッション・スイッチが

OFFの状態でオーディオがONに
なっている場合、MODEボタン
を10 秒間押します

オーディオ音量コントロール
デフォルト駆動スクリーンでUPま
たはDOWNボタンを押すとオー
ディオの音量を上げ下げします。
注:個別のアナログ燃料レベルゲー
ジがないモデルでは、燃料レベル
メータの代わりに音量メータが数
秒表示され、そして燃料レベル
メータがまた表示されます。
オーディオ音量の自己調整
オーディオの音量レベルは車両速
度によって自動的に調整させるこ
とができます。これは設定画面の
自動音量コントロール設定でコン
トロールします。
オーディオのミュート(消音)
DOWNボタンを一秒以上押しま
す。オーディオの音量はミュート
になります。
ミュート状態でUPボタンを押すと
オーディオの音量を最後の設定に
リセットします。
ラジオ周波数域
オーディオスクリーンでSETボタン
を続けて押すと次の順序で利用可

能なオーディオ機器を表示しま
す。
- FM
- AM
- WX (NOAA気象ラジオ)
- AUX (iPodまたはMP3プレー

ヤー)
- XM
注: XMは搭載されている場合のみ
表示されます。

代表例 - FMラジオ
1. 現在選択されているバンド
2. ラジオ局番号のプリセット
3. 現在のラジオ局
4. 音量レベル
走行中では次のラジオ機能が使え
ます。
- 音量
- ミュート、検索機能
- ラジオプリセット機能 (選択お

よび記録)
注:これでラジオが常にＯＮになり
ます。音量をキャンセルするには
ミュート機能を使います。
イグニッションスイッチがOFFの
状態でラジオを聞く場合、スイッ
チがOFFにセットされた直後に
MODEボタンを3秒間押し、デジタ
ル表示をONにさせます。
注:バッテリーの充電を温存するた
めに、ラジオは一定期間後に自動
的にシャットオフします。
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ラジオ事前設定ステーションの選
択
LEFT/RIGHTを押して、プリセット
番号を上げ下げします。
次の利用可能なラジオ局をSEEK
（検索）するには、LEFT/RIGHTボ
タンを一秒以上押し続けます。ラ
ジオはその局のままとなります。
セットアップスクリーンに入るに
は、SETボタンを一秒以上押し続け
ます。
セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ ー ン で
LEFT/RIGHTボタンを押し、ラジオ
周波数を変えます。
ラジオ事前設定ステーションの記
録
最大で15局のプリセットを記録す
るには：
表示されているプリセット番号に
実際の周波数を記録するには、
DOWNボタンを押します。
注:走行中では、ラジオ局は次の利
用可能なプリセット番号に自動的
に記録されます。すべてのプリ
セット番号が使用ずみの場合、15
番目のプリセットが上書きされま
す。

代表的な例
1. 周波数を選択するにはLEFT/RIGHTボタ

ンを押します
2. プリセット番号を選択するにはUPボタ

ンを押します
3. ラジオ局を記録するにはDOWNボタン

を押します

AUX (補助)
オーディオ入力ジャックが上部の
ストレージ・コンパートメントに
あります。
LTDモデル
オーディオ入力ジャックにアクセ
スするには、上部のストレージ・
コンパートメントのアクセス・フ
ラップを開きます。

1. アクセス・フラップ
すべてのモデル

1. オーディオ-インジャック
オーディオ機器をオーディオシス
テムで再生するには、このジャッ
クに接続します。
注:車両のオーディオジャックに
オーディオ機器を接続するには、
アダプター（特定のモデルにはオ
プション）が必要です。
MP3プレーヤー
車両オーディオコネクターにMP3
プレーヤーを接続すると、接続時
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に再生し始めます。この場合、音
量コントロールしか利用できませ
ん。
iPod
iPODが接続されている場合,AUXの
代わりにiPODが表示されます。

通常例 - iPodスクリーン
現在のフォルダ内の曲を変えるに
は、LEFT/RIGHTボタンを押しま
す。
プレイリストアイテムが選択され
ているときにプレイリストを変更
する場合、アーティストアイテム
が選択されているときにアーティ
ストを変更する場合、およびアル
バムアイテムが選択されていると
きにアルバムを変更する場合、
LEFT/RIGHTボタンを1秒以上押し
続けます。
走行中では次の機能が使えます。
- 音量およびミュート
- 前の曲または次の曲選択
- アーティスト、アルバムまたは

プレイリストの選択
互換性のあるiPod機器
対応されてる機器：
- iPod touch (第2, 第3および第

4世代)
- iPod nano (第5および第6世代)
- iPad
- iPad 2
- iPhone 4
- iPhone 3GS
- iPhone 3G

CBスクリーン (オプション)
このスクリーンはCBが取り付けら
れた時のみ利用可能です。
注:表示されているスクリーンに関
係なく、PTT(プッシュ・トゥー・
トーク）ボタンを押すとCBスク
リーンが現れます。

代表的な例
1. 現在のチャンネル
2. CB通信状態: RX (受信)、 TX (送信)およ

びOFF
3. スケルチ調整
4. CB音量調整
5. インターコムの音量調整 (i-com)
6. 音声起動感度調整 (vox)
変更したい項目（チャンネル、ス
ケルチ、CBの音量、インターコム
の音量およびVOX検出）を変更す
るには、LEFT/RIGHTボタンを使用
します。
値を設定するにはUP/DOWNボタ
ンを押します。
アイテムを最小値に設定する場
合、DOWNボタンを1秒以上押し続
けます。
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GPS (オプションのパッケージ)
GPSの操作については、GPSの説明
書を参照。

警告
GPSレシーバーに気を取られる
と、車両の操縦への注意が疎かに
なる可能性があります。特に周囲
を絶えず見回すことができなくな
ります。GPSレシーバーを見る前
に、まず周囲に障害物などがない
ことを確認し、車両の速度を下げ
てください。さらに障害物などが
ないか随時確認するようにし て
ください。

警告
GPSレシーバーが提供する情報
は、あくまでも参考にとどめるべ
きであることを忘れないでくださ
い。あなた自身の安全のために、
決してその情報だけに頼らないよ
うにしてください。

GPSレシーバーの取り付け
GPS のベースからカバープレート
を取り外すには、プッシュボタン
を押してリリースします。

1. ボタンを押す
2. カバープレート
GPSレシーバーをベースに取り付
けるには、GPSレシーバーの下部
をまず先にタブに挿入し、GPSレ
シーバーをベースの上部に目掛け
て傾けます。
ロックされるまで押し付けます。

1. ベース
2. タブ

1. GPS 取り付け済み
GPSレシーバーの取り外し
プッシュボタンを押します。
GPS レシーバーの上部を、ロック
が解除されるまでベースからゆっ
くりと引っ張ります。
カバープレートをベースに再配置
して、押し付けます。
レシーバーにラバーブーツを取り
付けてください。
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注意 GPSが車両に取り付けら
れている場合を除いて、ラバー
ブースは常に取り付けられている
必要があります。

1. カバーブース
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装備
ミラー
ミラーの調整
ミラーの位置を四つの方向におい
て調整するには、以下に表示され
ているミラーの箇所を押します。

ミラー調整箇所
グローブボックス
ハンドルおよびグローブボックス
のロック
ステアリング機構およびグローブ
ボックスをロックするには：
1. キーをイグニッション・スイッ

チに挿入します。
2. ハンドルを右または左に完全に

回転させます。
3. キーを左に1/4回回してステア

リング・ロックの位置までもっ
ていき、キーを取り外します。

ハンドルをロックするためのキーの位置
1. キーを1/4 回回す

グローブボックスの開き方
まず、グローブボックスを開ける
ためにステアリングがロックされ
ていないことを確認します。
グローブボックスの下端を押して
リリースします。

1. ここを押してリリースする
カバーを開く。
次にカバーを閉めてグローブボッ
クスの下端を押して掛け金をかけ
ます。

1. 掛け金をかけるにはここを押します
使用後は必ずグローブボックスを
ロックしてください。
注:ステアリングをロックするとグ
ローブボックスは自動的にロック
されます。
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フロントストレージコンパー
トメント
フロントストレージコンパートメ
ントの開け方
1. キーをイグニッション・スイッ

チに挿入します。
2. キーを押して左に1/4回回して

フロント・ストレージ・コン
パートメントの位置までもって
いき、カバーを持ち上げながら
その位置を維持します。

フロント・ストレージ・コンパートメント
を開けるキーの位置
1. キーを押す
2. キーを1/4回回す

開かれた状態
シート
ドライバー席にはドライバー席の
背もたれ（オプション）を取り付

けるための部品が搭載されていま
す。

1. 背もたれアクセスカバー
注:背もたれが取り付けられていな
い場合、アクセスカバーの五つの
タブが適切に位置付けられている
ことを確保します。
シートの開け方
1. キーをイグニッション・スイッ

チに挿入します。
2. キーを押して右に1/4回回して

シート・オープン位置までもっ
ていき、シートを持ち上げなが
らその位置を維持します。

シートを開くためのキーの位置
1. キーを押す
2. キーを1/4回回す
注記: 壊れる可能性があるため、
シートを最大開度以上開けようと
しないでください。
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1. シートの最大開度
ストレージ・コンパートメン
ト
サイド・ストレージ・コンパート
メントの開き方
サイド・ストレージ・コンパート
メントのラッチは車両の後部にあ
ります。

1. 左サイド・ストレージ・コンパートメ
ントのラッチ

2. 右サイド・ストレージ・コンパートメ
ントのラッチ

ロックされている場合、イグニッ
ションキーを左に回してすべての
ラッチを同時にアンロックしま
す。

1. 左に回して開錠します
左サイド・ストレージ・コンパー
トメントのカバーを開けるには、
左サイド・ラッチを引っ張り、右
サイド・カバーを開けるには右サ
イド・ラッチを引っ張ります。

1. 左カバーの開け方
選んだストレージ・コンパートメ
ント・カバーが開かれます。
注:運転中に所有物などが動き回っ
た可能性を考慮してください。カ
バーを開ける際に所有物を落さな
いように気をつけます。
使用後は必ずカバーがロックされ
ているか確認してください。
使用後、必要に応じてロックをか
けてください。キーを右に回しま
す。
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1. 右に回してロックします
注記: いかなるカバーが開いたま
ま車両を絶対に運転しないでくだ
さい。
サイド・ストレージ・コンパート
メントの閉め方
空気を逃がすためにサイド・スト
レージ・コンパートメント・カ
バーをゆっくり開けます。
カバーを閉鎖位置に持って行きま
す。
手をカバーの中央におき、押し込
むとロックできます。
上部ストレージ・コンパートメン
トの開け方
上部ストレージ・コンパートメン
トのラッチは車両の後部にありま
す。

1. 上部ストレージ・コンパートメントの
ラッチ（掛け金）

ロックされている場合、イグニッ
ションキーを左に回してすべての
ラッチを同時にアンロックしま
す。

1. 左に回して開錠します
ラッチを引っ張ります。

1. 上部カバーの開け方
ストレージコンパートメントカ
バーを開けます。
使用後は必ずカバーがロックされ
ているか確認してください。
使用後、必要に応じてロックをか
けてください。キーを右に回しま
す。

1. 右に回してロックします
注記: カバーが開いたまま車両を
絶対に運転しないでください。
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ヘルメット
ヘルメットの固定の仕方
ヘルメットを固定するためにシー
ト下に二つのヘルメット・フック
があります。
シートを開きます。

1. 右ヘルメット・フック
ヘルメットのストラップ・バック
ルをフックに固定します。
ヘルメットを車両のサイドパネル
にゆっくり置きます。
慎重にシートおよびラッチを閉じ
ます。
車載工具
車載工具の位置
車載工具は、シートの下にありま
す。
車載工具には、本オペレーターズ
ガイドで記載されている基本メン
テナンスに必要な工具が含まれて
います。
オペレーターズガイド
オペレーターズガイドは安全に関
する DVDと共にフロント・スト
レージ・コンパートメントの中に
保管されてます。

代表的な例
1. オペレーターズガイド
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ボディパネル
メンテナンスのために車両のボディパネルを取り外すことができます。

左サイドパネル
1. サイドパネル
2. 上部サイドパネル
3. リアサイドパネル
4. 下部フロントサイドパネル
5. 下部リアサイドパネル

サイドパネル
取り外し

取り外し手順

1. パネル上部の前部をグロメット
から引き外します。

2. パネル底部の前部をグロメット
から引き外します。

3. パネル上部の後部を外します。
4. パネルの後部をグロメットから

引き外します。
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取り付け

取り付け手順
取り外し順序の逆の順序でサイド
パネルを再度取り付けます。
上部サイドパネル
取り外し
1. シートを開きます。
2. フロントストレージコンパート

メントを開けます。
3. サイドパネルを取り外します。
4. 下部ウィンドディフレクターか

ら留めネジを外します。

1. ウィンドディフレクターの留めネジ
5. ミラーを取り外す:

5.1 車両の後部方向に目掛け
てミラーの前面上部を
しっかり押します。

5.2 ミラーの最外部をしっか
り押し上げます。

1. 後部方向に目掛けて押します
2. 押し上げる

6. 上部サイドパネルから上部留め
ネジを外します。

1. 上部留めネジ
7. 上部サイドパネルから後部留め

ネジを外します。

1. 後部留めネジ
8. プラスチックリベットを取り外

して左サービスカバーを取り外
します。
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1. 左サービスカバー
2. プラスチックリベット
9. 上部サイドパネルからフロント

留めネジを外します。

1. フロント留めネジ
10. 上部パネルの下部の留めネジを

取り外します。
11. 上部サイドパネルを持ち上げて

取り外します。

1. 上部サイドパネル
12. 遮音パネルから2つのネジを外

します。

1. 遮音パネル
2. スクリュー
13. 遮音パネルを取り外します。
注:上部サイドパネルには、取り外
すことができない二つのビジュア
ル用ネジがあります。
取り付け
取り外しの逆の順序で上部サイド
パネルを再度取り付けます。
リア・サイド・パネル
取り外し
1. サイドパネルを取り外します。
2. 上部サイドパネルを取り外しま

す。
3. リアサイドパネルからフロント

留めネジを外します。
4. リアサイドパネルから上部留め

ネジおよびワッシャを取り外し
ます。

1. フロント留めネジ
2. 上部留めネジ

52

装備



5. リアサイドパネルからフロント
プラスチックリベットを取り外
します。

1. フロントプラスチックリベット
6. サイドストレージコンパートメ

ントカバーを開けます。
7. リアサイドパネルからリア留め

ネジを外します。

1. リア留めネジ
8. リア・サイドパネルから上部留

めネジを外します。

1. 上部留めネジ
9. 車両からリア・サイドパネルを

取り外します。
取り付け
取り外しの逆の順序でリア・サイ
ドパネルを再度取り付けます。

下部フロントサイドパネル
取り外し
1. サイドパネルを取り外します。
2. パネルから上部留めネジを外し

ます。
3. パネルから上部プラスチックリ

ベットを外します。

1. 上部留めネジ
2. 上部プラスチックリベット
4. 2つの底部プラスチックリベッ

トをパネルから取り外します。

1. プラスチックリベット
5. 車両から下部フロントサイドパ

ネルを取り外します。
取り付け
取り外しの逆の順序で下部フロン
トサイドパネルを再度取り付けま
す。
下部リアサイドパネル
右下リア・サイドパネルの取り外
し方
1. 中央サイドパネルを取り外しま

す。
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2. 上部サイドパネルを取り外しま
す。

3. 右サイドパネルを取り外しま
す。

4. 下部フロントサイドパネルを取
り外します。

5. 右下リア・サイドパネルから留
めボルトおよびナットを外しま
す。

1. フロント留めナット
6. 右下リアサイドパネルから留め

ネジを外します。

1. 留めネジ
7. 車両から右下リアサイドパネル

を取り外します。
左下リアサイドパネルの取り外し
1. 中央サイドパネルを取り外しま

す。
2. 上部サイドパネルを取り外しま

す。
3. 左サイドパネルを取り外しま

す。
4. 下部フロントサイドパネルを取

り外します。
5. 左下リアサイドパネルから下部

の留めネジを外します。

1. 下部の留めネジ
2. 上部留めネジ
6. 上部留めネジを緩めます。
注:上部留めネジは下部パネルにつ
ながったままにしておきます。
7. 下部リアサイドパネルブラケッ

トから解除するために、パネル
を前方に引っ張って車両から取
り外します。

注:パネルの後部はブラケットおよ
びアルミ製サポートの間に挿入さ
れます。
取り付け
取り外しの逆の順序で下部リア・
サイドパネルを再度取り付けま
す。
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基本手順
同乗者用フットレストの調整
の仕方
同乗者の快適さを保つために高さ
を調整することができます。
フットレストを上に持ち上げま
す。
ネジを緩めるためにレンチ（車載
工具）で留めネジを左に回しま
す。
注:フットレストを調整するために
留めネジを完全に外さないでくだ
さい。フットレストがスロットか
ら外れるまでネジを緩めます。
お望みの高さにフットレストを調
整します。

1. 留めネジ
次に、留めネジを時計回りに締め
付けます。
フットレストを下に戻します。
エンジンの始動および停止
エンジンを始動させます

警告
排気ガスには、密閉された場所ま
たは換気の悪いエリアで迅速に充
満する有毒な一酸化炭素が含まれ
ています。もし吸い込むと、重傷
または死を招きかねません。
密封されていない場所、または換
気の良い場所でのみエンジンを始
動してください。一酸化炭素中毒
の回避を参照。

SM6モデル
1. ブレーキペダルを踏み込み続け

ます。
2. キーをONに回します。
注記: 電気システムが初期化され
ている際はスロットルを外さない
でください。
3. ドライバー自身、同乗者および

車両の準備を整えるために安全
カードをよく読み、MODEボタ
ンを押してエンジンの始動準備
をします。

4. エンジン・ストップ・スイッチ
をRUN/ONの位置にセットしま
す。

5. クラッチレバーをにぎったまま
にします。

6. ニュートラルへのシフト。
ニュートラルに入っているか確
認するために多機能ゲージを確
認します。

7. エンジンが始動するまでエンジ
ン・スタート・ボタンを押し続
けます。スタート・ボタンは
15 秒以上押し続けないでくだ
さい。始動しない場合、スター
ターをクールダウンさせるため
に30秒待ってから再度お試しく
ださい。

注記: エンジンの始動中にスロッ
トルを外さないでください。
8. 問題がないか表示を確認し、オ

イルライトが消えているか確認
します。

9. パーキングブレーキをかけま
す。多機能ゲージのブレーキ・
インジケーター・ランプが消え
ていることを確認します。

SE6モデル
注: SE6モデルはブレーキペダルを
踏んだままどのギアからでも始動
可能です。トランスミッションは
エンジンが始動された時に自動的
にニュートラルにシフトします。
1. ブレーキペダルを踏み込み続け

ます。
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2. キーをONに回します。
注記: 電気システムが初期化され
ている際はスロットルを外さない
でください。
3. ドライバー自身、同乗者および

車両の準備を整えるために安全
カードをよく読み、MODEボタ
ンを押してエンジンの始動準備
をします。

4. エンジン・ストップ・スイッチ
をRUN/ONの位置にセットしま
す。

5. エンジンが始動するまでエンジ
ン・スタート・ボタンを押し続
けます。スタート・ボタンは
15 秒以上押し続けないでくだ
さい。始動しない場合、スター
ターをクールダウンさせるため
に30秒待ってから再度お試しく
ださい。

注記: エンジンの始動中にスロッ
トルを外さないでください。
6. 問題がないか表示を確認し、オ

イルライトが消えているか確認
します。

7. パーキングブレーキをかけま
す。多機能ゲージのブレーキ・
インジケーター・ランプが消え
ていることを確認します。

エンジンの停止方法
SM6モデル
1. 第一ギアにシフトします。
2. エンジン・ストップ・スイッチ

をOFFにします。
3. パーキングブレーキをかけま

す。ブレーキ・インジケー
ター・ランプが点滅します。

4. キーをOFFになるまで回しま
す。

5. 鍵を抜く前に、パーキングブ
レーキが完全に作動しているこ
とを確認します。クラッチをに
ぎったまま車両を前後に揺すり
ます。

警告
必ずパーキングブレーキをかけま
す。パーキングブレーキがかかっ
ておらず、トランスミッションが
ニュートラルに入っている場合、
車両が勝手に動いてしまうことが
あります。
SE6モデル
1. ニュートラルにシフトします。
2. エンジン・ストップ・スイッチ

をOFFにします。
3. パーキングブレーキをかけま

す。ブレーキ・インジケー
ター・ランプが点滅します。

4. キーをOFFになるまで回しま
す。

注:キーがOFFの状態でパーキング
ブレーキがかかっていない場合、
パーキングブレーキ・インジケー
ター・ランプが点滅し、ブザーが
なります。
5. 鍵を抜く前に、パーキングブ

レーキが完全に作動しているこ
とを確認します。車両を前後に
揺すります。

警告
必ずパーキングブレーキをかけま
す。車両はどのギアに入っている
かに関係なく、パーキングブレー
キがかかっていないと勝手に動く
ことがあります。停車状態ではク
ラッチは必ず解除されているの
で、トランスミッションだけでは
車両の位置をそのまま固定するこ
とはできません。
すべてのモデル
この車両にはETC (Electronic
Throttle Control、「電子スロット
ル制御」)が搭載されています。
車両を手動で押す方法
注:車両を押す前に、イグニッショ
ンキーがONの位置に入っているか
確認します。
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注意 斜面で車両を手動で動か
すのは避けましょう。斜面で車両
を手動で動かさなければならない
場合、車両が転がり始めてしまっ
たシナリオを想定してブレーキペ
ダルの身近(車両の右側)で歩いてく
ださい。
エンジンを始動せずに車両を近距
離動かす場合：
1. 車両に乗ったまま、ブレーキペ

ダルを踏み続けます。
2. トランスミッションをニュート

ラルにシフトします(SM6モデ
ル)。

3. パーキングブレーキを外しま
す。

4. 車両の右側に体を置き、片足を
ブレーキペダルに残しておきま
す。

5. 必要に応じてブレーキを使いな
がら車両を前に押します。
注意 ブレーキペダルがいつで

も踏めるように、右側からしか押
さないこと。熱いエキゾーストパ
イプには近づかないこと。
車両を後方に引っ張る場合、前輪
で足を轢いてしまわないように気
を付けてください。
6. 車両の体勢を整え、上記のよう

に停車させます。
リバースでの運転
リバースでの安全な運転について
は、安全上の取扱説明書 のセク
ションを参照。
リバースへのシフト方法(SM6モデ
ル)
1. エンジンが起動したまま、第一

ギアにシフトします。
2. クラッチレバーを握ります。
3. リバースボタンを押し続けま

す。
4. ストローク一回分、シフトレ

バーを踏みます。
5. リバースボタンをリリースし、

多機能ゲージに「R」が点滅

し、バックアップ・ライトが
ONになっていることを確認し
ます。

リバースへのシフト方法(SE6モデ
ル)
1. エンジンが起動し、Spyder

Roadsterを停車し、ブレーキを
踏んだまま、第一ギアまたは
ニュートラルにシフトします。

2. リバースボタンを押し続けま
す。

3. リバースにシフトダウンするた
めにギアシフト・セレクターを
手前に引きます。

リバースでの運転
自分の後ろのエリアに何もないこ
とを確認し、後ろを向いたままリ
バースします。低速度で運転し、
長距離を走るのにリバースを使わ
ないでください。
リバースからシフトアウトする方
法
SM6モデル
リバースからシフトアウトするに
は、クラッチを踏んでシフトレ
バーを一回持ち上げ、第一ギアに
シフトさせます。自動的にリセッ
トするため、リバースボタンを使
用する必要はありません。
SE6モデル
リバースからシフトアウトするた
めに、停車し、シフトアップ・セ
レクターを素早く押すとニュート
ラルにシフト、そしてより長く押
すと第一ギアにシフトします。
注:リバースから第一ギアに入れる
には、ブレーキを踏んでシフト
アップします。
慣らし運転中の運転
この車両には1,000 kmの慣らし運
転期間が必要です。
最初の300kmでは、ブレーキを強
く踏むことは避けてください。
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警告
新しいブレーキおよびタイヤは、
慣らし運転が完了しないと最大効
率で作動しません。ブレーキ、ス
テアリングおよびVSSの効率が低
減される場合があるため、注意を
余分に払ってください。ブレーキ
およびタイヤを慣らすには、頻繁
にブレーキおよびステアリングを
使用して約 300 kmの走行が必要
です。ブレーキおよびステアリン
グをそれほど使わない場合、ブ
レーキおよびタイヤの慣らし時間
を多めに見積もってください。
最初の1,000 kmでは：
- スロットル全開での加速は避け

てください。
- 長時間の走行は避けてくださ

い。
- のろのろ運転の際に冷却ファン

が常に作動している場合、路肩
に寄せてエンジンをシャットオ
フしてエンジンをクールダウン
させるか、速度を上げて風でエ
ンジンをクールオフさせてくだ
さい。

最初の5 000 kmを超えたら、車両
をメンテナンススケジュールのサ
ブセクションに従って点検しなけ
ればりません。
燃料
燃料に関する要件
注記: 新しいガソリンを必ず使用
します。ガソリンは放っておくと
酸化します。酸化すると、オクタ
ン、揮発性化合物の損失、および
ガムおよびワニスの蓄積が起こ
り、燃料システムを損傷しかねま
せん。
アルコールとの燃料の混合は国お
よび地域によって異なります。ご
使用されている車両は推奨される
燃料を使用するために設計されて
いますが、次のことに注意してく
ださい。

- 政府の規制によって定められて
いるアルコール割合を超えるア
ルコールを含む燃料を使用する
ことは推奨されておらず、もし
使用した場合、次のような燃料
システムコンポーネントの問題
が発生しかねません。
• 始動および操作時の困難
• ゴムまたはプラスチック部

品の老化
• 金属部品の腐食
• 内部エンジン部品への損傷

- ガソリンのアルコール度が政府
の現在の規制を超えていると
疑った場合、燃料漏れまたはそ
の他の燃料システムの異常がな
いか常に点検してください。

- アルコールが混合された燃料は
水分を多く含む車があり、燃料
の相分離につながる恐れがあ
り、エンジンの性能上の問題ま
たはエンジンの損傷を引き起こ
す可能性があります。

推奨燃料
オ ク タ ン 価 が 9 1 の A K I
(RON+MON)/2、またはオクタン価
が91のRONを含んだプレミアム無
鉛ガソリンを使用してください。
注記: 他の燃料を試したりしない
こと。不適当な燃料を使用する
と、エンジンまたは燃料システム
の損傷を招きかねません。
注記: E85のラベルの燃料ポンプ
からの燃料は絶対に使用しないで
ください。
E15のラベルの燃料の使用は、U.S.
EPA（米国環境保護庁）の規制に
より禁止されています。
燃料補給の手順

警告
ガソリンは可燃性が高く、非常に
爆発性があります。火または爆発
のリスクを下げるために燃料補給
の手順に従ってください。ガソリ
ンにより火事や他の危険の回避を
参照。

58

基本手順



車両に燃料補給するには：
1. 燃料の補給は、炎、火の粉、煙

草を吸っている人やその他の点
火の原因から離れ、よく換気さ
れた屋外に停車して行ってくだ
さい。

2. エンジンを停止させてくださ
い。

3. シートのロックを外して持ち上
げます(機器のサブセクション
を参照)。燃料キャップは左側
にあります。

1. 燃料キャップ
4. キャップをゆっくり左に回し、

取り外します。
5. 燃料レベルがフィラーチューブ

の高い方の点に達するまでタン
クに給油します。

1. フィラーチューブの高い方の点
注:燃料タンクにぎりぎりまでガソ
リンを入れないでください。温度
の変化で燃料が膨張する場合があ
りますので、燃料タンクに若干の
余裕を残してください。

6. こぼれた燃料は必ず拭き取って
ください。燃料が体にかかった
場合は、石鹸と水で洗い、衣服
を着替えてください。

7. 燃料キャップをかぶせ、カチッ
と音がするまで時計回りに完全
に締め付けます。決して、燃料
キャップが外れたまま始動や運
転をしないでください。

8. シートを閉じます。
サスペンションの調整
ACSリア・サスペンションの調整
(手動調整もあり)
一般的な操作においては、リアサ
スペンションは加圧されていま
す。車両の荷重が変化（同乗者が
乗ったり、積荷を増やしたりな
ど）またはよりソフトまたはハー
ドな設定がお望みであれば、リ
ア・サスペンションの圧力をお好
みに合わせて調整することができ
ます。
サスペンションの圧力は空気ばね
を収縮または膨張させることで調
整可能です。エアコンプレッサー
（ガススタンドで使用可能）およ
び圧力ゲージを使います。
サスペンションを和らげる場合、
空気圧を下げ、サスペンションを
固めにする場合、空気圧を上げま
す。
注:次のチャートはただのガイドラ
インとして参照してください。最
大許容圧力を超えない限り、お好
みに合わせて圧力を調整すること
ができます。
注記: 最大許容圧力を超えないこ
と。これはエアサスペンションを
損傷しかねません。
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注:圧力を調整する際は、自分の体
重を車両にかけず、積荷をスト
レージコンパートメントに乗せな
いこと。
空気ばねはシート下にある、シュ
レーダー・バルブ付きのエアホー
スに直接つながっています。

1. シュレーダーバルブ
空気圧を変更するには、タイヤ圧
の変更と同じやり方で行います。
完了後、キャップをバルブに再度
取り付けるのを忘れないようにし
てください。
ACSリア・サスペンションの調整
(リモート調整)
調整ガイドライン
リア・サスペンションは一般的な
走行に対して調整されており、道
路状況が変わったり、車両の荷重
が変化した場合（同乗者や積荷が
増えたりなど）などにおいて、こ
の設定を保つために統合化コンプ
レッサーにより自動的に調整され
ます。

注:エンジンが起動中に圧力が解放
されたり、空気コンプレッサーが
動いている音が聞こえるのは普通
です。これはサスペンションが自
動調整していることを意味しま
す。
もし運転手が出荷時設定より柔ら
かい、または固い設定を望む場
合、スイッチクラスターのACSス
イッチを押してリア・サスペン
ションを調整することができま
す。ACS設定を変えることで、空
気ばねの空気圧が変化され、カス
タマイズされたサスペンションを
お楽しみいただけます。
次のサスペンション設定が利用可
能です。

ACSサスペンション設定
ライディン
グ・ポジショ

ン
B多機能ゲージで表示
される棒グラフ

一番低い1 (上部)
低い2
中央3
高い4

一番高い5 (下部)

サスペンションの調整
(走行中)
1. ACSスイッチを一回押します

（UPまたはDOWNのいずれ
か)。デジタル表示はサスペン
ション調整モードに入ります。
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1. 堅くするにはここを押します
2. 柔らかくするにはここを押します

通常例 -サスペンション調整モード
1. サスペンション設定
2. ハイライトされたインジケー

ターは実際の設定を意味しま
す。

代表的な例
1. 実際の設定
3. UPまたはDOWNのスイッチを

押すと、ハイライトされたイン
ジケーターを一段ずつ動かしま
す。スイッチを放すと数秒後に
セットされた設定を維持しま
す。

サスペンションの調整
(停車の場合)
サスペンションの調整 (走行中)と
同じ手順を踏んでください。
しかし、以下の条件を満たす必要
があります。
- エンジン起動状態
- ブレーキがかかっている
- パーキングブレーキがリリース

されている
- ギアボックスがニュートラルに

入っていない
12Vの電源出力の使用
12Vの電源出力が車両についていま
す。上部ストレージ・コンパート
メントにそなえ付けてあります。
LTDモデル
12Vの電源出力にアクセスするに
は、上部のストレージ・コンパー
トメントのアクセス・フラップを
開きます。

1. アクセス・フラップ
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すべてのモデル

1. 電源出力
ジャック・コネクターには、12Vの
電気器具が接続可能です。電流は
常に流れています。
注記: 12Vの電源出力は3アンペア
以上の電流を供給するためにデザ
インされていません。
注:エンジンが起動されていない状
態で器具を接続させておくとバッ
テリーがやがて放電します。
注:右ヒューズボックスにヒューズ
6を取り付けた場合、12Vの電源出
力はイグニッション・スイッチが
ONの状態でしか操作可能になりま
せん。ヒューズ7を取り付けると、
12Vの電源出力は常に使用可能とな
ります。
オーディオ-インジャックの
使用
オーディオ入力ジャックが上部の
ストレージ・コンパートメントに
あります。

1. オーディオ-インジャック
このジャックには、CDプレー
ヤー、iPodのモバイル・デジタル
機器、またはMP3プレーヤーなど
のオーディオ・プレーヤーを接続
することができ、オーディオシス
テムを通して音楽を再生すること
ができます。iPodのモバイル・デ
ジタル機器はRECCによって部分的
にコントロールすることができま
す。
注:車両のオーディオジャックに
オーディオプレーヤーを接続する
には、アダプター（特定のモデル
にはオプション）が必要です。
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安全上の取扱説明書
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SPYDER ROADSTERのユニークな特長
Spyder Roadsterは特殊なタイプの
車両です。このセクションでは、
車両の特殊な特長および動作特性
が説明されています。
安定性
車輪が3つある“Y”形状はモーター
サイクルより低速度でのより優れ
た安定感が楽しめます。しかし、
自動車などの車輪が4つある車両よ
りは安定ではありません。電気車
両安定システム（VSS）などの駆動
支援技術は操作中の安定性を保つ
補助をしますが、極端な運転の仕
方（高速度で急にターンしたりな
ど）またはでこぼこ面や物に当
たってしまうなどして、車両がコ
ントロールを失い、転倒または転
がってしまう可能性があります。
さらに、急なターン、加速、ブ
レーキまたはインパクトにより、
運転手または同乗者が転げ落ちて
しまう恐れがあります。
道路状態に対する反応
Spyder Roadsterは特定の道路状況
に対して他の車両とは違う反応を
見せます。
- オフロード、氷または雪の中で

走行しないでください。
- 水たまりと流水を避けてくださ

い。車両は車より簡単にハイド
ロプレーンします。水たまりが
ある道路で運転しなければなら
ない場合は、減速してくださ
い。

- 砂利、泥および砂で覆われた道
路では速度を落としてくださ
い。

詳細な指示は、道路上の注意事項
のサブセクションを参照してくだ
さい。
ブレーキペダル
ペダル一つで三つの車輪すべてに
ブレーキをかけることができま
す。手動ブレーキがなく、前輪お
よび後輪に別々にブレーキをかけ
る方法はありません。Spyde r
Roadsterではモーターサイクルよ
り簡単にブレーキおよびステアリ

ングを同時に行うことができま
す。車両は急に停止状態まで速度
が落ちかねません – 同じ速さで減
速できない車が後ろにいないか必
ず注意を払ってください。
アンチロック・ブレーキシステム
(ABS)
車両には車両安定システム（VSS)
の一環としてアンチロック・ブ
レーキシステム（ABS)が搭載され
ています。より素早い急ブレーキ
をかけるには、ブレーキペダルを
踏み続けます。ABSは車輪がロッ
クするのを防ぎます。
パーキングブレーキ
パーキングブレーキは機械的に後
輪だけにブレーキをかけ、作動す
るとロックした状態になります。
これは駆動支援技術（ABS, 電子制
動力配分コントロールなど）に
よってコントロールされていませ
ん。
ステアリング
ダイレクト・ステアリング
Spyder Roadsterのステアリングで
は、曲がる方向に必ずハンドルを
切ってください。
モーターサイクル運転者—カウン
ター・ステアはモーターサイクル
で行うテクニックのため、この車
両ではしないでください。モー
ターサイクルとは違って、Spyder
Roadsterはターン中に傾くことが
できません。モーターサイクル運
転者であれば、ターンの仕方を学
び直す必要があります。慣れるま
ですべての速度でターンの方向に
ハンドルを切る練習をしてくださ
い。
ターン時の遠心力
モーターサイクルとは違って、
Spyder Roadsterはターン中に傾く
ことができません。ターン時に遠
心力によって体が車両外に向かっ
て引っ張られていくのが感じ取れ
ます。バランスを保つには、運転
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手および同乗者は両手でバランス
を取り、両足をフットレストに
しっかり乗せておく必要がありま
す。急なターンでは、上体を前に
突き出し、重心をターンの内側に
置くとターンしやすいです。
幅
Spyder Roadsterは通常のモーター
サイクルより幅が広いため：
- ターン時は前輪を自分のレーン

内からはみ出ないようにしま
す。カーブや他の車両を抜く際
に前輪の位置に特に注目しま
す。モーターサイクルの前輪が
レーン端に近くなるような道筋
を通ると、Spuder Roadsterの
前輪はレーンからはみ出ている
可能性があります。

- レーンを共用したり複数のレー
ンを同時に使用したりしないこ
と。モーターサイクル同士で
も、グループでの走行は単縦列
で行ってください。

- 障害物を避けるためにより長く
脱線する必要があることを考慮
してください。

リバース（後退）

Spyder Roadsterは自動車のような
リバースが可能です。しかし、以
下の重要な違いがあります。
- バックアップライトは車両がリ

バースに入ってる時にONにな
ります。他のモーターサイクル
者があなたがバックアップを試
みていることに気づかない可能
性があることを考慮してくださ
い。

- 必要であれば、視認性を改善す
るために同乗者に一旦降りても
らいます。

- 前部は後部より幅広いことをお
忘れなく。障害物にあまり近く
バックアップしてしまうと、前
輪が当たってしまうことがあり
ます。

- 低速度で運転し、長距離を走る
のにリバースを使わないこと。

- もし可能であれば、パーキング
スペースからバックアウトする
必要がないように停車してくだ
さい。

- SM6モデル:エンジンをシャット
オフする前に第一ギアにバック
シフトします。
注意 リバースで運転している

最中は必ず両足をペグに置きま
す。バックアップ中は決して足を
地面に置かないこと。
運転免許書および現地の法律
Spyder Roadsterの操作に必要な運
転免許書の要件は地域によって異
なります。現地の法律によって
は、モーターサイクルの運転許可
書、3輪車両の運転許可書、または
標準の自動車運転免許書だけを必
要とする場合があります。
車両を公道で運転する前に、適切
な免許を持っているか地方自治体
にお問い合わせください。
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駆動支援技術
車両安定システム（ＶＳＳ）
Spyder Roadsterには車両安定シス
テム（VSS）が搭載されています。
VSSは車両の方向をコントロール
し、特定の状況において転倒また
はスピンのリスクを減少させま
す。VSSは次のコンポーネントから
成ります。
- アンチロック・ブレーキングシ

ステム(ABS):急ブレーキ時に車
両がロックされるのを防ぐこと
でステアリングのコントロール
の維持を補助します。

- 電子制動力配分コントロール
(EBD)システム: 3つの車輪のす
べてのブレーキにおけるバラン
スを自動的に調整します。ABS
によって、EBDは方向制御を補
助し、その時点での牽引力に
よってブレーキ力を最大限に活
かします。

- 駆動伝達・コントロール・シス
テム(TCS):激しいスロットルに
より後輪が滑ってしまうことを
防ぐ補助をします。TCSは、ハ
ンドルを切った場合（直線から
外れて走行する）または車両の
速度が50 km/hを超えた場合、
後輪のスピンを制限します。ス
ロットルを放すと（減速）、
TCSは後輪がロックされてしま
うのを防ぎます。

- 安定コントロールシステム
(SCS)は後輪の動力を制限し、
個々の車輪にブレーキをかける
ように設計されており、車両の
コントロールを失ったり、転倒
を防ぎます。

注:ゲージに表示されるVSSライト
は、VSSが介入するとONになり、
VSS介入から2秒間ONになり続けま
す。
制限
VSSはすべての状況においてコント
ロールを維持することはできませ
ん。

駆動伝達が悪い道路面
道路面でのタイヤのグリップは最
大制動効率を制限します。ABSお
よびEBDを利用しても、駆動伝達
の悪い道路面で運転したり、また
はタイヤの空気圧およびトレッド
の状態に気を配っていないと、停
止距離は長くなります。
道路面でタイヤが駆動伝達を失っ
てしまうと、VSSを用いても車両の
コントロールを失いかねません。
舗装路面の一部でも氷、雪または
泥に覆われている場合、VSSを用い
ても車両のコントロールを維持で
きる駆動伝達はありません。雪、
氷または泥がある道路では運転し
ないでください。
他のオンロード車両と同様に、こ
の車両は水上ではハイドロプレー
ンします（水に覆われた道路面で
駆動伝達を失ってしまう）。道路
上の大きな水たまりや水の流れな
ど、水たまりに向かって早く走行
しすぎると、車両を駆動伝達を失
いスピンアウトしてしまい、VSSを
用いてもコントロールを維持する
ことはできません。大きな水溜り
や水流を避け、大雨の場合は速度
を落すか路肩に停車してくださ
い。水溜りの上を走行する必要が
ある場合、水溜りに到達する前に
できるだけ速度を避けます。
泥、砂、砂利または水に覆われて
いる舗装では駆動伝達が悪いた
め、速度を落します。Spyde r
Roadsterはオフロード対応ではあ
りません。車両は必ず適切な道路
で使用してください。車両をその
他の地面で使用しないでくださ
い。
タイヤ
車両のVSSは、特定のサイズ、材料
およびトレッドパターンのタイヤ
に対して最適な性能を発揮するた
めに較正されています。BRPによっ
て認定されていないタイヤと交換
してしまうと、VSSの効果が無く
なってしまいます。
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Can-Am Spyder Roadsterの認定
ディーラーからのみ入手可能なBRP
推奨タイヤのみ使用してくださ
い。
特に緩いまたは濡れた表面では、
駆動伝達を維持するために適切な
タイヤの空気圧およびトレッドの
管理が重要です。
急ターン
VSSはステアリング入力を制御また
は制限しません—急ターンを制御
することはできません。ハンドル
を大きく、急速に回すと車両がコ
ントロールを失い、スピン、転倒
または転がってしまう可能性があ
ります。
スピードの出しすぎ
VSSは、SCSがターンの時に介入す
る場合を除いて、車両速度をコン
トロールしません。VSSは車両があ
まりにも早くターンすることを制
御することはできません。特定の
状況において早く走行しすぎる
と、VSSを用いてもコントロールを
失うことがあります。
ダイナミックパワーステアリ
ング (DPS)
ダイナミックパワーステアリング
(DPS)は、電気モーターを使ってド
ライバーが必要とするステアリン
グ入力量の最適化を図り、コン
ピューター制御された可変パワー
アシストを提供します。
ステアリング・アシストの度合い
はハンドルの力（ステアリング・
トルク）、ステアリング・アング
ルおよび車両速度に依存します。
車両がリバース・ギアに入ってる
状態では、車両速度が速くなるに
つれパワーステアリング・アシス
トは低下します。
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道路上のリスクの把握
Spyder Roadsterを使用される前
に、交通事故における損傷または
死亡のリスク、そのリスクを削減
できる方法、およびリスクを取る
覚悟があるかどうか考慮してくだ
さい。リスクにはいくつかの要因
があります。特定の要因はある程
度コントロールすることは可能で
すが、他の車両の運転の仕方など
の要因は自分の力ではどうするこ
ともできません。以下はリスクに
影響を及ぼすいくつかの要因の一
覧です。
車両の種類
車両には様々な種類があり、大き
さ、視認性、操縦性、および保護
性が異なります。
Spyder Roadsterは小さくて操縦性
の高い車両です。操縦性により、
交通事故が避けやすくなります。
しかし、小さい車両は他のドライ
バーからは見づらく、他のドライ
バーから衝突される可能性が増加
します。いくつかの状況では、
Spyder Roadsterはモーターサイク
ルより衝突に巻き込まれる可能性
は低いです。例えば、低速度の走
行中に転倒する可能性はより低い
です。しかし他の状況において
は、衝突する可能性が高くなりま
す。例えば、車両の幅が広いた
め、モーターサイクルとは異なり
幅狭い通路を通ることはできませ
ん。
乗用車やトラックでは、車両の構
造によって衝突事故やその他の道
路上の危険から身が守られます。
さらに、同乗者はシートベルトを
着用することでさらに身を守るこ
とができます。Spyder Roadsterは
乗用車の運転よりリスクが高く、
損傷のリスクはモーターサイクル
のリスクと類似していることをご
了承ください。
モーターサイクルの走行と同じ
く、ヘルメットや保護服を着用す
ることで傷害のリスクを減らすこ
とができます。

ドライバーの技術および判断
力
各ドライバーは道路上のリスクに
対応するように気を配ることが重
要です。良い技術を取得したドラ
イバーは車両をより効率よくコン
トロールすることができます。
Spyder Roadsterを操縦するにあ
たって、モーターサイクル、乗用
車、ATV, スノーモビルまたはその
他の車両で培った技術に頼らない
でください。この車両の異なる特
徴に慣れてください。本オペレー
ターズガイドを読み、安全に関す
るDVDをご覧になり、もし可能で
あればトレーニング・コースを受
けてください。コントロールに慣
れ、実践練習を正確にこなせるよ
うになってから実際の道路で運転
してください。
公共の場で運転し始めたばかりの
ドライバーは、より簡単な道路状
況（交通量が少ない、低速度、好
天、同乗者が乗っていない状態）
に始めは挑戦し、技術が磨かれて
いく毎に徐々により難しいチャレ
ンジに挑戦してください。自分の
運転レベルでは難しすぎる状態、
または乗り越えられないようなリ
スクがある状態を避けるように先
読みして運転してください。
熟練したドライバーでさえ衝突す
ることはあります。例えば、極端
な操縦や技を披露したりすると衝
突のリスクが上がります。賢いド
ライバーは安全性を高めてリスク
を最小限に抑えるために適切な判
断を下します。道路上の注意事項
のサブセクションに記載の安全運
転に関する記述をご参照くださ
い。
ドライバーの状態
ドライバーは酔っていなく、警戒
態勢であり、体が運転できる状態
である必要があります。薬物やア
ルコールを摂取した場合は、決し
てこの車両を使用しないでくださ
い。酔っている、疲れている、ま
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たは正常に機能できない場合、衝
突のリスクが高まります。
薬物、疲労、投薬、体調不良、眠
気および感情的になることはすべ
て安全運転の阻害要因です。モー
ターサイクルの操縦と同様に、
Spyder Roadsterの操縦は簡単では
ありません – 乗用車を操縦するよ
り体調およびメンタル状態が重要
になります。一番安全な心構え
は、集中力を保ち、完全に酔いが
さめた状態でしか絶対に運転しな
いことです。血中アルコール濃度
が法定上限を超えなくても、アル
コール摂取により判断力と運転力
が低下します。
車両を運転するには、すべてのコ
ントロールが操作でき、ハンドル
を完全に切ったり、乗り降りした
り、周囲を注意深く監視できる体
調であることが必要です。
同乗者も高い集中力を持ち、酔い
が完全に醒め、姿勢を維持し、
カーブ、でこぼこの道路、加速お
よび停止の際にしっかり摑まった
り対応できる体調であることが必
要です。
車両の状態
車両をよい状態に保ってくださ
い。
使用前の点検および定期的メンテ
ナンスを行ってください。車両を
始動した時に多機能ゲージに表示
されるメッセージに注目し、運転
する前に問題に対処してくださ
い。
道路状況および天候
渋滞、視認性が悪い、または駆動
伝達の悪い道路面ではリスクが高
まります。ご自身の運転レベル、
および挑戦したいリスク程度に見
合った経路をお選びください。
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装備（ライディング・ギア）
Spyder Roadsterのような３輪で体
が露出されている車両を運転する
にはモーターサイクルと同様に装
備が必要です。低速度ではモー
ターサイクルより安定感のあるこ
の車両でも、車両から転がり落ち
てしまう場合があります。
このセクションはMotorcycleSafety
Foundation (MSF)からの資料に基
づいたモーターサイクル運転者へ
のガイドです。
衝突の際にオートバイに乗るため
のふさわしい服装をしていると怪
我を防いだり、または軽減するこ
とができます。さらに状況に合っ
た服装をしていると快適になり、
気象要素から身が守られます。
ドライバーおよび同乗者に推奨さ
れる基本装備には、ブーツ、長い
パンツ、ジャケット、およびグ
ローブが含まれ、何よりも適切に
目を保護する適切なヘルメットが
推奨されます。

装備（ライディング・ギア）
1. 使用許可されているヘルメット
2. 目および顔の保護
3. 長袖のジャケット
4. グローブ
5. 長いパンツ
6. ブーツ
ドライバーと同乗者の両者は、衝
突が起きた時に適切な装備により
損傷の重篤度を低減させることが
できます。

ヘルメット
ヘルメットは頭および脳を怪我か
ら守ります。ヘルメットはさらに
同乗者の顔をドライバーのヘル
メットの後部への衝撃から守りま
す。最高品質のヘルメットを使っ
ても損傷から100％身を守ることは
できませんが、統計によると、ヘ
ルメットの使用は脳損傷のリスク
を大幅に減少します。そのため、
走行中は必ず安全運転でヘルメッ
トを着用してください。
ヘルメットの選び方
使用されるヘルメットはお住まい
の州、行政区または国の標準を満
たす必要があります。
顔を完全に覆ったヘルメットは顔
と頭全体を守るため、衝撃に対す
る最大の保護を提供します。さら
に異物、石、虫などから身を守っ
てくれます。
3/4ヘルメットまたはオープン・
フェイス・ヘルメットもかなりの
保護力があります。同じ基本的な
材料から製造されていますが、顔
を完全に覆ったヘルメットの顔お
よび顎の保護は損なわれます。
オープン・フェイス・ヘルメット
を着用する場合、取り付け可能な
フェイス・シールドまたはゴーグ
ルの使用を推奨します。
注:普通の眼鏡またはサングラス
は、モーターサイクル運転者には
十分な目の保護具ではありませ
ん。割れたり頭から外れたりし、
目を風および空気中の異物から保
護しません。
色付きのフェイス・シールド、
ゴーグルまたは眼鏡は昼間中にし
か使用しないでください。夜や照
明が十分ではない場所で使用しな
いでください。色を見分ける能力
が損なわれる場合、使用しないで
ください。
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その他の装備
フットウェア
つま先が保護されたフットウェア
を必ず履いてください。丈夫な丈
の長いブーツは道路から舞い上が
る石や熱いエキゾースト・パイプ
による火傷などの運転中の様々な
危険から身を守ってくれます。
ギアシフト・レバー、ブレーキペ
ダルまたはその他の部品に絡まっ
てしまう長い靴紐は避けてくださ
い。ゴム製の靴底およびローヒー
ルの靴は足をフットレストに固定
するのに適しています。
グローブ
頑丈なグローブは手を風、太陽、
熱、寒さおよび飛んでくる異物か
ら守ります。手にぴったり合うグ
ローブはハンドルのグリップ感を
向上させ、手を疲れにくくさせま
す。ハードプロテクションなモー
ターサイクル用グローブは転倒の
際に手を保護します。モーターサ
イクル用グローブの外部の縫い目
は手への刺激を抑え、曲がった形
状はハンドグリップでの自然なグ
リップを実現します。グローブが
分厚すぎる場合、コントロールし
づらくなります。ガントレットは
冷たい空気が袖に浸入するのを防
ぎ、手首を保護します。

1. グローブ用ガントレット
ジャケット、パンツおよびライ
ディング・スーツ
ジャケット、長いパンツまたはカ
バーオールのライディング・スー
ツを着用してください。防風、防
水、保温などの機能を備えた保護

具は快適さを提供し、疎ましい環
境からの影響を低減します。衝突
事故の場合、頑丈な素材でできた
高質の保護具は損傷を防いだり、
軽減します。いくつかのギアに
は、衝突における損傷のリスクを
さらに軽減させるパディングや
ハードアーマーが仕込まれていま
す。パンツの着用も熱い部品によ
る火傷から身を守ります。
一般にモーターサイクル用の保護
具は最適なフィットと保護の組合
せを提供します。これらの衣服は
運転中の座った姿勢に合ったデザ
インがされています。袖などの丈
が長く、肩の部分の幅がより広く
なっています。ライディング・
スーツはワンピースまたはツー
ピースのを選べます。
素材としては革は防風性など耐久
性が強く、傷害に対して保護効果
を発揮するため、よい選択肢で
す。合成繊維のその他の耐摩耗性
保護具もよい選択肢です。動く部
品に絡まってしまいかねないス
カーフやゆったりとした、長い衣
服は着用しないでください。
フ ラ ッ プ や フ ァ ス ナ ー は 風 を
シャットアウトします。チャック
式のジャケットはボタンやスナッ
プ付きのジャケットより防風性が
強くなります。ジャケットのジッ
パーを覆うフラップは防風性を更
に強めます。袖口およびウエスト
部分がぴったり合うジャケット
は、風の浸入を防ぐために推奨さ
れます。より大きい、緩い襟は走
行中にはためくため、肌を刺激し
たり目障りになる可能性がありま
す。
涼しい天候では、低体温にならな
いように気をつけてください。低
体温では、体の温度が低くなりす
ぎると集中力の低下、体の遅い反
応、そしてスムーズで適格な筋肉
の動きの損失を招きかねません。
涼しい天候では、防風ジャケット
および絶縁的衣服などの適切な保
護具が不可欠です。適度な温度で
も、走行中に発生する風によって
とても寒くなります。
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涼しい天候に適切な保護具は停止
中だと暑く感じるはずです。後で
脱げるように重ね着してくださ
い。防風のアウターを保護具の上
に重ね着することで冷たい空気が
皮膚に届くのを防ぐことができま
す。
装備はドライバーをより目立たせ
る効力もあります。明るい色を着
るのは賢い選択です。薄暗いジャ
ケットの場合、安価な反射ベスト
を上から着ることも可能です。常
に余分な反射テープの付いた衣服
を着るのは良い事故予防策です。
雨具
雨天時に運転する必要がある場
合、レイン・スーツまたは防水ラ
イディング・スーツが推奨されま
す。長時間の走行では、雨具を
持ってくことが推奨されます。雨
から守られたドライバーは、濡れ
て寒いドライバーより心地よく、
より集中して運転することができ
ます。
ワンピースやツーピースから選ぶ
ことができ、特にモーターサイク
ル用の衣服が最適です。目につき
やすいオレンジ色や黄色は良い選
択肢です。ウエスト部分、パンツ
および丈がゴム製である物を探し
てください。丈の高い襟にジッ
パーが付いてて幅広いフラップが
その部分を覆い隠すジャケットが
最適です。レイン・スーツをお選
びになる場合、防水グローブおよ
びフットウェアも考慮してくださ
い。
雨天の場合、運転しないことが最
良の選択肢です。雨天の際に運転
する場合、道路上に水が溜まり始
めた時は停車する必要があること
があります。
聴覚保護
走行中に長い間、風およびモー
ター音に晒されていると永久的な
難聴を引き起こす可能性がありま
す。耳栓など、適切に着用された
聴覚保護具は難聴の防止に役立ち
ます。聴覚保護具を使用する場合

は、使用する前に現地の法律をお
確かめください。

72

装備（ライディング・ギア）



必要とされる運転技術および実践演習
Spyder Roadsterを公共の場で運転
する前に、道路上のリスクを抑え
る運転技術および対策を学ぶ必要
があります。以下は車両の基本操
作を学ぶための実践演習です。
モーターサイクルやその他の自動
車の操縦に経験がある場合、特に
他の車両と比べてSpyder Roadster
の操作性およびパフォーマンスが
どのように違うのかに注目してく
ださい。次の実践演習に進む前に
各演習を上手にこなせるまで演習
してください。トレーラーを牽引
する場合、トレーラーを付けたま
ますべての演習を行ってくださ
い。このセクションには次の演習
が含まれています。
SM6モデル
1. エンジンの回転数を上げたり、

エンジン・ストップウォッチの
使用

2. 半クラッチおよび基本的な扱い
の学習

3. 作動中のエンジンストップ
4. スロットルおよびクラッチの使

用
5. 基本ターン
6. 急停止
7. スラローム
8. シフティング
9. 急カーブ
10. リバースでの運転
SE6モデル
1. エンジンの回転数を上げたり、

エンジン・ストップウォッチの
使用

2. 始動、停止および基本的な取り
扱い

3. 作動中のエンジンストップ
4. 基本ターン
5. 急停止
6. スラローム
7. シフティング
8. 急カーブ
9. リバースでの運転

演習場の選択
これらの演習は交通がない、最低
でも76 m - 30 mの舗装エリアで
行ってください。障害物（電柱、
カーブなど）がない、閉鎖されて
いて地面にマーキングがされてい
る駐車場は演習に最適です。駐車
されていた車によって残されたオ
イルに注意してください学校、教
会、コミュニティー・センターや
ショッピング・センターなど、営
業時間外の駐車場を探してくださ
い。私有地の不法侵入は避けてく
ださい。
適切な場所を見つけた後、その土
地の所有者から使用許可を得てく
ださい。電柱や安全地帯などの障
害物がある場合、以下の図に示さ
れている道筋が障害物によって干
渉されないように注意してくださ
い。
演習の準備をする際は、この駐車
場の基本図を考慮してください。
図には3 mのサイズの駐車場が描
かれていますが、実際には異なる
サイズの駐車場を使用することも
可能です。お選びになった駐車場
に線が引かれていない場合、また
は図の寸法よりはるかに大きいま
たは小さい駐車場である場合は、
以下の寸法をご参照ください。巻
き尺、チョーク、または水や砂が
含まれている容器またはパイロン
などを使ってマーキングしてくだ
さい。
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通常の駐車場
1. 30 m以上
2. 75 m以上
3. 12 m
4. 6 m
5. 空地
閉鎖された場所でも、万が一、他
の車が入ってこないか注意してく
ださい。演習を行う前に前方、左
右および後方を確認してくださ
い。また、子供や動物に注意して
ください。
運転の準備
車両のすべての操縦系統の位置お
よび操作方法を把握してくださ
い。
運転を開始する前に、走行前の点
検を確認し、走行前に行うべき点
検手順をご参照ください。
エンジンを始動および停止させる
には、基本手順のサブセクション
のエンジンの始動および停止に記
載されている指示に必ず従ってく
ださい。

運転の姿勢
よい姿勢を取るとよりスムーズに
運転ができます。操縦系統をス
ムーズに操作するには、両手と両
足を必ず適切に配置してくださ
い。通常、手首は腕に対して真直
ぐにします（これにより、お望み
のスロットルの位置をより簡単に
適用できます）。腕はリラックス
して曲がった状態であるべきで
す。姿勢を伸ばし、頭と目を上に
向けます。両足を操縦系統の近く
のペグに配置します。
運転の適切な姿勢を取っていない
場合、近距離でも車両を運転しな
いでください。

代表的な例—運転の姿勢
実践演習 (SM6モデル)
注: BRPトレーラーを使用される場
合は、実際に使用する前に積荷を
載せたトレーラーを付けたままこ
れらの演習を行うことを推奨しま
す。車両の新しい特長を発見する
ことでしょう。
1)エンジンのふかし、エンジン・
ストップ・スイッチの使用につい
て
演習の目的
- 演習の際に驚くことがないよう

に、エンジンをふかしている時
の音に慣れること。

- エンジン・ストップ・スイッチ
の使用に慣れること。

74

必要とされる運転技術および実践演習



指示
- 車両をニュートラルに入れ、

パーキングブレーキをかけ、右
足でブレーキを踏んだまま、ク
ラッチレバーを握ってその状態
を維持します。タコメーターを
見ながらスロットルを数回加え
（手首を下げて回します）、
RPMが4000を超えない程度まで
上げます。クラッチが完全に作
動している限り、電源は後輪に
行き渡りません。

- エンジン・ストップ・スイッチ
を使って車両のすべての電源を
止めます。手をハンドグリップ
に乗せたまま右手の親指でス
イッチを押します。

追加練習のヒント
- エンジン・ストップ・スイッチ

を見ないまま押す演習をしま
しょう。

2)半クラッチおよび基本的な扱い
の学習
クラッチを引くと後輪に電源がい
かなくなります – これらの演習の
際にコントロールを失っていると
感じた場合は、クラッチを引いて
加速を止め、必要に応じてブレー
キをかけて速度を落します。さら
にエンジン・ストップ・スイッチ
を使って電源を完全に切ることも
できます。
フリクション・ゾーン（半クラッ
チ）とは、クラッチが後輪に動力
を伝達し始める部分から始まり、
クラッチが完全につながれる直前
で終了する、クラッチレバーの領
域のことを意味します。クラッチ
をある程度作動すると、後輪に伝
達されるエンジン出力を正確に制
御することができます。適切な半
クラッチの技術は、停止からス
ムーズに動けるようにします。
演習の目的
- クラッチおよび半クラッチの操

作方法に慣れること。
- 低速での減速およびブレーキに

慣れること。

指示
この演習では、スロットルを絶対
に加えないでください。半クラッ
チおよびブレーキを使うこの演習
では、車両の移動をクラッチのみ
でコントロールします。
初めは6m毎(マーカー毎/二つ目の
線毎に)に停止してください。
- エンジンを始動し、パーキング

ブレーキをかけます。
- ブレーキを踏み、クラッチレ

バーを引いたまま、シフトレ
バーをしっかり押し下げてトラ
ンスミッションを第一ギアに入
れます。

- フットブレーキを放します。
- 車両が前進し始めるまでゆっく

りクラッチレバーを放します。
この時にクラッチレバーを維持
します。これが半クラッチで
す。クラッチを放すのが早すぎ
ると、エンストしたり車両が素
早く前進したりします。車両が
ストールしてしまった場合は、
エンジンを再起動させて再度試
してください。次はクラッチを
徐々に放します。

- 停止点に近づいてきた頃に、ク
ラッチレバーを完全に引き、ブ
レーキペダルを踏んで停止しま
す。クラッチは徐々に引かなく
ても結構です–素早く引いても
構いません。

- 直線コースの終わりにたどり着
いた時は、停止し、ハンドルを
右に全開に回し、Uターンしま
す。ターンの際にスロットルを
加えないように気をつけます。
反対方向の直線コースに並んだ
時に停止します。

- 自信が付くまでこの演習を繰り
返してください。

追加練習のヒント
- 半クラッチに慣れてきた場合

は、12 m (他のすべてのパイロ
ン)毎に停止し、クラッチを完
全に放す演習をしましょう。
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3)作動中のエンジンストップ
演習の目的
- 走行中にエンジン・ストップ・

スイッチを使うことを演習し、
後に使う場合に車両がどのよう
に反応するか知っておくこと。

指示
- 半クラッチで直線コースを走行

中に、エンジン・ストップ・ス
イッチをOFFにし、停止しま
す。

- エンジンを再起動させ、この演
習を繰り返します。エンジン・
ストップ・スイッチを使う前に
クラッチをより遠くまで放し、
より早く走行してみましょう。

1. 開始時点
2. エンジン・ストップ・スイッチを押す
3. 直線コースの終わりまで行って停止し、

以前と同じようにUターンする
4. 停止
5. エンジン・ストップ・スイッチを押す
エンジンを再起動させ、次の演習
に移ります。

4)スロットルおよびクラッチの使
用
演習の目的
- スロットルの操作に慣れるこ

と。
- スロットルおよびクラッチのバ

ランスを学ぶこと。
指示
この演習は半クラッチの演習を似
ていますが、今回はスロットルを
加えます。直線コース全体を走行
し、終了地点でしか停止しないで
ください。
- 直線コースの開始地点で第一ギ

アに入れて停車した状態でこの
演習を始めます。

- クラッチレバーを引き入れたま
ま、タコメーターが1500と
2000RPMの間になるまでスロッ
トルをゆっくり開きます。この
範囲に維持する演習をします。

- この位置にスロットルを維持し
たまま以前と同様にクラッチレ
バーをゆっくり放します。RPM
が2500を超えないようにしま
す。

- クラッチレバーをより早く放せ
ば放すほど、それだけ早く加速
します。クラッチを放すのが早
すぎると、エンストや車両が素
早く前進してしまいます。
スロットルを開けすぎると後輪
がスピンしてしまい、急速に加
速してしまいます。

- クラッチレバーを完全に放す
と、スロットルによって速度を
コントロールすることができま
す。

- 直線コースの終了地点間近で
は、スロットルを放し、クラッ
チレバーを引き入れ、ブレーキ
を踏んで停車させてください。

- スロットルを開けないで、U
ターンし、反対方向の直線コー
スを走行し始めます。
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1. 開始時点
2. スロットルを放す
3. 停止
4. スロットルを放す
追加練習のヒント
- クラッチレバーを放す動作、お

よびスロットルを開ける動作を
コーディネートし、スムーズに
走行を開始して加速をコント
ロールします。

5)基本ターン
演習の目的
- 抑制を利かせたターンの方法に

慣れること。
指示
この演習は以前のと似ています
が、今回はターン毎に停車するの
ではなく、半クラッチでターンを
します。
- 第一ギアで直線コースを走りま

す。直線コースの終わりに幅広
くターンするために、パイロン
から少し離れて運転します。

- カーブに近づいてきた頃に、ク
ラッチレバーを引き、必要であ
ればブレーキをかけて8km/h以
下の速度に抑えます。

- 半クラッチ状態でクラッチレ
バーを維持し、低速度を維持し
ます。

- カーブの方向に注目します。
- カーブの方向にハンドルを切

り、ハンドグリップの内側を
引っ張り、外側を押し出しま
す。スロットルに対する手の位
置を変えないように注意しま
す。

- より簡単にハンドルを切るに
は、カーブおよび正面に対して
体を寄せます。

- ターン後はハンドルを元通りに
し、直線コースを進みます。

代表的な例—ターン時の姿勢
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1. 開始時点
2. 半クラッチ
3. 頂点
注:モーターサイクル運転者 —
Spyder Roadsterでカーブを曲がる
ことは、モーターサイクルとは異
なります。車両はターン時に傾か
ないため、姿勢を保つにはターン
の内側に重心を移行させる必要が
ある可能性があります。モーター
サイクルと比べて、ハンドルをよ
り力強く回す必要があります。た
だし、モーターサイクルと比べて
曲がる時はより簡単に停止できま
す。
追加練習のヒント
- 一つの方向へのターンに慣れた

ら、今度は逆コースを走りま
す。左に曲がる時は、意図した
よりもスロットルを開けないよ
う注意します。

- ターンの途中で停止してみて、
カーブやターン時にブレーキを
かける感覚を体験しましょう。

6)急停止
演習の目的
- 車両のブレーキ能力に慣れるこ

と。
- ブレーキの最大力を発揮させる

方法を学ぶこと。
指示
この演習は以前と似ていますが、
今回はブレーキをより強く踏み、
最終的にはできるだけ強くブレー
キを踏める段階に達するまで演習
します。
- 直線コースの一方の端からス

タートし、8km/hまで加速しま
す。

- 直線コースを走行している途中
にスロットルを完全に放し、ブ
レーキを素早く、しっかりかけ
ます。

- 頭と目を上に向け、ハンドルを
真直ぐの状態に維持します。

- これを繰り返します。次はより
早く走行し、ブレーキをより強
く踏みます。

1. 開始時点
2. 停止
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追加練習のヒント
- ブレーキを強く踏む前にミラー

を確認する演習をしましょう。
7)スラローム
演習の目的
- 車両の扱いおよび姿勢に関する

体験をすること。
指示
6 m スラローム
1. 他のすべての駐車位置の各パイ

ロンまたは交差点の間をスラ
ロームします。スロットルを加
えないでください –半クラッチ
の状態を維持します。

2. ターンをする度に体をターンの
方向に傾け、グリップを引っ
張ったり押したりしながら進み
たい方向にハンドルを切りま
す。

1. 開始時点
12 m スラローム
慣れてきた場合は、一つおきのパ
イロンの間、または四つおきの
パーキングスペースの間を通っ

て、12 mのスラロームに挑戦して
ください。

1. 開始時点
追加練習のヒント
- 16 km/h -19km/hのスラローム

速度に慣れてきたら、徐々に速
度を高めるのもよいですが、終
了地点でのUターンの時は速度
を落としてください。

8)変速
走行中は、エンジン速度と車両の
速度を一致させるために変速する
必要があります。
演習の目的
- 変速に必要な足の動きに慣れる

こと。
- シフトアップおよびシフトダウ

ンを学ぶこと。
指示
この演習は以前のと似ています
が、今回は直線コースでシフト
アップし、コースの終了地点で停
止する演習をします。この演習で
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は、パーキングスペースより駐車
場の通路を使うことを推奨しま
す。
8a)停車時でシフトレバーの使用を
演習する
まず停車時に第一および第二ギア
間の変速を左足で行う演習をしま
す。
- 第一ギアで停車している際に、

クラッチレバーを引きます。
- 左足のつま先をシフトレバーの

下にスライドさせ、持ち上げる
地点まで一回のしっかりしたス
トロークで第二ギアに変速しま
す。

- シフトレバーを、一回のしっか
りしたストロークで踏めるとこ
ろまで踏み込み、第一ギアに変
速します。

- 必要な足の動きに慣れるまで繰
り返します。

8b)第一から第二ギアにシフトアッ
プする
直線コースで第一ギアで約16km/h
まで加速します。
シフトアップするには：
- スロットルを放します。
- クラッチレバーを引きます。(ス

ロットルを放す前にクラッチを
引いてしまうと、エンジンが吹
き上がる可能性があります–こ
の場合はスロットルを放しま
す)。

- 左足のつま先をシフトレバーの
下にスライドさせ、持ち上げる
地点まで一回のしっかりしたス
トロークで第二ギアに変速しま
す。

- クラッチをゆっくり放します。
- スロットルを開ける必要はない

ですが、慣れてきてスペースが
十分にあれば、スロットルを開
けて第二ギアで加速してみるこ
ともできます。

直線コースの終了地点に近づいて
きたら以下の停車の準備をしま
す。
- スロットルを放します。

- クラッチレバーを完全に引きま
す。

- ブレーキをかけます。
- 停車後、シフトレバーを一回の

しっかりしたストロークで踏め
るだけ踏んで第一ギアにシフト
ダウンします。慣れてきたら、
停車するたびに第一ギアにシフ
トダウンします。

1. 開始時点
2. 16 km/hで第二ギアに変速
3. 停止
8c)第二から第一ギアにシフトダウ
ンする
スペースが十分である場合は、第
二から第一ギアへの変速演習を
行ってください。
直線コースで約16 km/hまで減速
します。
- スロットルを放してクラッチレ

バーを引きます。
- 第一ギアに変速するにはシフト

レバーを踏みます。
- クラッチをゆっくり放します。
- 足をフットレストに戻します。
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8d) 他のギア
スペースが十分である場合、より
高いギアにシフトアップしたり、
低いギアにシフトダウンしてみる
こともできます。同じ過程を踏
み、ギアは一つずつシフトアップ
またはシフトダウンしてくださ
い。
追加練習のヒント
より多くの経験を積んで変速技術
を磨き上げることで、より良いコ
ントロールで車両を運転すること
ができます。
- シフトダウンの場合は、スムー

ズにクラッチを放しながらス
ロットルを多少開けることで、
エンジンを吹き上げさせて車両
速度と同等のレベルまで上昇さ
せることでシフトダウンをより
スムーズにさせ、後輪の横滑り
を防ぐことができます。

- スロットルを空けないで低ギア
にシフトダウンすると車両の速
度を落すことができます。これ
をエンジン・ブレーキと呼びま
す。エンジン・ブレーキを行う
には、ギアを一つずつシフトダ
ウンさせ、シフトダウン毎にク
ラッチを少しずつ放します。エ
ンジン速度が安定するまで半ク
ラッチ状態を維持し、次のシフ
トダウンの準備ができるまでレ
バーを少しずつ放します。

- 通常はギアを一つずつ変速しま
すが、行いたいギア変速の回数
だけアップまたはダウンスト
ロークを続けて行い、クラッチ
を握ることでギアを一つ以上変
速させることも可能です。

VSSはエンジン・ブレーキを制御し
ないことをご了承ください。高速
度であまりにも低いギアに変速し
てしまった場合は、後輪が滑って
しまうことがあり、特にカーブな
どでは車両のコントロールを失
い、車両がスピンアウト、転倒ま
たは転がってしまう可能性があり
ます。

9)急ターン
演習の目的
- 極端な操縦での車両の扱いに慣

れること。
- ブレーキおよび急ターンの様々

なバリエーションを試すこと。
指示
以下の図に示されている通りにパ
イロンを配置します。この演習に
は、固定された、または固い、重
い物を使用しないでください。
- 約8 km/hの速度で2つのパイロ

ン間を走行し、その速度を維持
します。

- 一連のパイロンの周りを走行し
てみます。

- 二重パイロンの第二セットから
コースを出ます。

- この演習は数回行い、両方向で
の急ターンに挑戦してくださ
い。

1. 6 m
2. 3 m
3. 2.5 m
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追加練習のヒント
- 開 始 速 度 を 徐 々 に 上 げ

（13 km/h ～ 19 km/hの速度に
抑え)、いくつかのバリエーショ
ンを試します。例えば、コース
直前の速度を調整したり、急
ターン時にブレーキをかけたり
など。

- 助手に手伝ってもらうことで、
どの方向にターンするか、また
はどこで停車させるかなど指示
してもらい、よりダイナミック
な演習となります。助手には安
全な距離を取ってもらいます
（演習場より多少離れた位置な
ど）。パイロンの第一セットの
直前で助手はどの方向にターン
するか、または停車すべきかな
ど、手信号で指示してもらいま
す。

- 急ターンをする前にミラーや死
角を確認する演習をしましょ
う。

10)リバースでの運転
演習の目的
- リバースでの旋回半径および車

両の取り扱いに慣れること。
指示
リバースにシフトします。基本手
順のサブセクションのリバースで
の運転を参照。
クラッチをゆっくり切りながら背
後に何もないか確認します。後退
させながら前輪で物に当たらない
ように注意します。通常の動作と
同様に、速度を落し、クラッチお
よびブレーキの使用を止めます。
100cmから200cmずつ後退し、間
に停止させます。
低速度で運転し、長距離を走るの
にリバースを使わないこと。
後退に慣れたら、以下の図のよう
にパーキングスペースに後退させ
てください。

1. 開始時点
2. リバース（後退）
3. 停止
4. 前進
安全な場所で行える追加演習
上記のすべての演習に慣れたら、
スペースと条件が許す限り、他の
いくつかの演習を試みてくださ
い。これらの演習は、リスクを負
わないで駐車場などの安全な場所
で行ってください。
- クイック・スタート: 迅速に加

速し、ギアをシフトアップしま
す。

- 高速度から急停止する場合：急
停止の演習と似ていますが、緊
急停止などより高速度で行いま
す。

- 傾斜登り：これには半クラッチ
になるまでクラッチレバーを放
しながらブレーキペダルを踏み
続けます。これは後ろに倒れな
いようにします。

実践練習 (SE6モデル)
1)エンジンのふかし、エンジン・
ストップ・スイッチの使用につい
て
演習の目的
- ねじれスロットルの操作に慣れ

ること。
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- 様々なRPMのエンジン音に慣れ
ること。これによってエンジン
音に応じていつシフトアップお
よびシフトダウンすべきなのか
把握できます。

- エンジン・ストップ・スイッチ
の使用に慣れること。

指示
- 車両をニュートラルに入れ、

パーキングブレーキをかけ、右
足をブレーキペダルに配置しま
す。多機能ゲージを確認して
ニュートラルに入っているか確
認してください – 第一ギアに
入ってる場合は、スロットルを
開るとRoadsterは前進し始めま
す。

- タコメーターを見ながらスロッ
トルを数回加え（手首を下げて
回します）、RPMが4000を超え
な い 程 度 ま で 上 げ ま す 。
3000RPM前後を維持するように
スロットルを優しくかつ円滑に
開けたり閉じたりする演習をし
ます。トランスミッションが
ニュートラルに入っている限
り、電源は後輪に行き渡りませ
ん。

- エンジン・ストップ・スイッチ
を使って車両のすべての電源を
止めます。手をハンドグリップ
に乗せたまま右手の親指でス
イッチを押します。

追加練習のヒント
- エンジン・ストップ・スイッチ

を見ないまま押す演習をしま
しょう。

2)始動、停止および基本的な取り
扱い
演習の目的
- スロットルのコントロールおよ

び車両の動かし方を学ぶこと。
- 低速での減速およびブレーキに

慣れること。
指示
これらの演習を行う際にコント
ロールを失っていると感じた場

合、加速を止めるためにスロット
ルを閉じ、必要に応じてブレーキ
をかけて減速してください。さら
にエンジン・ストップ・スイッチ
を使って電源を完全に切ることも
できます。
2a)スロットルを開けた直前に放す
指示
最初は、スロットルを少しの間使
用し、放して惰行運転します。
- エンジンを始動し、パーキング

ブレーキをかけます。
- ブレーキペダルを踏んだまま、

ギアセレクターを前方に押して
トランスミッションを第一ギア
にシフトさせます。

- ブレーキを放します。
- 車両が少しずつ前進し始めるま

でスロットルをゆっくり開けま
す。動き始めた直後、スロット
ルを話して惰行運転し、ブレー
キを踏んで停車します。直線
コースの終点にたどり着くまで
繰り返します。

- 直線コースの終点でUターンす
るには、停車し、ハンドルを右
に完全に切り、スロットルを多
少開けて放して、惰行運転で
ターンします。完全にターンす
るにはスロットルを一回以上開
ける必要がある場合がありま
す。反対方向の直線コースに並
んだ時に停止します。

- スロットルを開けて放すのに慣
れるまで、演習のこの部分を演
習し続けてください。

2b) 12 m毎にスロットルをホール
ドし、放して停車する
次はスロットルをより長くホール
ドし、12 m毎に停車します（他の
すべてのマーカー毎、または四つ
に一つの線毎に）。
- この場合も、車両が少しずつ前

進し始めるまでスロットルを
ゆっくり開けます。今回はこの
時点までスロットルをホールド
します。
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- 停止地点が近づいてきたら、ス
ロットルを放してブレーキをか
け停車します。

- 以前と同様に直線コースの終点
でUターンしますが、今回は
ターン時にスロットルを放す必
要はありません。ターンする際
に安定したスロットルの位置を
維持することに焦点を当ててく
ださい。反対方向の直線コース
に並んだ時に停止します。

2c)スロットルをホールドし、放し
て終点で停車
次に、直線コース全体を走行し、
終了地点でしか停止しないでくだ
さい。スロットルは適度に開けて
おきます。
3)作動中のエンジンストップ
演習の目的
- 走行中にエンジン・ストップ・

スイッチを使うことを演習し、
後に使う場合に車両がどのよう
に反応するか知っておくこと。

指示
- 8km/hの速度で直線コースを走

行している間に、エンジン・ス
トップ・スイッチをOFFにし、
停車します。

- エンジンを再起動させ、この演
習を繰り返します。エンジン・
ストップ・スイッチを使う前に
加速(最大20 km/h)してみてく
ださい。

注: SE6モデルはブレーキペダルが
踏まれていないとギアに入れるこ
とはできません。

1. 開始時点
2. エンジン・ストップ・スイッチを押す
3. 直線コースの終わりまで行って停止し、

以前と同じようUターンする
4. 停止
5. エンジン・ストップ・スイッチを押す
エンジンを再起動させ、次の演習
に移ります。
4)基本ターン
演習の目的
- 抑制を利かせたターンの方法に

慣れること。
指示
この演習は以前のと似ています
が、今回はターン毎に停車するの
ではなく、低速度でターンをしま
す。
- 第一ギアで直線コースを走りま

す。直線コースの終わりに幅広
くターンするために、パイロン
から少し離れて運転します。

- カーブに近づいてきた頃に、ス
ロットルを放して必要であれば
ブレーキをかけることで速度
を8 km/h以下まで落します。

- 低速度を維持するためにスロッ
トルをホールドします。
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- カーブの方向に注目します。
- カーブの方向にハンドルを切

り、ハンドグリップの内側を
引っ張り、外側を押し出しま
す。この間、スロットルを空け
ないように気をつけます。

- より簡単にハンドルを切るに
は、カーブおよび正面に対して
体を寄せます。

- ターン後はハンドルを元通りに
し、直線コースを進みます。

代表的な例—ターン時の姿勢

1. 開始時点
2. 半クラッチ
3. 頂点
注:モーターサイクル運転者 —
Spyder Roadsterでカーブを曲がる
ことは、モーターサイクルとは異
なります。車両はターン時に傾か
ないため、姿勢を保つにはターン
の内側に重心を移行させる必要が
ある可能性があります。モーター
サイクルと比べて、ハンドルをよ
り力強く回す必要があります。た
だし、モーターサイクルと比べて
曲がる時はより簡単に停止できま
す。
追加練習のヒント
- 一つの方向へのターンに慣れた

ら、今度は逆コースを走りま
す。左に曲がる時は、意図した
よりもスロットルを開けないよ
う注意します。

- ターンの途中で停止してみて、
カーブやターン時にブレーキを
かける感覚を体験しましょう。
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5)急停止
演習の目的
- 車両のブレーキ能力に慣れるこ

と。
- ブレーキの最大力を発揮させる

方法を学ぶこと。
指示
この演習は以前と似ていますが、
今回はブレーキをより強く踏み、
最終的にはできるだけ強くブレー
キを踏める段階に達するまで演習
します。アンチロック・ブレーキ
システム (ABS)は最大制動力がか
かっている場合に車輪がロックさ
れるのを防ぎ、ステアリング・コ
ントロールを維持するのに役立ち
ます。SE6で急停止をする場合は、
必ずスロットルを完全に放しま
す。スロットルを開けたまま同時
にブレーキをかけた場合、停止距
離は長くなります。
- 直線コースの一方の端からス

タートし、8km/hまで加速しま
す。
直線コースを走行している途中
にスロットルを完全に放し、ブ
レーキを素早く、しっかりかけ
ます。ABSによって車輪ロック
が防止されるため、絶対にポン
ピング・ブレーキを行わないで
ください。

- 頭と目を上に向け、ハンドルを
真直ぐの状態に維持し、完全に
停車するまでブレーキを放さな
いでください。

- これを繰り返します。次はより
早く走行し、ブレーキをより強
く踏みます。

1. 開始時点
2. 停止
追加練習のヒント
- ブレーキを強く踏む前にミラー

を確認する演習をしましょう。
6)スラローム
演習の目的
- 車両の扱いおよび姿勢に関する

体験をすること。
指示
6 m
1. 他のすべての駐車位置の各パイ

ロンまたは交差点の間をスラ
ロームします。方向変更に慣れ
るまで、最初は低速で演習しま
す。

2. ターンをする度に体をターンの
方向に傾け、グリップを引っ
張ったり押したりしながら進み
たい方向にハンドルを切りま
す。
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1. 開始時点
12 m スラローム
慣れてきた場合は、一つおきのパ
イロンの間、または四つおきの
パーキングスペースの間を通っ
て、12 mのスラロームに挑戦して
ください。

1. 開始時点
追加練習のヒント
- 16 km/h -19km/hのスラローム

速度に慣れてきたら、徐々に速
度を高めるのもよいですが、終
了地点でのUターンの時は速度
を落としてください。

7)変速
走行中は、エンジン速度と車両の
速度を一致させるために変速する
必要があります。マニュアルの乗
用車やトラックと同様に、低速ギ
アは低速度に、高速ギアは高速で
使用します。
SE6はエンジン速度が1800RPM以
下になると自動的にシフトダウン
します。
演習の目的
- シフトアップおよびシフトダウ

ンを学ぶこと。
指示
この演習は以前のと似ています
が、今回は直線コースでシフト

87

必要とされる運転技術および実践演習



アップし、コースの終了地点で停
止する演習をします。この演習で
は、パーキングスペースより駐車
場の通路を使うことを推奨しま
す。
7a)停車時でギアセレクターの使用
を演習する
まず停車状態でリバース、ニュー
トラルおよび第一ギア間のシング
ルシフトを演習します。次に、以
下の演習を行います。
- リバースから第一ギアにダブル

シフトする。
- 第一ギアからリバースギアにダ

ブルシフトする。
- 慣れるまで繰り返します。
7b)第一から第二ギアにシフトアッ
プ
- 直線コースでエンジン速度が

3000 RPMに達するまで加速し
ます。

- 第二ギアにシフトするにはギア
セレクターを前方に押します。
SE6では、シフト中にスロット
ルを放す必要はありません。

- 慣れてきてスペースが十分にあ
れば、スロットルを調整して第
二ギアで加速してみることもで
きます。

直線コースの終了地点に近づいて
きたら以下の停車の準備をしま
す。
- スロットルを放します。
- ブレーキをかけます。
- SE6はRoadsterの速度が落ちる

と自動的にシフトダウンしま
す。ギアセレクターを手前に
引っ張ることで手動でシフトダ
ウンすることもできます。

1. 開始時点
2. 25 km/hで第二ギアに変速
3. 停止
7c)十分なスペースがある場合、走
行中に第一ギアにシフトダウンす
る演習
直線コースで：
- スロットルを放さないでギアセ

レクターを手前に引っ張りま
す。

- スロットルなしでシフトダウン
するとエンジン・ブレーキの感
触がよりリアルに伝わります。

7d) その他のギア
スペースが十分である場合、より
高いギアにシフトアップしたり、
低いギアにシフトダウンしてみる
こともできます。同じ過程を踏
み、ギアは一つずつシフトアップ
またはシフトダウンしてくださ
い。
注:シフトダウン中にもう少しス
ロットルを開けることで、エンジ
ンを吹き上げさせて車両速度と同
等のレベルまでより素早く上昇さ
せることでシフトダウンをよりス
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ムーズにさせることができます。
シフトダウン中にスロットルを開
けないと、エンジン・ブレーキに
よって車両の速度が落ちます。こ
れを利用して減速することもでき
ますが、VSSはエンジン・ブレーキ
を制御しないことを考慮してくだ
さい。高速度であまりにも低いギ
アに変速してしまった場合は、後
輪が滑ってしまうことがあり、特
にカーブなどでは車両のコント
ロールを失い、車両がスピンアウ
ト、転倒または転がってしまう可
能性があります。
8)急ターン
演習の目的
- 極端な操縦での車両の扱いに慣

れること。
- ブレーキおよび急ターンの様々

なバリエーションを試すこと。
指示
この演習を行うには、コースを再
配置する必要があります。以下の
図に示されている通りにパイロン
を配置します。この演習には、固
定された、または固い、重い物を
使用しないでください。
- 約8 km/hの速度で2つのパイロ

ン間を走行し、その速度を維持
します。

- 一連のパイロンの周りを走行し
てみます。

- 二重パイロンsh毀の第二セット
からコースを出ます。

- この演習は数回行い、両方向で
の急ターンに挑戦してくださ
い。

1. 6 m
2. 3 m
3. 2.5 m
追加練習のヒント
- 開 始 速 度 を 徐 々 に 上 げ

（13 km/h ～ 19 km/h以下の速
度に抑え)、いくつかのバリエー
ションを試します。例えば、
コース直前の速度を調整した
り、急ターン時にブレーキをか
けたりなど。

- 助手に手伝ってもらうことで、
どの方向にターンするか、また
はどこで停車させるかなど指示
してもらい、よりダイナミック
な演習となります。助手には安
全な距離を取ってもらいます
（演習場より多少離れた位置な
ど）。パイロンの第一セットの
直前で助手はどの方向にターン
するか、または停車すべきかな
ど、手信号で指示してもらいま
す。

- 急ターンをする前にミラーや死
角を確認する演習をしましょ
う。
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9)リバースでの運転
演習の目的
- リバースでの旋回半径および車

両の取り扱いに慣れること。
指示
- リバースにシフトします。基本

手順のサブセクションをご参照
ください。

- 背後に障害物がないか確認しま
す。後退中も背後を見続けま
す。後退させながら前輪で物に
当たらないように注意します。
通常の動作と同様に、スロット
ルを放してブレーキをかけて減
速し、停車します。

- 100cmから200cmずつ後退し、
間に停止させます。

- 低速度で運転し、長距離を走る
のにリバースを使わないこと。

- 後退に慣れたら、以下の図のよ
うにパーキングスペースに後退
させてください。

1. 開始時点
2. リバース（後退）
3. 停止
4. 前進
高度運転技術の取得
基本運転技術をマスターした後
は、より高度な技術の取得を開始
することができます。まず、次の
セクションに記載の「道路走行上

の戦略」をご覧ください。次に、
リスクが比較的に低い場所を見つ
けて演習を開始します。
以下のようなよりリスクが低い条
件で運転し始めます。
- 短距離
- 好天
- 交通が少ない場所
- 昼間
- 低速度
- 同乗者なし
上達してきたら徐々によりリスク
の高い状況で演習してください。
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道路走行上の戦略
このセクションでは、道路走行上
のリスクを軽減するための戦略に
ついて説明します。これらの多く
の戦略はモーターサイクルで走行
する際の戦略と似ています。
このセクションはMotorcycleSafety
Foundation (MSF)からの資料に基
づいたモーターサイクル運転者へ
のガイドです。しかし、Spyder
Roadsterとは戦略が異なるため、
熟練したモーターサイクル運転者
でもこのセクションをお読みくだ
さい。
走行の計画
車両に乗る前に必ず天候を確認し
ます。いかなる天候に備えるため
に適切なギアを持っていきます。
自分の技術に見合った経路および
運転状況を選択します。
車両には26 Lの燃料タンクがあり
ます。燃料低下インジケーター・
ライトが点滅し始めたら、燃料タ
ンクの供給をできるだけ早く行っ
てください。特に人けの少ない場
所では、ガソリンスタンドなどの
場所を事前に確認します。
安全運転
モーターサイクルと同じく、安全
運転は衝突事故を防ぎます。常次
警戒する必要があります。背後も
含めて、周囲への注意を怠らない
でください。必ず潜在的な危険性
がないか確認し、先読みし、問題
を回避するために必要な距離と時
間を計算します。他の運転者が常
に交通規則を守るだろうと決め付
けないでください。
車間距離
最適な運転状況では、前の車両と
は2秒間の車間距離を必ず取ってく
ださい。これは、道路上の固定物
と比較して前の車両の位置に最低
でも2秒後に通過することを意味し
ます。
制動距離が長くなる状況、または
視認性が悪い場合、より安全な対
策を取るためにより長い車間距離

を取ってください。例えば、滑り
やすい路面、下丘、または車両の
重量がより重たい場合は、制動距
離がそれだけ長くなりますし、
霧、カーブまたは夜間では視認性
が制限されます。
前方を見渡す
隣の車両と適切な車間距離を保つ
ことに加えて、前方を見渡して通
り道を事前に考慮しておきます。
最低でも4秒後の通り道を計算して
おきます。道路上にある物体や他
の車両など、自分の通り道に危険
性がないか気を配ります。
予想した通り道で潜在的に危険な
状況が起こる前にそれを見越すた
めに、12秒先の距離も見通してお
きます。例えば、他の車両が現れ
る可能性のある交差点や、歩行者
が横断する可能性のある箇所など
を識別します。もし危険な状況に
遭遇した場合、瞬時に回避できる
準備をしておきます。
背後および両側の確認
すべての方向から他の車両や危険
が迫ってきます。周囲を常に見渡
します。背後になにがあるか常に
ミラーを確認します。さらに死角
を 監 視 す る た め に 常 に ヘ ッ ド
チェック（振り返って確認する）
を行います。

A. ドライバーの死角
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ブレーキをかける際は、Spyder
Roadsterのように素早く停止でき
ない、背後にいる普通の車両など
を特に注意します。
視線を動かす
周囲を把握するには、視線を一つ
の方向に集中してはいけません。
常に視線を動かし、道路、道路標
示、機器および他の車両に注意し
ます。すべての方向において、近
くと遠くを見ます。
トラブルを予想する
潜在的な危険性に気が付いた時
は、回避方法を検討します。これ
には速度や車線での位置を調整し
たり、車線変更する必要がる場合
があります。なにかが通り道に侵
入してきた場合は、急ターンやブ
レーキなどの回避行動を瞬時に取
る準備をしておきます。問題に対
応できるように、十分な距離をと
り、十分に反応できる時間を常に
確保しておきます。
視認性を高める
ドライバーにはモーターサイクル
など小さい車両をあまり注目しな
い性質があります。そのため、他
のドライバーから見えやすいよう
にすることも戦略の一つです。
他のドライバーから見えやすいす
る方法
照明およびリフレクター
車両のヘッドライト、走行用ライ
トおよびテールライトが適切に作
動することを確認してください。
使 用 さ れ て い る 車 両 の フ ェ ン
ダー、両側および後部にはリフレ
クターが付いています。すべての
リフレクターが清浄であり、壊れ
ていたり欠損していないことを確
認します。
昼と夜の両方で使用可能なときは
ハイビームを使います。夜に他の
ドライバーの目をくらますのを避
けるために、または霧で光が反射
しすぎている場合にロービームを
使います。

シグナル
ウインカーを使って他のドライ
バーに自らの意図を知らせます。
Spyder Roadsterには自動キャンセ
ル式ウインカーが付いています
が、短いターンではキャンセルし
ないことがあります。操作の完了
後にウインカーがOFFになってい
ることを確認します。完了後にON
になっていると他のドライバーを
混乱させてしまいます。
できれば、減速する前や交差点に
たどり着く前にブレーキライトを
点滅させ、背後のドライバーに警
告します。
必要に応じてハザードランプを
使って他のドライバーから見えや
すくします。
さらにクラクションの使用を試み
て、他のドライバーに自らの居場
所を伝えることもできます。
他のドライバーがあなたのライ
ト、シグナルまたはクラクション
の音に気づいたと決め付けないで
ください。
死角
他の車両の死角に運転するのは避
けましょう。前方に走っているド
ライバーがミラーからあなたを見
えやすいように自分の位置を設定
します。トラックまたはバスを追
跡している状況などの特定の場合
は、前方の車両との間の車間距離
を多めにとりましょう。
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A. 他の車両の死角
時刻と天気
夜、夜明けや夕暮れなどの照明が
薄い場合、および雨または霧など
の悪い天候の場合は、他のドライ
バーから見えにくい場合がありま
す。夜明け、夕暮れまたは非常に
明るい日光からのまぶしい光に
よって、他のドライバーから見え
にくくなります。
衣服
明るい色または蛍光衣類は視認性
を高めます。
他のドライバーから見えていても
気をつけましょう
他のドライバーがあなたの存在に
気づいていても、衝突のリスクを
作るような運転の仕方をする可能
性があります。防衛運転をし、他
のドライバーが安全運転をすると
決め付けないことです。
車線の位置
通常は、Spyder Roadsterを車線の
中央に位置付けます。このポジ
ションは前輪を車線内に留めま
す。これは他の車線にいる車両と
の車間距離をとり、大型車両から
の風の影響を低減し、車線変更し
た車両から衝突されるリスクも軽

減します。このポジションは車線
の中央の滑りやすい箇所から前輪
を遠ざけ、ブレーキおよびステア
リング能力を維持します。Spyder
Roadsterの席は車両の真ん中に位
置しており、乗用車と視線が異な
るため、乗用車の運転に慣れてい
る方は注意してください。
危険を避けるために車線の左側ま
たは右側に移動したり、他の車両
やカーブから距離を置きます。さ
らにより良い眺めを得るため、ま
たは他のドライバーの視線を得る
ために車線の左側または右側に移
動することもできます。Spyder
Roadsterの中央にある席と幅によっ
て、車線の端にいても周りの交通
が見えづらい場合があります。幅
が広い、または背が高い車に対し
てより多く車間距離をとる必要が
あることがあります。周りの交通
を把握するために車輪を車線の外
にはみ出すのは避けましょう。前
方のドライバーから見える車間距
離をとるには、あなたが相手のミ
ラーを見える距離でなければなり
ません。大型車両によって追跡さ
れている場合は、車線の左側にい
ないと通行車両があなたを識別で
きない可能性があります。

1. 車線の左側にある車両
Spyder Roadsterはモーターサイク
ルより幅が広いため、車線内では
限られた位置付けしか行えませ
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ん。車線の左または右側で走行す
る場合は、前輪が車線内に留まっ
ていることを確保します。
多車線の道路では、車の流れに
のったあなたの速度に見合った車
線を選び、視認性を重視し、回避
行動用（他の車線または路肩に急
ターン）の通り道を考えておきま
す。
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一般的な運転状況
交差点
路地や私道をつなげる小さい交差
点など、交差点には横断歩道があ
るため、更なるリスクがありま
す。常に全方向の交通に注意して
ください。背後、前方および左右
を監視します。
交差点で停止する場合は、次の角
を曲がる場合でも、車線の真ん中
で停車します。これにより他のド
ライバーから見えやすくなり、あ
なたの周りを運転しようとする行
為を妨げます。背後から迫る車両
に気を付けてください。迫ってく
る車両に対してブレーキライトを
点滅させます。第一ギアにいれ、
必要であれば衝突を避けるための
回避準備をしておきます。
車線変更および追い越し
Spyder Roadsterはモーターサイク
ルより幅が広く、他の車両を追い
越すには車線の幅をより必要とす
ることを考慮してください。この
車両は乗用車より見えにくいた
め、十分余裕を持ってウインカー
をつけ、ミラーおよび死角を確認
することが特に重要です。車線変
更後にウインカーをOFFにし忘れ
ないようにします。車線変更だけ
ではハンドルが十分に切られず、
シグナルが自動的にキャンセルさ
れません。
2車線（スプリットレーン）の間の
線の上を絶対に走行しないでくだ
さい。車両の幅が広すぎます。
路肩に沿って他の車両を絶対に追
い越そうとしないでください。車
輪が一つでも道路からはみ出た場
合、コントロールを失いかねませ
ん。
ターン
ターンの時は減速し、周りをよく
見てきちんとステアリングを制御
することを忘れずに。

- 減速：ターンする前に、スロッ
トルを放し、ブレーキを使った
り低速にシフトダウンすること
で必要に応じて速度を落しま
す。維持できる範囲の速度で
ターンを開始します。
SpyderRoadsterはモーターサイ
クルよりターン時のブレーキの
効率が良いですが、それでも
ターンやカーブを曲がる最中よ
りその前に減速することが重要
です。ブレーキとターンの両方
には駆動伝達が必要です。ブ
レーキに駆動伝達を使えば使う
ほど、同時にターンするだけの
駆動伝達が無くなります。
ターンやカーブの曲がり方が早
すぎると、前輪の内側が舗装か
ら浮き上がり、VSSがエンジン
の出力を制御し始める音が聞こ
える場合があります。VSSはコ
ントロールの維持に役立ちます
が、ターンが早すぎるとスピン
したり転がり落ちてしまう可能
性があります。

- 周りをよく見る：ターンの全過
程において周囲に注目し、視線
を動かし続けます。ターン全体
をできるだけ早く評価します –
表面特性、ターンの切れ味およ
び全体の交通状況–こうするこ
とで、速度および位置に対して
決定を下す時間が確保できま
す。時には、ターンの方向に頭
を傾けることで全体の把握がよ
り可能となります。

- ステアリング：ハンドルを切っ
てターンの方向に車両を操縦し
ます。Spyder Roadsterはモー
ターサイクルとは異なるため、
カウンター・ステアができず、
車両を傾けさせることはできま
せん。ターンによる横力を経験
するため、この間に姿勢を保つ
にはターンの内側に重心を移行
させる必要がある可能性があり
ます。モーターサイクルと比べ
て、ハンドルをより力強く回す
必要があります。
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SM6モデル
ターンの際に変速する場合は、ク
ラッチレバーをあまりにも早く放
さないようにします。エンジンお
よび車両の速度を一致させるため
にクラッチレバーをスムーズに放
しながらスロットルを調整しま
す。クラッチを放すのが早すぎた
り、スロットルを開けすぎると、
後輪が駆動伝達を失い、横滑りし
だしてコントロールを失いかねま
せん。駆動伝達・コントロール・
システム(TCS)は車両がスピンし始
めるのを検出し、後輪に伝達され
る動力を削減します。この介入は
後輪に駆動伝達が取り戻されるこ
とを意図し、車両を意図された旋
回半径に維持するための、不要な
オーバ・ステアリングの補正を可
能にします。
カーブ
Spyder Roadsterは乗用車より幅が
小さいため、カーブでの通り道を
正すために車線内を左右に動き回
ることもできます。ただ、Spyder
Roadsterはモーターサイクルより
幅が大きいため、左右の動きは限
られます。重要なのが前輪が車線
からはみ出ないことです。
通常のカーブでは、アウト、イ
ン、アウトの通り道がベストで
す。

通常のカーブの通り道
1. アウト
2. イン (内側)

坂
傾斜に適切なギアを選択します。
低速ギアは、坂を登る時に十分な
動力を維持することができます。
ダウンヒルの場合、低速ギアに入
れるとエンジンブレーキが速度の
コントロールに役立ちます。
SM6モデル
傾斜の上にすでにいる場合は、ク
ラッチレバーを半クラッチにさせ
るまで車両の位置をブレーキで維
持させます。次に、クラッチレ
バーを放してスロットルを開けな
がらブレーキをスムーズに放しま
す。
SE6モデル
SE6モデルは停車時に、どのギアに
入っているかに関係なく、転がり
落ちてしまう可能性があります。
SE6モデルは停車状態でクラッチが
必ず解除されているので、トラン
スミッションだけでは車両の位置
をそのまま固定することはできま
せん。傾斜上で停車している状態
では、ブレーキペダルを押し続け
ます。傾斜上で始動するには、ス
ロットル開度を増加しながらブ
レーキペダルを踏み続けます。ク
ラッチが作動したと感じたら (約
1500 RPM)、ブレーキペダルを放
します。
夜間の運転
他のドライバーからの注目を引く
ためにライトやシグナルを使う他
にも、夜間の視認性も考慮してく
ださい。適切な時にハイビームを
使用します。スピードの出しすぎ
に注意しましょう(スピードを出し
すぎて、停止距離までよく見えな
い状態)。他の車両のヘッドライト
を利用して前方を見渡すこともで
きます。
夜間には着色のバイザーまたはレ
ンズを使用せず、バイザーに傷や
汚れがなように特に気をつけま
す。
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グループでの走行
グループでの走行は単縦列でのみ
行ってください。モーターサイク
ルとも車線を絶対に共用しないで
ください。
モーターサイクルと走っている際
は、前方のモーターサイクルが同
じ車線の隅にいる場合でも、適切
な車間距離をとります。カーブで
は、モーターサイクルの通り道を
辿らないでください。モーターサ
イクルはカーブで車線の端により
近づくことができます – それをこ
の車両で辿ってしまうと、前輪が
車線から出てしまいます。モー
ターサイクルはSpyder Roadsterよ
り早くカーブを曲がることができ
ます。モーターサイクルの速度に
合わせないでくださ。

グループ走行のポジション
1. 車線の中央
2. 2秒後の距離
特にカーブが多い場合は、Spyder
Roadsterの使用者はモーターサイ
クル運転者より早く疲れてしまう
場合があります。モーターサイク
ルに追いつこうとして体力の限界
を超えようとしないでください。
疲れたら停車して休んでくださ
い。
道路状況および危険性
氷、雪およびぬかるみ
凍結した道路、雪道、またはぬか
るみの上では走らないでくださ
い。VSSを用いてでも、これらの滑
りやすい表面ではコントロールを
維持する駆動伝達がありません。
Spyder Roadsterは乗用車より滑り
やすい表面ではスピンアウトして
コントロールを失ってしまいま
す。

砂利、土および砂
砂利、土または砂で覆われた道路
では、余分に注意し、特にカーブ
では速度を落します。これらの表
面は舗装道路のような駆動伝達が
ないため、VSSを用いてもコント
ロールを失ってしまいます。
湿潤路面および水溜り
通常は、舗装上に水溜りがない限
り（水が流れているなど）、湿っ
たり濡れた舗装ではコントロール
を維持できるだけの駆動伝達があ
りません。その他の車両と同じ
く、Spyder Roadsterは道路上の水
溜りの上を早く運転しすぎてしま
うとハイドロプレーンしてしまい
ます。ただ、他の乗用車やモー
ターサイクルと比べてより低い速
度でハイドロプレーンが起きま
す。ハイドロプレーンはより深い
水溜りの上で起こりやすいです。
深さを確認するには、他の車両が
通った時の水の動きに注意してく
ださい。
ハイドロプレーンが起きた場合
は、一つ以上の車両が水上に浮き
上がり、道路との接触を失いま
す。これが後輪に起きた場合は、
後輪が横にずれているように感じ
るかもしれません。ハイドロプ
レーンした車輪は車両をコント
ロールするために必要な駆動伝達
を提供しません。コントロールを
失ってスピンアウトしてしまい、
VSSでもコントロールを維持するこ
とはできません。
大きな水溜りや水流を避け、大雨
の場合は速度を落すか路肩に停車
してください。水溜りの上を走行
する必要がある場合、水溜りに到
達する前にできるだけ速度を避け
ます。
水の上を通った後は、ブレーキの
動作を確認します。必要であれば
ブレーキを数回かけ、摩擦により
ブレーキパッドを乾燥させます。
適切にメンテナンスされたタイヤ
はハイドロプレーンのリスクを抑
えます。必ず以下の推奨されるタ
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イヤの空気圧を維持してくださ
い。

冷間時のタイヤ空気圧
138 kPa ± 14 kPa前輪
193 kPa ± 14 kPa後輪

注:左右のタイヤの圧力の差
は3.4 kPa以上超過させないでくだ
さい。
ハイドロプレーンのリスクを最小
限に抑えるために、最後のトレッ
ドウェアインジケータが見える場
合は、タイヤをすぐに交換してく
ださい。
雨が降り出した最初の数分間は油
や汚れが水と結合するため、車線
の中央は特に滑りやすくなりま
す。雨水が多い場合は、磨耗した
舗装に蓄積されることがありま
す。これらの駆動伝達が少ない箇
所は避けます。できれば前輪を駆
動伝達が一番良い箇所に留めてお
きます。
オフロードでの使用
Spyder Roadsterをオフロードで使
用しないでください。車両はオフ
ロードの駆動伝達が少ない、でこ
ぼこの粗面には耐えられません。
簡単に動けなくなったり、コント
ロールを失ったり、あるいは転倒
してしまいます。さらに、特定の
地域ではオフロードで使用するこ
とは違法である場合があります。
障害物、穴やでこぼこ面
できれば障害物、穴やでこぼこ面
の上を走らないでください。もし
避けられない場合は、そこに到達
するまえにできるだけ減速し、ブ
レーキを放しながら進みます。よ
り幅広い障害物やでこぼこ面に対
しては、できればストレートにア
プローチし、両方の前輪が同時に
直面するようにします。両方の前
輪で障害物、でこぼこ面や穴の上
を走行する場合は、乗り手はペグ
の上に少し立ち上がり、足を使っ

て衝撃を和らげるような姿勢をと
ります。車輪が障害物にぶつかる
かもしれないことを想定して準備
しておきます。より幅が狭い障害
物、でこぼこ面や穴に対しては、
後輪で乗り上げる方がよいです。
前輪で乗り上げる場合は、ハンド
ルをしっかり握り、スロットルを
誤って開けてしまわないように
し、必要であれば軌跡を調整する
準備を整えておきます。
かなり大規模の障害物、でこぼこ
面または穴に直面してしまった場
合、衝撃によって車両が跳ね上
がって乗り手に車両部分があたっ
てしまい、乗り手が車両から放り
出されたり、コントロールを失っ
たり、スピンや転倒してしまう場
合があります。
車両を回避するために完全に停止
できない場合は、急ターンして回
避してください。必要であれば急
ターンとブレーキを同時に行うこ
ともできます。
鹿などの大型動物が道路上にいる
場合は、その箇所に到達する前に
停車し、動物がいなくなるまで待
ちます。犬が追いかけてきた場合
は、犬が近づくにつれて減速し、
犬と直面する直前に加速して回避
することが推奨されます。
道路上での緊急事態
走行中に車両の異常や予期しない
出来事が起こりえます。メンテナ
ンスの行き届いた車両は異常のリ
スクを軽減させますが、その緊急
事態に備えておくことが推奨され
ます。
- オペレーターズガイドおよび工

具キットを必ず車両の中に入れ
ておきます。走行中の問題に関
する技術的ガイドラインについ
ては、道路側での修理をご参照
ください。
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- 道路の上で停車する場合は、次
の注意事項に従ってください。
• 道路に舗装された路肩があ

る場合は、高速から降りる
シグナルをだし、交通速度
に近い速度で車線からで
て、完全に停車するまで減
速します。

• 路肩が舗装されていない場
合は、右折のシグナルをだ
し、安全な速度まで減速し
てから舗装道路をでます。

• 注目度を高めるためにハ
ザード警告灯ライトをONに
します。

- 携帯電話やその他の通信機器を
持っている場合、長距離の旅に
でる前に完全に充電させてくだ
さい。

- 衝突事故に関わってしまった場
合、BRPは再度使用する前に車
両をお近くのCan-Am Roadster
のディーラーに持って行き (車
両の移送を参照)、安全性に関
する点検をしてもらうことを強
く推奨します。

- BRPの事故報告書に記入しま
す。

タイヤの故障
タイヤが故障したり急にパンクし
た場合は、ハンドルをしっかり握
り、徐々に低速し、安全な場所に
慎重に進み、停車します。急ブ
レーキをかけたり、シフトダウン
や急なハンドルの扱いは避けてく
ださい。前輪が故障した場合、車
両は故障したタイヤの方向に引っ
張られる可能性が高いため、車両
のコントロールを維持するにはハ
ンドルをしっかり握る必要があり
ます。タイヤ修理の指示について
は、道路側での修理のセクション
をご参照ください。
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同乗者や積荷を乗せる、またはトレーラーの牽引
重量制限
乗り手および積荷の重量制限を超
えないでください。

1. 224 kg
2. 16 kg
3. 2 kg
4. 7 kg (各側)
5. 9 kg

重量制限

224 kg
車両積載重量制限

(ドライバー、同乗者、積荷
および追加されたアクセサ

リも含みます)

16 kgフロントストレージコン
パートメント

2 kgグローブボックス

7 kgサイド・ストレージ・コン
パートメント（各側）

9 kg上部ストレージコンパート
メント

超過重量は：
- 加速、ブレーキおよびターンの

効率を妨げます。
- VSSの効率を妨げます。
- 重すぎたり、重量が後部に集中

している場合、反転のリスクが
高まります。

- 地上高を減少させ、高さが低い
障害物やでこぼこ面に直撃する
リスクが高まります。

- タイヤの故障のリスクを高めま
す。

超過重量で運転する場合
同乗者や重い荷物を乗せること
は、車両がより重くなってしま
い、重量配分が不均一になってし
まうため、車両の動きが左右され
てしまいます。
1. より素早く加速できなくなって

しまいます。他の車両を追い越
す場合はより時間と車間距離を
必要とします。

2. より素早く停止できなくなって
しまいます。前方車両との間の
車間距離を最低でも3秒間まで
引き伸ばします。理想的な運転
状況でない場合は（視界不良、
コンディションの悪い路面な
ど）、より長い車間距離をとり
ます。

3. よりシャープなターンや、高速
でのターンを行うことはできな
くなります。ターンの前は通常
異常に低速し、急ターンを避け
ます。

4. SpyderRoadsterはより不安定に
なる場合があります。後部に片
寄った重量配分（同乗者の乗せ
た場合など）で極端な操縦をし
た場合は、転倒や転がり落ちる
リスクが高まります。

同乗者を乗せた運転
Spyder Roadsterはドライバーの後
ろに同乗者が一人乗れるように設
計されています。複数の同乗者を
絶対に乗せないでください。
あらゆる場面で一人で走行し、車
両を適切に操縦できるまで、同乗
者を乗せないでください。
同乗者は酔いが完全に醒め、集中
できる状態にあり、適切にフット
レストや取っ手を使い、バランス
を保ち、極端な操縦時にしっかり
つかまり、ドライバーの気をそら
さないことが必要です。
同乗者はドライバーの指示に従
い、オーディオコントロールを使
用する必要があります。
同乗者も適切な保護具を着用して
いる必要があります。同乗者は特
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にヘルメットなど、ドライバーに
推奨されるすべての保護具を着用
する必要があります。顔を完全に
覆ったヘルメットが推奨されま
す。急停止時に、同乗者の顔がオ
ペレーターのヘルメットの後部に
当たってしまう恐れがあるためで
す。
同乗者の姿勢が整うまでブレーキ
をかけておき、トランスミッショ
ンをニュートラルに入れておきま
す。
運転し始める前に同乗者に乗り方
を教えます。同乗者に次のルール
に従ってもらいます。
1. 適切な姿勢を保つこと。常に同

乗者用の取っ手につかまり、足
を同乗者用のフットレストに乗
せておくこと。同乗者用のフッ
トレストの高さは調整可能で
す。同乗者用フットレストの調
整の仕方を参照します。
同乗者がドライバーにつかまっ
てしまうと、過度の横力にドラ
イバーが耐えられない可能性が
あるため、避けてください。
特定の操作に対して取っ手の握
り方を変えてみるとより効果的
な場合があります。（ターンで
は片手を取っ手の正面に、もう
一方の片手を反対側の取っ手の
裏面を握ったり、その他の状況
においては両手をさらに前方ま
たは後方に位置付けるなど）

A. 取っ手の様々な握り方

2. エキゾースト・パイプ、後輪お
よびドライブ・ベルトに近づか
ないでください。

3. ターンの時にバランスを保つ時
以外は、後ろに振り向いたり傾
いたりしないでください。予期
しない操作の時は、通常の姿勢
をとっていない同乗者は転がり
落ちてしまう確率がより高くな
ります。

4. 先方をしっかり把握し、今後の
道路状況に対応します。遠心力
に抵抗するために必要に応じて
カーブの方向に体を傾けます。
障害物、穴またはでこぼこ面の
上を走る場合は、肘をロックし
ないまま席から多少立ち上がり
ます。

特に経験のない同乗者を乗せてい
る場合、急な加速、ブレーキおよ
びターンは避けてください。予期
しない急な操作は同乗者が転がり
落ちてしまう要因となります。
荷物を乗せる場所
次のコンパートメントに荷物を乗
せることができます。車両にBRP
の承認されたアクセサリーが搭載
されている場合を除いて、他の箇
所に荷物を乗せないでください。
次のコンパートメントに燃料など
の可燃性のものを絶対に積まない
でください。
各コンパートメントの積載重量制
限を必ず守ってください。重量制
限をご参照してください。
グローブボックス
グローブボックスは小さい私物の
保管に最適です。
運転中に（通行料金など）瞬時に
必要な物を保管するのにとても便
利です。
注: BRPのオプションのトレーラー
に使用できるキーシリンダーがグ
ローブ・ボックスに入っていま
す。これは車両のキーをトレー
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ラーに使用することを可能にしま
す。
フロントストレージコンパートメ
ント
フロント・ストレージ・コンパー
トメントは最も広々としてて、ヘ
ルメット二つや他の物が保管でき
ます。フロント・ストレージ・コ
ンパートメントには本オペレー
ターズガイドを保管する指定箇所
が設けられています。
運転する前にコンパートメント・
カバーのラッチが固定されている
ことを確認してください。
サイド・ストレージ・コンパート
メント
サイド・ストレージ・コンパート
メントはヘルメットまたはその他
の軽い物を保管する場所です。

運転する前にストレージ・コン
パートメント・カバーのラッチが
固定されていることを確認してく
ださい。
上部ストレージコンパートメント
上部ストレージ・コンパートメン
トはヘルメットまたはその他の軽
い物を保管する場所です。

代表的な例
運転する前にストレージ・コン
パートメント・カバーのラッチが
固定されていることを確認してく
ださい。
トレーラーの牽引
RTシリーズの車両は、BRPのオプ
ションのトレーラー（BRPのオプ
ションのヒッチ付き）が牽引でき
るように設計されています。
Roadster RTシリーズのVSS（車両
安定システム）には、適切な車両
安定コントロールを維持しながら
BRPトレーラーが牽引できるよう
にプログラムされています。
Roadster RTシリーズに特別にデザ
インされたBRPのトレーラー、ま
たはBRPにより承認されている同
等のトレーラーのみ使用してくだ
さい。これは通常の操作でRoadster
の安定性が確保され、車両安定シ
ステムに支障がでないようにする
ためにトレーラーとRoadsterの安
定性を確保するため重要なことで
す。
注記: 推奨されない配線ハーネス
の使用は車両電気システムの故障
につながる恐れがあります。
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警告
その他のトレーラーの使用は車両
の損傷、または車両安定システム
の適切な操作に支障がでてしまい
ます。トレーラーの牽引時にク
ルーズコントロールを使用するこ
とは推奨されません。
トレーラーの牽引は、重量の大き
さや重量配分の違いによって車両
の扱い方に大きく影響します。
- 他の車両を追い越す場合はよ

り時間と車間距離を必要とし
ます。

- ブレーキに対してより長い距
離をとってください。

- 前方車両との間により長い車
間距離をとってください。

- ターンの前は減速し、通常異
常に低速し、急ターンを避け
ます。

- 過度の操縦では、転倒や転が
り落ちるリスクが高まりま
す。

他の車両に追い越されたり横切ら
れた時に発生する横風と乱気流に
よってステアリングが影響され、
トレーラーが揺れることがありま
す。この効果を最小限に抑えるた
めに、一定の速度で運転し、急に
曲がったりブレーキを調整したり
しないでください。
カーブを曲がる前に減速します。
コーナリングの時は、より大きな
半径をとってターンしてくださ
い。トレーラーを付けてターンす
る場合は、より大きなスペースを
必要とします。
トレーラーを付けたまま後退しな
くてはならない状況を防ぐため
に、先読みしながら運転します。
後退する時は、必ずゆっくり後退
します。できるだけ他の人に指示
してもらいます。まず最初に空地
で練習してください。必要とされ
る運転技術および実践演習をご参
照ください。

できれば、急ターン、捻じ曲が
り、ターンや急ブレーキを避けて
ください。これはトレーラーが折
り曲がったり、転倒してしまう恐
れがあります。空のトレーラーは
より簡単にバランスが崩れます。
加速する場合は、過度のエンジン
負荷を避けるためにより高いRPM
でシフトすることは一般的な操作
です。
注記: 後輪をスピンすることは避
けてください。石や砂利がトレー
ラーにかかってしまい、損傷させ
てしまう恐れがあります。
坂の特性
できれば上り坂を登っている最中
に停止するのは避けてください。
停止状態から坂を登るには、エン
ストを防ぐためにクラッチ滑りが
より必要となります。
坂を登る際は、速度変化を最小限
に抑えるためのエンジンの十分な
動力を確保するためにシフトダウ
ンをより頻繁に行う必要がありま
す。
下り坂の場合は、ブレーキを常に
踏むよりも一回以上ギアをシフト
ダウンさせ、エンジン・ブレーキ
を利用して減速します。減速また
は停車させるにはより長くかかり
ます。
積載重量制限

警告
転倒のリスクが高まるため、ト
レーラー・カバーに荷物を絶対に
乗せないでください。すべての荷
物はトレーラー内に保管します。
積載重量制限は適切な牽引機器で
確認する必要があります。

牽引仕様

18 kgトレーラーの接合部への
最大重量
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牽引仕様

180 kg最大牽引重量(トレーラー
および積荷)

注:トレーラーに積載できる荷物の
最大重量については、CAN-AM
FREEDOM トレーラーのオペレー
ターズガイドをご参照ください。

1. 18 kg
2. 180 kg
トレーラーに荷物が積み込まれた
場合は、接合部に負担がかかりま
す。車両に接合されていない状態
で接合部にかかる重量を測定する
にははかりを使用することもでき
ます。荷物を乗せた後トレーナー
にまだ余裕がある場合は、トレー
ラーの前部に荷物を積み始め、接
合部の重量限度に達した場合は、
残りの荷物をトレーラーの後部に
積みます。トレーラーの重量配分
は接合部にかかる重量に影響しま
す。接合部にかかる重量の仕様を
充たすために、トレーラー内の重
量を再配分します。接合部に重量
がかかりすぎると、ステアリング
制御が低減されます。接合部に重
量がかからなすぎると、トレー
ラーが不安定になり、揺れてしま
います。

警告
最大牽引重量を超えてしまうと、
車両のハンドリングおよび効率に
深刻な影響を及ぼします。トレー
ラーの牽引により、車両のハンド
リング、安定性、加速および制動
距離が影響されます。正しい積載
および重量配分が重要です。絶対
に不適切に過負荷、牽引または荷
物を積んだりしないでください。
車両を操作する前に荷物がトレー
ラーに適切に配布され、安全に固
定されていることを必ず確認して
ください。より高い重心からの影
響を低減させるために、できるだ
け積荷を必ず固定します。ここに
記載されている推奨事項に従わな
いと、車両のハンドリングが影響
され、車両のコントロールを失い
かねません。
注記: 最大牽引重量を超えてしま
うと車両またはトレーラーを損傷
しかねません。車両を損傷しかね
ない、鋭角の重い部品を運ぶのは
避けてください。トレーラーが牽
引されている際に荷物が動かない
ように配置してください。
ヒッチ
BRP製のヒッチまたはBRPに承認さ
れた同等品のみ使用してくださ
い。BRPヒッチは車両のスイング
アームに適切に適合し、車軸に
しっかりボルトで固定します。
注記: 推奨されていないヒッチを
使うと、リヤ・スイング・アーム
の故障につながりかねません。

警告
車両からヒッチを取り外した後
は、必ず車軸ナットを固定するた
めに新しいコッターピンを取り付
けます。
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より分かりやすく説明するために、車軸
キャップおよびマフラーは省略されていま
す
1. スイングアーム
2. 新しいコッターピンはここに取り付け

ます
安全ケーブル
トレーラーを牽引する場合は必ず
安全ケーブルを使用します。ト
レーラーおよびヒッチに固定し、
接合部の下を通るようにします。
トレーラーがコーナーを曲がれる
ようにケーブルがある程度たるむ
ようにします。トレーラーと車両
が 直 線 で 結 ば れ て い る 時 は 、
チェーンが地面に接触しないよう
にします。
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知識セルフテスト
以下の質問は、本ガイドで習った
情報の復習です。これにはすべて
の情報は含まれませんが、車両お
よび操作に関する一般的な理解を
得ているか知ることができます。
解答は、質問ページの次のページ
をご参照ください。
質問

急停止する場合は、ブレーキ
ペダルを踏んでパーキングブ
レーキを作動させます。

1.

x○

走行前の点検は一週間に一回
は行うべきだ。

2.

x○

VSSはどの天候でも車両を使
用できるようにする。

3.

x○

タ イ ヤ を 交 換 す る 場 合
は、Can-AmRoadsterの認定
ディーラーディーラより入手
したBRP認定のタイヤのみ使
用するべきだ。

4.

x○

同乗者が同乗者の意識がはっ
きりして、酒を飲んでいない
状態であることが重要だ。

5.

x○

傷害の危険性を低減させる保
護具を六つ挙げてください。

6.

1) ___________________
2) ___________________
3) ___________________
4) ___________________
5) ___________________
6) ___________________

保護具は、傷害を防ぎ軽減さ
せ、快適さを保ち、気象要素
から身を守るために欠かせま
せん。

7.

x○

以下のなかで車両をコント
ロールしないものを挙げてく
ださい。

8.

a. ハンドル
b. ねじれスロットル
c. フロント・ブレーキ・レ
バー

視認性を高めるために昼間で
もロービームのライトをON
にし続けるべきだ。

9.

x○

通常は、車両を車線の中央に
位置付けるべきだ。

10.

x○

106



通常のモーターサイクルとは
異なり、ブレーキをかけなが
らターンすることを習慣にす
るべきだ。

11.

x○

通常の状況では、車間距離は
最低____________であるべ
きだ。

12.

a. 1秒
b. 2秒
c. 3秒

承認された容器に入っていて
も、ガソリンなどの引火性液
体をストレージ・コンパート
メントに保管してはいけませ
ん。

13.

x○

他のドライバーから注目を得
る5つの方法を挙げてくださ
い。

14.

1) ___________________
2) ___________________
3) ___________________
4) ___________________
5) ___________________

駆動伝達が良好ではない道路
面でブレーキをかける場合
は、車両のコントロールを維
持するためにポンピング・ブ
レーキを行うべきだ。

15.

x○

乗り手、荷物およびアクセサ
リーを含めた車両の最大荷重
は224 kgだ。

16.

x○

最大牽引重量が180kgを超え
ない限り、車両は安全にト
レーラーを牽引することがで
きる。

17.

x○

同乗者はドライバーにつかま
るべきだ。

18.

x○

Spyder Roadsterの運転は乗
用車の運転と同じくらい安全
だ。

19.

x○

ABSは車輪をロックさせない
でブレーキペダルを強く踏め
るようにさせる。

20.

x○
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解答
x1.
急停止するには、ブレーキペ
ダルのみ踏みます。

x2.
乗る前に必ず走行前の点検を
行うべきです。

x3.
ハイドロプレーンを起こすほ
ど氷、雪、泥または水が道路
を覆ってる場合は、VSSを用
いてもコントロールを維持す
ることはできません。

○4.

○5.

ヘルメット1)6.
目および顔の保護2)
長袖のジャケット3)
グローブ4)
長いパンツ5)
できれば丈が長い、つま
先を覆ってるフットウェ
ア

6)

○7.

c. フロント・ブレーキ・レ
バー8.

車両にはフロント・ブレー
キ・レバーはありません。

x9.
昼間中はハイビームを使用す
るべきです。

○10.

x11.
必要であればブレーキとター
ンを同時に行うこともできま
すが、通常はターンの前にブ
レーキをかけることが推奨さ
れます。

b. 2秒12.
通常の状況では、車間距離は
2秒以上とるべきです。

○13.

ライトおよびリフレクター
が掃除されてあることを確
認します。

1)14.

可能な限りハイビームを使
います。

2)

ウインカーを使います。3)
減速する前にブレーキライ
トを点滅させます。

4)

必要に応じてハザードラン
プを使います。

5)

クラクションを鳴らして他
のドライバーに自らの存在
を知らせます。

6)

死角の中で運転するのは避
けます。7)

明るい色および蛍光衣類を
着用します。

8)
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x15.
ポンピング・ブレーキではな
く、ブレーキ・ペダルを踏み
続けるべきです。車両には、
車輪のロックを防ぐABSが搭
載されています。

○16.

○17.
すべての推奨事項が厳密に従
われている限り、トレーラー
を牽引することは可能です。

x18.
同乗者は必ず取っ手につかま
るべきです。

x19.
乗用車およびトラックでは、
車の構造が身を守ります。さ
らに、同乗者はシートベルト
を着用することでさらに身を
守ることができます。Spyder
Roadsterは乗用車の運転より
さらにリスクが高く、損傷の
リスクはモーターサイクルの
リスクと類似していることを
ご了承ください。

○20.
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車両に記載されている安全情報
この車両には、重要な安全情報が
記載されている下げ札およびラベ
ルが付いています。
この車両に乗る人は必ずこの情報
をよく読み理解した上で乗ってく
ださい。
下げ札
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安全カード
安全カードは多機能ゲージの上部にあります。乗る前にそれを引き出し
て内容を確認し、読み終わったしっかりと元に戻してください。
重要情報を確認するために、そして新しいドライバーや同乗者に車両の
乗り方を教える時に安全カードをご参照ください。これには頻繁に参照
される情報も記載されています。
注:このオペレーターズガイドに使用されている以下の図は参考までで
す。使用されているモデルは異なる場合があります。

安全カード

1. 安全カード・タブの場所

代表的な例 -安全カードが引っ張られてい
る状態
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安全ラベル
これらのラベルは、オペレーター、同乗者(2UP)または周囲の人々の安全
のために車両に貼付されています。
以下のラベルは車両に付いており、車両の一部として扱ってください。
ラベルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに交換
してください。Can-Am Roadsterの認定ディーラーまでお問い合わせく
ださい。
注:このガイドおよび車体にいかなる不一致がある場合、車体の安全性ラ
ベルはこのガイドのラベルより優先されます。

ラベル1

1. ラベル 1の位置
ラベル2

1. ラベル 2の位置
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ラベル3

1. ラベル3はフロント・ストレージ・コン
パートメント内にあります

ラベル4

1. ラベル4はサイド・ストレージ・コン
パートメント内にあります

ラベル5

1. ラベル5は上部ストレージ・コンパート
メント内にあります

ラベル6

1. ラベル6は席の下にあります
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ラベル7

クーラント・リザーバ・キャップ

1. ラベル7はサービスカバーの下にありま
す

ラベル8

代表的な例
1. ラベル8は席の下にあります

ラベル9

代表的な例
1. ラベル9は席の下にあります
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安全面での欠陥の報告
あ な た の 安 全 は B o m b a r d i e r
Recreational Products Inc. (BRP)に
とって非常に重要です。質問があ
りましたら、即時にBRPの顧客サー
ビスまでお問い合わせください。
米国では、衝突、傷害または死亡
を招きかねない車両の欠陥を発見
した場合は、直ちに高速道路交通
安全事業団（NHTSA、「National
Highway Traffic Safety
Administration」）Bombardier
Recreational Products Inc.にご連絡
ください。
NHTSAは他のドライバーから似た
ような苦情を受け取った場合、調
査を開始する場合があり、特定の
車両に安全面における欠陥を見つ
けた場合は、製品回収と救済キャ
ンペーンを実施する場合がありま
す。ただ、NHTSAはあなたと、あ
な た の デ ィ ー ラ ー ま た は
Recreational Products Inc.の間に生
じた個人的な問題に関わることは
できません。
NHTSAのトールフリーのセーフ
ティー・ホットライン、1888-327-
4236 (TYY: 1-800-424-9153) までお
問い合わせください。または、次
のサイトにアクセスしてくださ
い：www.safercar.govまたは、次
の住所宛てにご連絡ください：
Administrator
NHTSA
4007 Street SW
Washington, DC 20590
さらにwww.safercar.govから車両
の安全に関する情報を入手してく
ださい。
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走行前の点検
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走行前のチェックリスト

警告
毎回乗車前に、操作中に発生する
可能性がある問題を検出するため
に乗車前の点検を実施します。乗
車前の点検により、問題になる前
に磨耗や劣化を監視できます。発
見した問題に対処して、故障また
は事故のリスクを低減します。必
要に応じてCan-AmRoadsterの認
定ディーラーまでお問い合わせく
ださい。
以下のものを点検してください。
- タイヤ: 損傷がないか点検。タ

イヤの空気圧およびトレッドの
消耗を点検。メンテナンスの手
順のサブセクションを参照して
ください。

- 車輪およびラグナット: 損傷が
ないか点検。手動で各前輪のラ
グナットをひねって緩くないか
確認します。後輪車軸ナットが
適切な場所にあるか確認しま
す。

- 駆動ベルト: ほつれ、切り傷、
刺し傷および歯が失われていな
い確認。アラインメントを確
認。更なる詳細については、メ
ンテナンスの手順のサブセク
ションを参照してください。

- 漏れ: 車両の下に漏れがないか
確認。

- ストレージ・コンパートメン
ト・カバーおよびグローブボッ
クス：これらのコンポーネント
のすべての掛け金を引っ張り、
しっかりかかっているか確認し
ます。

- 席の掛け金が正しくかかってい
ることを確認します。

- ミラー：掃除および調整します
(機器のサブセクションのミラー
をご参照ください）。

- ブレーキペダル: 押してしっか
り抵抗力があるか確認します。
リリースするとペダルが完全に
戻らなければなりません。

- スロットルのハンドル：数回ひ
ねります。自由に動き、リリー
ス後にアイドリング・ポジショ
ンに戻ることを確認。

- クラッチレバー： (SM6モデル):
ご都合に合わせて調整します(基
本コントロールのサブセクショ
ンを参照)。普通に操作できる
かどうか握って試し、リリース
後に完全に元通りになるか確認
します。

- ギアシフト・セレクター (SE6モ
デル): ギアシフトセレクターが
両方向に対して正常に操作で
き、リリース後に中央に戻るか
確認します。

- 同乗者用フットレストの高さの
調整：同乗者がフットレストの
高さに満足していることを確認
します。必要に応じて調整して
ください。

- 重量：車両総重量（ドライバー
同乗者、荷物および付随された
アクセサリーも含めて）が
224kgを超えないように確認し
ます。

- トレーラー：トレーラーを牽引
する場合は、荷物が適切に積ま
れて固定され、カバーの掛け金
がかかっていて、トレーラーお
よび安全ケーブルが車両のヒッ
チに適切にかかっていて、ト
レーラーのすべてのライトが作
動し、リフレクターが掃除され
ていることを確認します。ト
レーラーのタイヤの状態および
空気圧を確認します。

- ラジエーター用ファン・グリ
ル：グリルに蓄積された破片を
取り除きます。高圧洗浄器はラ
ジエーター・フィンを損傷して
しまいかねないため、使用しな
いでください。圧縮空気のみで
掃除します。

イグニッション・キーをONのポジ
ションに入れます:
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- 多機能ゲージ：ゲージ、インジ
ケーター、メッセージおよび燃
料レベルを確認します。

- ライト：ヘッドライト、テール
ライト、ブレーキライト、ウイ
ンカーおよびハザード警告ライ
トの操作を確認します。

- クラクション：作動を点検
- ステアリング： エンジンをス

タートし、ステアリングが自由
に動くか確認します。

- エンジン・ストップ・スイッ
チ： エンジン・ストップ・ス
イッチが正常であるか確認しま
す。

- パーキングブレーキ：エンジン
をスタートし、パーキングブ
レーキをリリースし、多機能
ゲージでブレーキ・インジケー
ター・ランプがオフになってい
ることを確認します。

- ブレーキ：ゆっくり近距離を運
転し、ブレーキをかけてテスト
します。

安全カードを元の位置に必ず固定
させます。
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メンテナンス
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メンテナンスのスケジュール
車両を安全な作動状態に保つために、メンテナンスが非常に重要です。
修理工場、または所有者任意の個人が、排出ガス制御装置およびシステ
ムのメンテナンス、交換、または修理を実施できます。これらの手順に
は BRP または Can-Am Roadster 認定ディーラーによるサービスやコン
ポーネントは必要ありません。Can-Am Roadster 認定ディーラーは、
Can-Am Roadster のサービスに関する高度な知識とツールを有していま
すが、排出ガス関連保証は、Can-Am Roadster 認定ディーラーまたは
BRP と取引のある工場の使用を条件としていません。排出ガス関連保証
の請求では、BRP は排出ガス関連部品の診断と修理を Can-Am Roadster
認定ディーラーに制限しています。詳細は、本書に記載された米国 EPA
排出ガス性能保証を参照してください。適切なメンテナンスを行うこと
は、所有者の責任です。所有者による不適切なメンテナンスや使用が原
因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否されることもあります。
本書の給油セクションに記載されている燃料に関する要件の指示に従っ
てください。容量パーセントが10パーセントを超えるエタノールを含有
するガソリンが広く販売されている場合でも、米国EPAは容量パーセン
トが10パーセントを超えるエタノールを含有するガソリンの使用を禁止
しており、この車両にも適用されています。このエンジンに容量パーセ
ントが10パーセントを超えるエタノールを含有するガソリンを使用する
と、排出ガス制御システムを損傷する恐れがあります。
定期的な点検を実施し、メンテナンスのスケジュールを守ってください。
スケジュール通りにメンテナンスを行っていても、始業点検は必要です。

警告
メンテナンスのスケジュールや手順に従って適切に車両を維持しない
と、安全な作動を損ねます。
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初期点検 - 5 000 km
故障コードを確認します。
エンジンオイルおよびオイルフィルターを交換します。
クラッチ液レベルを点検します(SM6モデルのみ)。
ブレーキ液のレベルを点検。
リバース機構の作動を確認します。
エンジンクーラントレベルを点検します。
スロットルのツイストグリップ操作を点検します。
照明装置(ブレーキライト、ハザード警告灯、方向指示灯、ポジションライト、
ライセンスプレートライト)を点検します。ブレーキ・ライト・スイッチを掃除
します。
コントロールスイッチの機能を点検します。
駆動ベルトの状態および張力を点検します。必要であれば、調整します。
前輪のラグナットの締め付けトルクを点検します。
後輪車軸ナットの締め付けトルクを点検します。
パーキングブレーキの機能を点検します。必要に応じて調整します。
車輪の磨耗を確認します。必要であれば前輪の位置を合わせます。
タイヤの空気圧を点検します。必要に応じて調整します。
ブレーキパッドおよびディスクの状態を点検します。
同乗者の取っ手の緩みを確認します。
フットレストの緩みを確認します。
車体パネルの緩みを点検します。
ストーレッジコンパートメントのラッチ、ヒンジおよびキーバレルの機能を点
検します。

毎1,500 km
オイルのレベルを点検します。

毎15,000 km、または1年ごと（どちらか先に訪れた時期）に
故障コードを確認します。
エンジンオイルおよびオイルフィルターを交換します。
クラッチ液レベルを点検します(SM6モデルのみ)。
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毎15,000 km、または1年ごと（どちらか先に訪れた時期）に
ブレーキ液のレベルを点検。２年毎に交換します。
ブレーキ・ホースを確認します。
リバース機構の作動を確認します。
ラジエーター、ホースおよびウォーターポンプを点検します。
エンジンクーラントレベルを点検します。
冷却システムの圧力テストを行います。
スロットルのツイストグリップ操作を点検します。
照明装置(ブレーキライト、ハザード警告灯、方向指示灯、ポジションライト、
ライセンスプレートライト)を点検します。ブレーキ・ライト・スイッチを掃除
します。
コントロールのスイッチおよび同乗者用のスイッチの動作を確認します。
燃料ホース、燃料気化線およびキャニスターの状態を確認します。
バッテリー接続の締め具合を点検します。
駆動ベルトの状態および張力を点検します。必要であれば、調整します。
エキゾースト・パイプ、締め付けリング、つなぎ目およびガスケットの状態を
確認し、締め付けます。
異常がないか、ステアリングを点検します。
タイロッドの状態を点検。
漏れやその他の損傷がないか緩衝器を点検します。
前輪のラグナットの締め付けトルクを点検します。
後輪車軸ナットの締め付けトルクを点検します。
ボールジョイント状態を点検します。
前輪のベアリング状態を点検します。
パーキングブレーキの機能を点検します。必要に応じて調整します。
車輪の磨耗を確認します。必要であれば前輪の位置を合わせます。
タイヤの空気圧を点検します。必要に応じて調整します。
ブレーキパッドおよびディスクの状態を点検します。
同乗者の取っ手の緩みを確認します。
フットレストの緩みを確認します。
車体パネルの緩みを点検します。
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毎15,000 km、または1年ごと（どちらか先に訪れた時期）に
ストーレッジコンパートメントのラッチ、ヒンジおよびキーバレルの機能を点
検します。

毎30,000 km
エアフィルターおよびエアフィルターハウジングを取り換えます。
クラッチ液を交換します(SM6モデルのみ)。
燃料フィルターを交換します(または5年ごとに)。

毎45,000 km
油圧制御モジュール(HCM）のオイルフィルターを取替えます(SE6モデルのみ)。
キャニスターの前置フィルターを交換します。
エンジン・クーラントを交換します(または5年ごとに)。
スパークプラグを交換します。
フロント・サスペンション・アームのラバーブシュを確認します。
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初期点検
最初の5 000 kmの運転の後、Can-Am の認定ディーラー、修理工場、ま
たは任意の個人により車両の点検を行うことを推奨します。このメンテ
ナンスは非常に重要であり、怠ってはなりません。
注:この初期点検は車両のオーナーの費用負担で行われるものです。
初期点検を行った Can-Am 認定ディーラー、修理工場、または任意の個
人に署名してもらうことを推奨します。

Can-Am認定ディーラー、修理工場、
または個人の署名点検日

Can-Am認定ディーラー、修理工場、
または個人の名前
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メンテナンスの手順
このセクションでは、基本的なメ
ンテナンスの手順を説明します。

警告
メンテナンスを行う場合は、まず
エンジンを止めて、以下のメンテ
ナンス手順に従ってください。適
切なメンテナンス手順を守らない
と、高温の部品、稼動部分、電気
的、化学的あるいはその他の危険
により負傷する恐れがあります。

エンジンオイル
推奨エンジンオイル
同等のオイルがSE6モデルのエンジ
ン、ギアボックス、クラッチおよ
び油圧制御モジュール（HCM)に使
用されています。
XPS4ストローク合成ブレンドオイ
ル (SUMMER) (P/N 293 600 121)、
またはSL, SJ, SH, SGまたはそれ以
上のAPIサービス要件を充たすモー
ターサイクル用の5W40の半合成
(最小要件)または合成オイルを使用
してください。必ずオイル容器の
APIサービスラベルを確認します。
注記: 推奨オイルにはオイル添加
物を混入しないでください。さも
ないと、ギアボックスおよびク
ラッチに以上が発生する恐れがあ
ります。
エンジンオイルレベルの確認
エンジンオイルのレベルを検証す
るには、エンジンは通常の運転温
度でなければなりません。
1. 少なくとも15 km運転します。
2. 車両を平面上に停車します。
3. エンジンを10分ほどアイドリン

グさせます。

警告
排気ガスには、密閉された場所ま
たは換気の悪いエリアで迅速に充
満する有毒な一酸化炭素が含まれ
ています。排気ガスを吸い込む
と、重大な怪我や死亡事故の原因
になることがあります。密封され
ていない、換気の良い場所でのみ
エンジンを始動してください。
注記: 冷たいエンジンでオイルの
レベルを調整すると過剰に補給し
てしまいます。
4. エンジンを止めます。
注:エンジンオイルのレベルの検証
は、エンジンを停止してから2分以
内に行ってください。
5. シートを開きます。機器のサブ

セクションに記載のシートの開
け方をご参照ください。

6. オイルレベルゲージを取り外し
て引き抜きます。

1. オイルレベルゲージ
2. オイル・フィラー・チューブ
7. レベルゲージを拭き取ります。
8. オイルレベルゲージを再度挿入

し、完全にねじ込みます。
9. オイルレベルゲージを再度緩め

て取り外します。
10. オイルレベルゲージのオイルレ

ベルを確認します。
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1. 上部マーク (MAX)
2. 下部マーク (MIN)
3. 動作範囲
下部マーク（MIN) と上部マーク
（MAX) の間のオイルレベル：
1. オイルを追加しない。
2. オイルレベルゲージを適切に挿

入して締め付けます。
3. シートを閉じます。
MINマークより下のオイルレベル
の調整：
1. 推奨されるオイルを約500ml追

加します。
注:MIN マークと MAX マークの間
のオイルの量は、500 mlです。
2. エンジンを再始動し、10分ほど

アイドリングさせます。
警告

排気ガスには、密閉された場所ま
たは換気の悪いエリアで迅速に充
満する有毒な一酸化炭素が含まれ
ています。排気ガスを吸い込む
と、重大な怪我や死亡事故の原因
になることがあります。密封され
ていない、換気の良い場所でのみ
エンジンを始動してください。
注記: 冷たいエンジンでオイルの
レベルを調整すると過剰に補給し
てしまいます。
3. エンジンを停止させてくださ

い。
注:エンジンオイルのレベルの検証
は、エンジンを停止してから2分以
内に行ってください。
4. オイルのレベルを再点検しま

す。

5. オイルレベルがレベルゲージの
上部マークと下部マークの間に
なるまで上記の手順を繰り返し
ます。入れすぎてはなりませ
ん。

6. オイルレベルゲージを適切に挿
入して締め付けます。

7. シートを閉じます。
エンジンオイル交換
1. エンジン交換の前に、車両が平

面上にあることを確認します。
注記: エンジンオイルおよびエン
ジンオイルフィルターは同時に取
り換えなければなりません。オイ
ル交換はエンジンが温まっている
状態で行う必要があります。

注意 エンジンオイルはとても
熱くなります。
2. 次の右側ボディパネルを取り外

し、ボディサブセクションをご
参照ください。
- 中央サイドパネル
- 上部サイドパネル
- 音響パネル。

3. オイルサンプカバー下のドレン
プラグの周辺を清掃します。

4. オイルサンプカバー下に適切な
ドレインパンを配置します。

5. ドレンプラグを取り外し、シー
リングワッシャとOリングを処
分します。

代表的な例 - SE6モデル
1. エンジンオイルドレインプラグ
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代表的な例 - SM6モデル
1. エンジンオイルドレインプラグ
6. レベルゲージを取り外してくだ

さい。
7. オイルが完全に排出されるまで

待ちます。
8. クラッチカバーの磁気ドレンプ

ラグの周辺を清掃します。
9. クラッチカバー下に適切なドレ

インパンを配置します。
10. 磁気オイルドレンプラグを取り

外し、シーリングリングを処分
します。

代表的な例 - SE6モデル
1. クラッチカバー磁気ドレンプラグ
エンジンオイルフィルターを交
換。詳細はこのセクションのエン
ジンオイルフィルターの取り外し
を参照してください。
11. クラッチカバーからオイルが完

全にドレインされるまで待ちま
す。

12. オイルフィルターキャビティに
汚れや汚染物がないか点検し、
清掃します。

13. 磁気ドレンプラグのマグネット
を清掃します。

14. 新しいシーリングワッシャおよ
びOリングを使い、両方のドレ
ンプラグを取り付けます。

注記: ドレインプラグのシーリン
グワッシャおよびOリングは絶対
に再使用しないでください。必ず
新しいものと交換します。
15. 仕様通りにドレンプラグを締め

付ける。
ドレンプラグ（オイルサンプカ

バー）
新規シーリングリング
新規Oリング

28 N•m ± 2 N•m締め付けトルク

磁気ドレンプラグ（クラッチカ
バー）

新規シーリングリング
20 N•m ± 1 N•m締め付けトルク

エンジンオイルフィルターを再取
り付け。エンジンオイルフィル
ターの取り付けを参照してくださ
い。
16. 以下の量の推奨されるオイルを

オイルタンクに入れます。
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オイル量
量モデル

4.7 L

エンジンオ
イルとエン
ジンオイル
フィルター

の交換

SE6

4.9 L

エンジンオ
イル、エン
ジンオイル

フィル
ター、およ
び HCM 表
面フィル

ターの交換

4.5 L

エンジンオ
イルとエン
ジンオイル
フィルター

の交換

SM6

17. このサブセクションのエンジン
オイルレベルの検証を参照し、
エンジンオイルレベルを調べま
す。

注記: エンジンスタートから5 秒
以内にオイル圧力の警告灯が消え
ることを確認。オイル圧力警告灯
が5秒以上ONの場合、エンジンを
止め、オイルを500 ml追加して、
その後、エンジンを再始動し、10
分アイドリングさせた後でオイル
レベルを再確認します。
18. エンジンオイルフィルターカ

バー、磁気ドレンプラグ（ク
ラッチカバー）およびドレンプ
ラグ（オイルサンプカバー）が
漏れていないか確認します。

19. 取り外したすべてのボディパネ
ルを再度取り付けます。

20. 現地の環境規制の基づいて使用
済みオイルを処分してくださ
い。

エンジンオイルフィルター
エンジンオイルフィルターの取り
外し
1. 必要なボディ・パネルの取り外

しに関しては、エンジンオイル
交換を参照してください。

2. オイルフィルターのカバーを緩
めます。

注:カバーの周りにウエスをおいて
オイルがコンポーネントに接触し
ないようにします。

1. オイルフィルターのカバー
2. ウエス
3. Oリング付きオイルフィルター

カバーを取り外します。Oリン
グを処分します。

4. オイルフィルターを取り外しま
す。

5. 現地の環境規制の基づいてフィ
ルターを処分してください。

エンジンオイルフィルターの取り
付け
取り付けは取り外しと逆の順序で
行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。
1. 汚れや汚染物がないか、クラン

クケースのオイルインレットお
よびアウトレット開口部を点検
および清掃します。

2. 新しいエンジンオイルフィル
ターを挿入します。

3. 新しいOリングをオイルフィル
ターカバーに取り付けます。
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オイルフィルターのカバー
新規Oリング

25 N•m ± 3 N•m締め付けトルク

より簡単な組み立て、および取り
付け時にＯリングをなくすのを防
ぐために、Ｏリングおよびオイル
フィルターにオイルを少し塗り、
次の手順を行ってください。

1. ここにオイルを適用
エアフィルター
エアフィルターの取り外し
1. エアフィルターにアクセスする

には次のボディパネルを取り外
します。機器のサブセクション
に記載のボディパネルをご参照
ください。
- 左サイドパネル。
- 左上部サイドパネル

エアフィルターのカバーから3つの
ネジを外します。

1. カバー
2. スクリュー
エアフィルターカバーおよびフィ
ルターを取り外します。

1. カバー
2. フィルター
エアフィルターの点検
エアフィルターの清潔さおよび損
傷を確認します。
注記: ペーパーフィルターに圧縮
空気を吹きかけることは推奨され
ていません。これは紙繊維を傷つ
け、ほこりの多い環境ではろ過能
力が低下してしまいます。
注記: ペーパーフィルターを洗浄
液で洗浄しないでください。
必要に応じてエアフィルターを交
換します。
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エアフィルターの取り付け
エアフィルターをかかる位置に慎
重に取り付けます。
注:エアフィルターは正しい位置に
取り付けなければなりません。エ
アフィルターを挿入する前に、イ
ンテークホースのシート/容器が変
形していないことを確認してくだ
さい。
エアフィルターカバーを適切な位
置に配置し、すべてのネジで固定
します。

締め付けトルク

2.5 N•m ～ 3 N•m
エアフィル

ターカバーの
ネジ

取り外した順序の逆で部品を再度
取り付けます。
エンジン・クーラント
エンジン・クーラント・レベルの
確認

警告
リザーバーを開ける時は、クーラ
ントが非常に熱く、エンジンが熱
いと噴出すことがあります。火傷
を防ぐには、エンジンの温度が低
い時にクーラントのレベルを確認
します。
冷却システムは蒸留水と不凍液の
水溶液（蒸留水および不凍液の
50％ずつ）で満たされていなけれ
ばなりません。
最高の性能を得るには、LONGLIFE
ANTIFREEZE (P/N219702685)また
は同等のものを使用してくださ
い。
エンジンが冷たい状態で、次のよ
うにクーラントのレベルを確認し
ます。
1. 車両をしっかりした平面上に停

車します。

2. フロントストレージコンパート
メントカバーを開けます。

3. 右サービスカバーからプラス
チックリベットを取り外しま
す。

1. 右サービスカバー
2. プラスチックリベット
4. フロントのダッシュボードから

上部タブを解除するために、凹
部を利用してサービスカバーを
下に押し下げます。

5. 後部タブを引き抜きます。
6. サービスカバーを持ち上げて取

り外します。
注記: FCSスイッチを損傷させな
いように注意してください。
7. 右側のクーラントレベルを確認

します。クーラントはCOLDレ
ベルのマーキングより多少上に
ある必要があります。

注:エンジンが熱い場合は、クーラ
ントはHOTレベルのマーキングよ
り下にある必要があります。
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1. クーラント・リザーバ・キャップ
8. 必要であれば、リザーバー内の

COLDレベルのマーキングより
少し上になるまでクーラントを
継ぎ足します。こぼさないよう
に、じょうごを使ってくださ
い。入れすぎてはなりません。

9. クーラントがチューブに現れ始
めたら、クーラントの継ぎ足し
を止めます。

1. HOTクーラントレベルの基準線
10. サービスカバーを再度取り付け

ます。
注:頻繁にクーラントの補充が必要
の場合は、クーラント・システム
が漏れているか、エンジンに問題
があることを示していま
す。Can-AmRoadsterの認定ディー
ラーまでお問い合わせください。

ラジエーター・ファン
ラジエーター・ファンの掃除
グリルに蓄積された破片を取り除
きます。
注:高圧洗浄器はラジエーター・
フィンを損傷してしまいかねない
ため、使用しないでください。後
方からの圧縮空気（後部から前部
に向けて空気を吹き付け）のみで
清掃してください。

1. ラジエーター用ファン・グリル
注:エンジンが起動したまま車両が
停車されているか低速度で動いて
いる時は、ラジエーターファンは
空気を車両の前部に押し流しま
す。車両がより早い速度で走行し
ている場合は、ファンは空気を車
両の後部に押し流します。
クラッチ液（SM6モデル）
クラッチ液レベルの確認
クラッチが通常通りに作動しない
場合、またはギアシフトレバーで
ギアをシフトしづらい場合は、ク
ラッチ液のレベルを確認します。
クラッチ液のリザーバは左ハンド
ルのリバース・ボタン付近にあり
ます。
次のようにクラッチ液のレベルを
点検します。
1. 車両をしっかりした平面上に停

車します。
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2. クラッチ液のリザーバーの上部
が水平になるようにハンドルを
真直ぐにします。

3. キャップ部分を拭き取って清掃
します。

4. 工具キットの中にあるプラスド
ライバーを使います。

5. キャップの留めネジを外しま
す。

6. キャップを慎重に取り外しま
す。キャップのシールを落さな
いように注意してください。

7. 液量を確認するためにリザーバ
の中を覗きます。

リザーバー内のクラッチ液レベル
を確認します。
- 液量は供給線（リザーバ壁の突

起）まで達している必要があり
ます。

明確に表示するため、液は表示されていま
せん
1. Fill level線

クラッチ液の継ぎ足し
1. 液レベルが仕様範囲より低い場

合、供給線までリザーバーに液
を足します。DOT 4のブレーキ
液のみ使用してください。

2. 必要に応じて、液を追加してく
ださい。入れすぎてはなりませ
ん。

注記: こぼれたものは直ちに拭き
取ります。
3. キャップ内のシールをめくりま

す。
4. キャップをリザーバに再度取り

付けます。
5. キャップのネジを締め付けま

す。
バッテリー
バッテリーの位置
バッテリーはフロントストレージ
コンパートメント内にあります。
バッテリーにアクセスするには、
フロントストレージ・コンパート
メントを開けます。

フロントストレージコンパートメントが開
いた状態
アクセス・カバーを開けます。
該当する場合は、ジッパーを開け
ます。
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1. ジッパー
ネジを緩めてバッテリー・アクセ
ス・パネルを開けます。
バッテリーの充電
車 両 に は 完 全 に 密 封 さ れ て い
る、メンテナンス・フリーのバッ
テリーが搭載されています。電解
液のレベルを調整するために水を
足す必要はありません。車両が
一ヶ月以上乗られていない場合
は、バッテリーを充電する必要が
ある可能性があります。
バッテリーを交換する場合は、必
ずCan-Am Roadsterのディーラー
にお求めください。

警告
従来の鉛蓄電池型電池は使用しな
いでください。従来の鉛蓄電池型
電池では、バッテリー出口から酸
が漏れ出す可能性があります。
バッテリーのケースが割れたり損
傷していたりすると、重傷の火傷
を起こしかねない酸が漏れ出すこ
とがあります。
バッテリーは車両に取り付けられ
たまま充電することもできます。
注記: バッテリー・チャージャー
に付随された指示に従ってくださ
い。不適切な充電はバッテリーを
損傷してしまう恐れがあります。
バッテリーを充電するには、以下
の手順を踏んでください。
1. フロントストレージコンパート

メントを開けます。
2. バッテリーアクセスパネルを取

り外します。

3. まず、プラス(+)ケーブルを該
当する端子に接続します。

4. そしてマイナス(-)ケーブルを該
当する端子に接続します。

注記: 車両の電気システムの損傷
を防ぐには、まずプラス（+)ケー
ブルを必ず接続します。

1. マイナス (-)端子
2. プラス (+)端子
5. バッテリー・チャージャーを始

動させます。充電時間は充電率
によります。

バッテリーが充電されたら：
6. 最初にマイナス(-)ケーブルを外

します。
7. そしてプラス (+)ケーブルを外

します。
注記: 車両の電気システムの損傷
を防ぐには、まずマイナス（-)ケー
ブルを必ず外します。
8. バッテリーのアクセスパネルお

よびフロントストレージコン
パートメントを閉じます。

標準のバッテリーチャージャーを
使用することもできます。推奨さ
れる充電率は2Aです。バッテリー
が上がってしまった場合は、車の
バッテリーでジャンプスタートさ
せることができます（道路わきで
の修理セクションをご参照くださ
い）。
自宅での充電においては、「細
流」充電器を使ってバッテリーを
より遅く充電させることも可能で
す。この種類のチャージャーは
バッテリーを損傷させないで長時
間接続させることができます。
チャージャーの説明書に推奨され
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ている充電時間に必ず従ってくだ
さい。
駆動ベルト
毎回乗る前にベルトのアラインメ
ントおよび状態を目視点検してく
ださい。
ベルトのアラインメントおよび偏
向調整は、必ずメンテナンス・ス
ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て C a n - A m
Roadsterの認定ディーラーに実施
してもらってください。
駆動ベルトのアラインメント
ベルトおよびスプロケットの内部
フランジ間の隙間は「X」+「Y」
= 3.25 mm ± 2.75 mmである必要
があります。ベルトがスプロケッ
トの外側をはみ出している場合
は 、 で き る だ け 早 く C a n - A m
Roadsterの認定ディーラーにベル
トを適切に整列してもらってくだ
さい。
注:ベルトは片方のスプロケットの
片方のフランジのみしか接触させ
てはなりません。

代表的な例
1. フロントスプロケット
2. リアスプロケット

代表的な例 -フロント・スプロケット
1. フロント・スプロケットの歯
2. ベルト
3. スプロケットの内部フランジ
A. 隙間「X」

リア・スプロケット
1. リア・スプロケットの歯
2. ベルト
3. スプロケットの内部フランジ
A. 隙間「Y」
駆動ベルトの磨耗
車両をニュートラルにいれ、エン
ジンOFFの状態で、スペースが十
分にある平らな表面で駆動ベルト
を点検します—ベルトの全長を確
認するには車両を前後に転がす必
要があります。

駆動ベルトの表面
1. 外面
2. 歯側表面
3. 歯
次の状態がないか点検します。

136

メンテナンスの手順



必要な対策磨耗状態

なし

良い状態

状態を監視す
る

細長い割れ目

状態を監視す
る

軽い切れ端

ベルトを交換
する

開かれた割れ目

ベルトを交換
する

フックの磨耗

ベルトを交換
する

歯が欠けている

ベルトを交換
する

ベルトの織物が擦り切
れていて、内部のコン
ポーネントを露出して

いる

ベルトを交換
する

石からの損傷

注:細長い割れ目はベルトの交換を
必要としないが、密接に監視する
必要があります—開いた割れ目ま
たは歯の欠損を招きかねないた
め、ベルトの交換を必要としま
す。ベルト中央の損傷はやがてベ
ルトの交換を必要としますが、割
れ目がベルトの端まで行き渡って
しまった場合、ベルト不良は差し
迫ります。
駆動ベルトを交換する場合、スプ
ロケットも交換し、新しい駆動ベ
ルトの寿命を延ばします。
駆動ベルトの張力
走行中、ベルトから振動を感じた
り音が聞こえたり、またはベルト
のスプロケット歯が飛んでいる場
合は、Can-Am Roadsterの認定
ディーラーによりできるだけ早く
ベルトの張力を調整してもらって
ください。慣らし運転期間 (最初
の1,000km)に特に注意してくださ
い。
車輪およびタイヤ

警告
推奨されていない種類のタイヤ、
損傷したり磨り減っているタイ
ヤ、最低トレッドウエアインジ
ケーターより幅が低いタイヤ、ま
たは適切に膨らまされていないタ
イヤの使用は、コントロールを失
う恐れがあります。
新しいタイヤは慣らし運転が完了
するまで最大効率に達しません。
ブレーキ、ステアリングおよび
VSSの効率が低減される場合があ
るため、注意を余分に払ってくだ
さい。タイヤを慣らすには、頻繁
にブレーキを使用して約300 km
の走行が必要です。ブレーキをそ
れほど使わない場合、タイヤの慣
らし時間を多めに見積もってくだ
さい。
タイヤはSpyder Roadsterのために
特別に設計されています。Can-Am
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Roadsterの認定ディーラーからし
か入手可能なBRP推奨タイヤのみ
使用してください。
リアタイヤを取り外したり交換し
た後は、次の行動を取ります。
- リア・スプロケット・ベアリン

グを確認し、掃除します。損傷
または破損している場合は、交
換します。

- 後輪車軸受を確認し、掃除しま
す。損傷または破損している場
合は、交換します。

- 後輪車軸のベアリング・シール
を交換して潤滑します。

- 後輪車軸のOリングを交換して
潤滑します。

- 後輪車軸の耐摩耗性スリーブを
確認し、掃除します。損傷また
は破損している場合は、交換し
ます。

後輪を取り外したり交換した後
は、次の行動を取ります。
- 後輪のナットを交換します。
- 後輪車軸のベアリング・シール

を交換して潤滑します。
- 後輪車軸のOリングを交換して

潤滑します。
- ゴムダンパの状態を確認しま

す。損傷または破損している場
合は、交換します。

タイヤ空気圧
車両を使う前にタイヤが冷たい状
態で空気圧を確認します。タイヤ
の空気圧は空気の温度によって変
化します。温度が変わった後に空
気圧を再確認します（大幅な気象
変化、山の中の走行など）。

冷間時のタイヤ空気圧
138 kPa ± 14 kPa前輪
193 kPa ± 14 kPa後輪

注:左右のタイヤの圧力の差
は3.4 kPa以上超過させないでくだ
さい。

タイヤの損傷
次の損傷がないかすべてのタイヤ
を点検します。
- タイヤの切り傷、切り込みおよ

び亀裂。
- タイヤの側面またはトレッドの

でこぼこまたは膨らみ。
- タイヤの側面またはトレッドに

釘やその他の異物が刺さってい
る。

- 合わないリム、または不良タイ
ヤ バ ル ブ に よ る 空 気 漏 れ
（シーッという音）。

上記のいずれかが発生した場合
は、Can-AmRoadsterの認定ディー
ラーによってできるだけ早くタイ
ヤを修理または交換してもらって
ください。
タイヤのトレッドの磨耗
トレッド磨耗インジケーター（以
下の図の1 に示されている通り、
トレッドのベースに成形されてい
る硬いゴム・バー）を使ってタイ
ヤ溝の最小深さを確認します。タ
イヤトレッドの次の3つの位置で点
検します。
- 外縁
- 中央
- 内側エッジ。
トレッド磨耗インジケーターは最
小タイヤ溝深さに達したトレッド
に現れます。トレッドにトレッド
磨耗インジケーターが最低でも1つ
現れてる場合、タイヤをできる限
り早くCan-AmRoadsterの認定ディ
らーに交換してもらってくださ
い。
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タイヤのトレッドの磨耗
1. トレッド磨耗制限インジケーター
A. 適切な溝深さ
B. 最小タイヤ溝深さ。タイヤを交換しま

す。
車両の運転の仕方および道路状況
によって、タイヤは一様でない摩
耗をしていることは一般的にあり
ます。車両がスムーズまたは積極
的に運転されたかによって、前輪
の外縁および内縁、そして後輪の
中央スレッドは不規則に磨耗しま
す。
タイヤのローテーション
トレッド溝の深さが4mmに達した
場合、前輪をローテートします。
これはタイヤの寿命を最大限に引
き伸ばします。

警告
タイヤは一方向のみ回るために設
計されています。左右の前輪を入
れ替えないこと。タイヤをロー
テートするにはタイヤを車輪から
取り外す必要があります。タイヤ
が間違った側に取り付けられる
と、静止摩擦が減り、コントロー
ルを失う危険があります。

注意 車輪およびブレーキキャ
リパーの間に指が挟まれる恐れが
あるため、車輪のスピン中は前輪
スポークを手で持たないでくださ
い。
タイヤ登録用紙
タイヤがリコールされた場合は、
氏名と住所を登録されたお客様に

しかご連絡をさしあげることはで
きません。車両メーカーとして、
BRPは車両識別番号（VIN）（車両
の識別を参照）に関連するタイヤ
識別番号（TIN）、および現在の所
有者の情報の記録を保管していま
す。
車両のタイヤを交換する場合は、
「タイヤ登録用紙」にご記入いた
だき、タイヤメーカーのお客様
サービスグループに提出する必要
があります。「タイヤ登録用紙」
はCan-Am Roadsterの認定ディー
ラーでお求めいただけます。
ブレーキ

警告
新しいブレーキは、慣らし運転が
完了しないと最大効率で作動しま
せん。ブレーキの効率が最適でな
い場合があるため、注意を余分に
払ってください。ブレーキを慣ら
すには、頻繁にブレーキを使用し
て約300 kmの走行が必要です。
ブレーキをそれほど使わない場
合、ブレーキの慣らし時間を多め
に見積もってください。
ブレーキ液レベルの検証
密閉容器に入っているDOT4ブレー
キ液のみを使用してください。
次のようにブレーキ液のレベルを
点検します。
1. 車両をしっかりした平面上に停

車します。
2. 席のラッチを外し、持ち上げま

す（シートの開け方を参照）。
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代表的な例
1. ブレーキ液リザーバー
3. シートの裏付近にある両方のレ

ザーバーのブレーキ液レベルを
確認します。両方がMIN.マーク
以上のレベルに達している必要
があります。

1. ブレーキ液MAX.レベルのマーク
2. ブレーキ液MIN.レベルのマーク

A. 動作範囲
4. 必要に応じて、液を追加してく

ださい。ブレーキ液の供給のサ
ブセクションを参照してくださ
い。

注:ブレーキ液のレベルが低いこと
は、漏れやブレーキパッドの磨耗
を意味します。Can-Am Roadster

の認定ディーラーまでお問い合わ
せください。
ブレーキ液の継ぎ足し
フィラー・キャップを取り外しま
す。

警告
除去する前に、燃料タンクキャッ
プをきれいにしてください。密閉
容器に入っているDOT4ブレーキ
液のみを使用してください。
1. 液をMAXレベルまで継ぎ足しま

す。
注記: ブレーキ液は塗面またはプ
ラスチックの部品を損傷させま
す。こぼれた液は直ちに拭き取り
ます。
2. 次のようにフィラー・キャップ

を再度取り付けます:
2.1 Vの切り口の状態が良好

であることを確認しま
す。

2.2 ダイアフラムが適切に位
置付けられていることを
確保します。

代表的な例
1. V型の切り口
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代表的な例
1. 正しい位置付け
2. 不正な位置付け
3. シートを締めて、完全にラッチ

が固定されていることを確認し
ます。

ブレーキシステムの検査
前輪および後輪は油圧式ディスク
タイプです。これらのブレーキは
自己調整し、手動で調整する必要
がありません。
ブレーキペダルの調整も必要あり
ません。
ブレーキの状態を良好に保つに
は、メンテナンス・スケジュール
における次の事項を点検します。
- 液漏れがないかブレーキシステ

ムの全体を点検
- ブレーキペダルのスポンジ感触
- ブレーキ・ディスクの過度の磨

耗および表面の状態
- ブレーキパッドの磨耗、損傷ま

たは緩み。
RT-SおよびRT LTD SE6モデル
1. フロアボードの下のラッチを外

します。
2. 前部を手動で押し下げてフロア

ボードを旋回させます。
3. ラッチが元通りになるまでフロ

アボードを後ろに戻します。自
由に動くことが重要です。

ブレーキシステムに問題がないか
確認するために、Can-AmRoadster
の認定ディーラーに点検してもら
います。

ヘッドライト
ヘッドライト光軸の検証
（北米向けモデル）
1. タイヤに正しく空気が入ってい

ることを検証してください。仕
様を参照してください。

2. シート下にあるシュレーダーバ
ルブを使ってリアサスペンショ
ンの空気圧を0 kPaに設定しま
す。

1. シュレーダーバルブ
3. 図示のように、試験面の前に車

両を位置付けます。車両が平ら
な地面上に停車していることを
確認します。

A. 10 m

次のように試験面に並列な線を2列
トレースします。
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試験面に描いた線
地面からの高さ703 mmA線
地面からの高さ773 mmB線

4. ロービームを選択します。
5. ヘッドライトの反射の最上線が

A線とB線の間にあるとき、ビー
ムの光軸は正しく設定されてい
ます。

試験面の通常のヘッドライトの反射（両方
のヘッドライト）
1. 地面
2. 最上線
A. 703 mm
B. 773 mm
ヘッドライト光軸の検証
（ブラジル、オーストラリア、日
本向けモデル）
ロービーム
注:この認証は、右側通行または左
側通行の規制の一方に有効です。
1. タイヤに正しく空気が入ってい

ることを検証してください。仕
様を参照してください。

2. シート下にあるシュレーダーバ
ルブを使ってリアサスペンショ
ンの空気圧を0 kPaに設定しま
す。

1. シュレーダーバルブ
3. 図示のように、試験面の前に車

両を位置付けます。車両が平ら
な地面上に停車していることを
確認します。

A. 10 m

4. 次のように試験面に並列な線を
4列トレースします。

試験面に描いた線
地面からの高さ703mmA線
地面からの高さ773mmB線
地面からの高さ566 mmC線
地面からの高さ370 mmD線

5. ロービームを選択します。
6. ヘッドライトの反射の最上線が

C線とD線の間にあるとき、ビー
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ムの光軸は正しく設定されてい
ます。

表面試験の通常のヘッドライトの反射（片
方のヘッドライト）
1. 地面
2. 最上線
ハイビーム
注:ロー ビームとハイ ビームは別
ユニットなので、この認証は右側
または左側通行の交通規制のいず
れかに有効です。
1. ロービーム確認手順のステップ

1から4に従ってください。
2. ハイビームを選択します。
ヘッドライトの反射のピント（一
番明るいスポット）がA線とB線の
間に反射されている場合、ビーム
の光軸は正しく設定されていま
す。

表面試験の通常のヘッドライトの反射（両
方のヘッドライト）
1. 地面
2. ピント
ヘッドライト車両照準調整
両方のサイドパネルを取り外しま
す。機器のサブセクションに記載
のボディパネルをご参照くださ
い。

北米モデル
ヘッドライトビームを調整するに
はHBV調整ノブを回します。両方
のヘッドライトを均等に調整しま
す。

1. HBV 調整ノブ
ブラジル、オーストラリア向けモ
デル
ヘッドライトビームを調整するに
は、適切な調整ノブを回します。
両側とも均等に調整します。

IH側を表示（オーストラリア、ブラジル向
けモデル）
1. ハイビーム調整ノブ (HBV)
2. ロービーム調整ノブ (LB)
日本向けモデル
ヘッドライトビームを調整するに
は、適切な調整ノブを回します。
両方のヘッドライトを均等に調整
します。
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左側の図
1. ハイビーム水平照準ノブ「HBH」
2. ハイビーム垂直照準ノブ「HBV」
3. ロービーム垂直照準ノブ "LB"
すべてのモデル

ヘッドライトビーム調整
ノブを時計回りに回

転させます。ビームを上げる

ノブを反時計回りに
に回転させます。ビームを下げる

サイドパネルを再度取り付けま
す。機器のサブセクションに記載
のボディパネルをご参照くださ
い。
ヘッドライト水平照準調整、ハイ
ビーム (日本向けモデルのみ)
ハイビームヘッドライトの照準が
狂っている場合は(左右に寄ってい
る)、次の手順を実行してくださ
い。
1. 両方の中央パネルを取り除いて

ください。
2. ヘッドライトビームを調整する

には、適切な調整ノブを回しま
す。

左側の図
1. ハイビーム水平照準ノブ「HBH」
2. ハイビーム垂直照準ノブ「HBV」
3. ロービーム垂直照準ノブ "LB"
焦点 (壁面上の最も明るいスポッ
ト) の中心からヘッドライト アセ
ンブリの中心へ引いたラインが、
車両の前部と後部の中心線と並行
になるように、両方のハイビーム
ヘッドライトを調整してくださ
い。

試験面のハイビームのヘッドライトの反射
（両方のヘッドライト）
1. 地面
2. ピント
3. 車両中心線
A. 高さ703 mm
B. 高さ773 mm
C. 車両中心線から122 mm ± 35 mm
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車両の手入れ
車両クリーニング
車両を清掃するには、高圧洗浄機
(洗車屋などで使われる)は車両の特
定部を損傷する恐れがあるため、
使わないでください。
注記: クロームホイールは水と中
性洗剤で洗ってください。クロー
ムホイールは、磨いたり、酸性ま
たは研磨剤を含むクロームクリー
ナーを使用しないでください。
注記: フロントガラスの損傷を防
ぐには、フロントガラスをアルカ
リまたは酸洗浄剤、ガソリンまた
は溶剤で清掃しないでください。
注記: マット仕上げにおいては、
ワックス、ディーテル・スプレー
または普通のペンキに使用される
その他の製品は使用しないでくだ
さい。研磨剤で洗浄しないでくだ
さい。機械クリーナーまたはポ
リッシャーを使用せず、表面をあ
まり強く擦らないでください。
車両を清掃するには：
1. 汚れを落とすために水でよく洗

車してください。
2. 柔らかいきれいな布と、モー

ターサイクルや自動車に特別に
配合された洗剤などの中性洗剤
に水を混ぜた溶液で洗車してく
ださい。

注:ウィンドシールドやフロントパ
ネルに付着した虫を取り除くに
は、温かい水が効果的です。
注:マット仕上げでは、マットペイ
ントに安全なマイルドｈな清掃製
品および柔らかいウォッシュ・
ミットを使って手洗いします。虫
などの異物を取り除くには、柔ら
かい塗布器およびマイルドの溶剤
を使用します。溶剤をかけてお
き、少し経ったら拭き取ります。
軽く擦ります。
3. 洗車中にグリースやオイルが付

着しいるか確認します。XPS
ROADSTER WASH (P/N 219 701

703)または自動車用中性脱脂剤
を使用します。製造社の使用上
の注意に必ず従ってください。

4. セームや柔らかいタオルで車両
から水を拭き取ります。

車両の保護
プラスチックの部品には非研磨
ワックスを適用します。
注記: マット仕上げの表面はワッ
クスしたり、研磨しないでくださ
い。

製品/注意事項表面
クリアコート塗料にも安
全な研磨剤の入っていな
いワックスのみ塗布しま

す

艶出し仕
上げ

ワックスを適用しないで
ください。

マット仕
上げ

注記: フロントガラスをプラス
チッククリーナー研磨剤で研磨し
ないでください。

警告
表面がつるつるになり、オペレー
ターまたは同乗者が車両から落ち
るかもしれないので、シートには
プラスチックまたはビニル製のプ
ロテクターは付けないでくださ
い。
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保管、シーズン前の準備
保管
冬の時など、車両が最低でも4ヶ月
間運転されていない場合は、車両
を良い状態に保つには適切に保管
する必要があります。
B R P は 、 車 両 を 保 管 す る 前
にCan-Am Roadsterの認定ディー
ラー、修理工場、または任意の個
人に整えてもらうことを推奨しま
す。または、ご都合の良い時に、
次の基本手順を行ってください。
車両の保管準備
1. 車両を点検し、必要に応じて

Can-Am Roadster 認定ディー
ラー、修理工場、任意の個人に
よる、整備、修理、または交換
を行ってください。保証請求に
関する詳細は、本書に記載され
た米国EPA排出ガス性能保証を
参照してください。

2. エンジンオイルとフィルターを
交換。Can-Am Roadster 認定
ディーラー、修理工場、任意の
個人による、整備、修理、また
は交換を行ってください。

3. エンジン・クーラント、ブレー
キ液およびクラッチ液のレベル
を確認します。

4. タンクの錆び、および燃料の悪
化を防ぐために、燃料タンクを
満タンにし、ガソリン安定化剤
を入れ、エンジンをかけて循環
させます。燃料安定化剤の容器
の指示に厳密に従ってくださ
い。

5. すべてのタイヤを推奨される圧
力まで空気を入れます。

6. 車両を掃除します。
7. すべてのコントロール・ケーブ

ル、ラッチ、すべてのレバーの
ピボット点およびフロント・サ
スペンションの潤滑個所を潤滑
します。

8. すべてのストレージ・コンパー
トメントのラッチを閉じます。

9. 車両に透過性カバーをします
（防水シートなど）。プラス
チックや同等の浸透性のない、
コーティングされた物質は、空

気の流れを遮断し、熱と水分が
中に蓄積されてしまうため、使
用を避けてください。

10. 車両は直射日光のない、毎日の
温度変化があまりない乾いた場
所に保管してください。

11. 推奨される2 Aでの充電速度で
月に1回はバッテリーを低速充
電してください。バッテリーを
取り除く必要はありません。

シーズン前の準備
すべてのモデル
保管期間後、車両を整えて点検す
る必要があります。
保管されている車両を再利用する
には：
1. 車両を覆ってるシートを外し、

掃除します。
2. 必要であればバッテリーを充電

します。
3. 走行前の点検を行い、低速度で

車両を試乗します。
RT-SおよびRT LTD SE6モデル
1. フロアボードの下のラッチを外

します。
2. 前部を手動で押し下げてフロア

ボードを旋回させます。
3. ラッチが元通りになるまでフロ

アボードを後ろに戻します。自
由に動くことが重要です。

146



道路わきでの修理
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診断ガイドライン
注記: 車両を移動させる必要があ
る場合は、牽引しないでください
—牽引により車両はひどい損傷を
受けることがあります。詳細につ
いては、このセクションの車両の
移送をご参照ください。
第一ギアに入れることができ
ない（SM6モデル）
車両の走行中にギアボックスが第
一ギアに入らない場合：
1. シフトレバーに軽い圧力をかけ

ながら、クラッチレバーをゆっ
くり放します。

2. シフトレバーが第一ギアに入り
かけていると感じたら、クラッ
チレバーを引きます。

ニュートラルに入れられない
（SE6モデル）
車両の走行中にギアボックスが
ニュートラルに入らない場合：
1. エンジン速度は自動的に約

1300RPMまで上昇し、またアイ
ドリング速度に戻ります。

2. 最高で3回試行されます。
3. それでも駄目な場合は、シフト

アップまたはシフトダウンをま
た押してみます。

変速できない（SE6モデル）
お近くのCan-AmRoadsterのディー
ラーまで車両を移送してくださ
い。
エンジンが始動しない
エンジンがまったく回らない
1. 多機能ゲージにスクロールされ

ている安全性メッセージが認め
られていない。
- 安全性メッセージを読み、

MODEボタンを押します。
2. エンジン・ストップ・スイッチ

がOFFの位置にある。
- エンジン・ストップ・ス

イッチがONの位置にあるこ
とを確認してください。

3. クラッチレバーが作動しない
（SM6モデル）
- クラッチレバーをにぎった

ままにします。
4. イグニッション・スイッチが

OFFの位置にある。
- イグニッションをONの位置

に回します。
5. バッテリーが上がっているか、

バッテリの不良接触です。
- 充電されているか確認して

ください。必要であれば充
電してください(メンテナン
ス手順のサブセクションを
ご参照ください)。

- フロント・ストレージ・コ
ンパートメントのバッテ
リーの接続を確認してくだ
さい(メンテナンスの手順の
サブセクションを参照)。

6. ヒューズが切れている。
- ヒューズ状態を確認してく

ださい (このセクションの
ヒューズおよびライトの交
換方法を参照)。

7. トランスミッションがギアに
入っている (SE6モデル)。
- トランスミッションがギア

に入っている場合は、ブ
レーキペダルを踏みます。

8. キーが読み取れません。
固定化システムがキーを読み取
れなかった場合、エンジンは始
動しません。以下の状況によ
り、固定化システムがキーを読
み取れなくなることがありま
す。
- コンピューターチップの損

傷
- キーの近くに大きな金属の

物体がある
- キーの近くに電子機器があ

る
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- メインキーの近くに二つ目
の電子コードキーがある

- キーの周辺にその他の強い
電磁場がある。

- エンジンが始動せず、クラ
スターにキーエラーのメッ
セージが表示された場合
は、上記のような状況が存
在しないことを確認してく
ださい。これらの状況が存
在しないにも関わらず問題
が発生する場合は、Can-Am
Roadsterの認定ディーラー
にご相談ください。

エンジンは低回転で回るが、始動しな
い
1. 燃料残量が低い。

- 燃料タンクに給油します。
基本手順のサブセクション
を参照してください。

2. バッテリーが弱い。
- 充電されているか確認して

ください。必要であれば充
電してください(メンテナン
ス手順のサブセクションを
ご参照ください)。

- フロント・ストレージ・コ
ンパートメントのバッテ
リーの接続を確認してくだ
さい(メンテナンスの手順の
サブセクションを参照)。

3. エンジン・マネージメントの問
題。
- エンジンの始動中にエンジ

ン異常インジケーターラン
プがONにあるか確認しま
す。Can-Am Roadster 認定
ディーラー、修理工場、任
意の個人による、整備、修
理、または交換を行ってく
ださい。保証請求に関する
詳細は、本書に記載された
米国 EPA 排出ガス性能保証
を参照してください。

ゲージにマニュアル（手動）
が表示されている
デジタル表示の左側に棒グラフの
変わりにマニュアル・メッセージ
が現れるのは、サスペンションの
自動調整に問題があることを意味
します。

代表的な例 -マニュアル設定のデジタル表
示
1. マニュアル設定の表示
サスペンションはお好みに合わせ
て手動で調整することもできま
す。
できるだけ早くCan-Amのディー
ラーに車両を点検してもらってく
ださい。
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多機能ゲージのメッセージ
車両状態の重要な情報は多機能ゲージに表示されます。エンジンを始動
させる時は必ずインジケーターランプや特別なメッセージがゲージに現
れているか必ず確認します。

インジケーターランプ (異常)

解決法原因デジタル
警告

デジタル・
インジケー

ター
インジケー
ターランプ

車両を停止し、ニュートラ
ルに入れさせます。
車両をCan-AmRoadsterの
認定ディーラーに修理して
もらってください。

ギアボック
スポジショ
ンセンサー

の異常
なし

選択したギ
アの代わり
にEが表示

される
点滅

車両に合ったキーを使用す
るか、または Roadsterの
認定ディーラーにお問い合
わせください。

不正または
不良なキー

キーのエ
ラーなし

- エンジンを停止し、冷
めるまで待ちます。

- 漏れがないか確認しま
す。

- クーラントのレベルを
確認し、調整します(メ
ンテナンスの手順のサ
ブセクションを参照)。

エンジンが
オーバー

ヒートして
いる

なしなし
ON

- バッテリーを充電して
ください (メンテナン
スの手順のサブセク
ションをご参照くださ
い)。

- バッテリーの接触を確
認します。

お近くの Roadsterの認定
ディーラーまで車両を移送
してください。

バッテリー
の電圧が低

い/高い
なしなし

ON

お近くの Roadsterの認定
ディーラーまで車両を移送
してください。

ABSの異
常。ABSが
操作されて

いない
なしなし

ON

*お近くのRoadsterの認定
ディーラーまで車両を移送
してください。

VSSの異常なしなし
ON
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インジケーターランプ (異常)

解決法原因デジタル
警告

デジタル・
インジケー

ター
インジケー
ターランプ

お近くの Roadsterの認定
ディーラーまで車両を移送
してください。

EBDの故障ブレーキ
の故障

ブレーキの
故障または

ON

- ブレーキ液の漏れがな
いか確認してくださ
い。

- ブレーキ液のレベルを
確認し、
調整します(メンテ
ナンスの手順のサブセ
クションを参照)。

低ブレーキ
液レベル、
または故障
しているセ

ンサー

ブレーキ
の故障 -
ブレーキ
液レベル
の低下

ブレーキの
故障または

- バッテリーテンション
が最低でも10.5 Vであ
ることを確認してくだ
さい。

- 右ヒューズボックスの
ヒューズ1を点検しま
す（メンテナンスの手
順のサブセクションを
参照）。

お近くのCan-AmRoadster
の認定ディーラーまで車両
を移送してください。

故障してい
るパーキン
グブレーキ
またはコン
ポーネント

なしなしON状態 +
キーがOFFの
状態でビープ

音が発生
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インジケーターランプ (異常)

解決法原因デジタル
警告

デジタル・
インジケー

ター
インジケー
ターランプ

キーを抜いて、20秒待っ
てキーをまた挿入します。

エンジンマ
ネージメン
トコンポー
ネントの異

常

なし

ON

Roadsterのディーラーに車
両を修理してもらってく
ださい。

ダイナミッ
ク・パ

ワー・ステ
アリング・
コンポーネ

ント

なし

- キーを抜いて、20秒
待ってキーをまた挿入
します。

- Can-Am Roadsterの
ディーラーに車両を修
理してもらってくださ
い。

トランス
ミッショ

ン・コント
ロール・モ
ジュールの
コンポーネ

ント

なし

*お近くのRoadsterの認定
ディーラーまで車両を移送
してください。

主要エンジ
ンマネージ
メントコン
ポーネント

または
ＶＳＳの異

常

応急帰還
点滅

- オイル漏れがないか確
認します。

- オイルのレベルを確認
し、
調整します(メンテナン
スの手順のサブセク
ションを参照)。

油圧の低下なしなし
ON

二つの異なる警告の組み合わせが発生可能です。

BRP はLIMP HOMEの警告が現れた場合は、車両を移送することを推奨しま
す。LIMPHOMEの状態で車両を運転する場合は、極端な操作は避け、次にお
乗りになる前に直ちにお近くのCan-Am Roadsterの認定ディーラーにもって
いき、修理してもらってください。LIMPHOME状態では、エンジンRPMが制
限されるため、車両速度も制限されます。

*
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重要情報を示すメッセージはイン
ジケーターランプの補助役割を果
すために一時的に表示されること
もあります。

代表的な例
1. メッセージ
デジタル警告が現れる時は、警告
は6秒間表示され、次の60秒間は非
表示になります。この60秒間に小
型デジタル・インジケーターが点
滅します。この過程は3回繰り返さ
れ、その後に表示は15分間停止さ
れます。この15分の間は、インジ
ケーター・ランプしか作動されま
せん。

代表的な例
1. メッセージ/アイコン
故障が表示されている場合は、
MODEボタンを押してエラーメッ
セージを飛び越します。

注:飛び越したエラーメッセージは
多機能ゲージの下部に表示され続
けられ、車両速度が3 km/h以下の
なった直後に60秒間メインスク
リーンに復帰します。
問題が解消されない場合は、
Can-Am Roadsterの認定ディー
ラーにご相談ください。
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以下の状況に対する解決策
キーの紛失
ス ペ ア キ ー を 使 っ て C a n - A m
Roadsterの認定ディーラーに合い
鍵をもう一つ作ってもらいます。
両方のキーを失ってしまった場合
は、イグニッション・スイッチを
押します。リア・ストレージ・コ
ンパートメントのキー・バレルお
よびトレーラーのキー・バレル
（BRP製トレーラーを使用されて
いる場合）を車両の所有者の負担
で取り替える必要があります。
サイド・ストレージ・コン
パートメントを開けることが
できない。
シートを開きます。
パネルから両方の留めネジを外し
ます。

左サイドパネルの図
1. 留めネジ
2. パネル
パネルを引き抜きます。
スイッチ・コネクターを取り外し
ます。
パネルを取り外します。
図のように機構をスライドさせ、
ラッチを外します。

左サイドパネルの図
1. スライド機構
その後、スイッチおよびパネルを
再度取り付けます。
タイヤのパンク
タイヤのトレッドに深刻な刺し傷
や切り傷があり、完全にパンクし
て い る 場 合 は 、 車 両 を お 近 く
のCan-Am Spyderのディーラーに
移送してください。移送指示につ
いては、車両の移送をご参照くだ
さい。
釘や石によりタイヤが軽いパンク
を起こしており、完全にパンクし
ていない場合は、タイヤは一時的
に修理することができます。一時
的にタイヤを修理するには、自己
膨張型タイヤ・シーラーまたはタ
イヤ・プラグ修理キットを使用し
ます。タイヤ・シーラーまたは修
理キットのメーカーの指示に従
い 、できるだけ早くC a n - A m
Roadsterのディーラーに修理また
は交換してもらってください。
タイヤが一時的に修理された後
は、低速度で慎重に運転し、交換
または完全に修理されるまでタイ
ヤの空気圧を常に確認してくださ
い。
バッテリー切れ
バッテリーが上がっていたり、エ
ンジンをかけるには電圧が低い場
合は、ジャンプ・スタートを行い
ます。
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警告
ジャンプスタートの手順に従って
ジャンパー・ケーブルを接続しま
す。
ジャンパー・ケーブルが適切に接
続されていないと、バッテリーか
ら発火する恐れのある爆発性ガス
が漏れることがあります。
バッテリーをジャンプスタートす
るには、以下の手順を踏んでくだ
さい。
1. もう一方の車両をSpyder

Roadsterの前に、あるいはでき
るだけ近く寄せます。車両同士
が接触していないことを確認し
ます。

2. SpyderRoadsterをニュートラル
（N）に入れ、パーキングブ
レーキをかけます。

3. もう一方の車両のエンジンおよ
びすべての電気アクセサリーを
OFFにします。

4. もう一方のフードを開けます。
5. SpyderRoadsterのフロント・コ

ンパートメントを開けます。
6. イグニッションスイッチがOFF

になっていることを確認しま
す。

7. バッテリーアクセスパネルを取
り外します。

8. 赤いプラス（+)ジャンパーケー
ブルの一方の端をSpyder
Roadsterのプラス（+）端子に
接続します。

9. 赤いプラス（+)ジャンパーケー
ブルのもう片方の端をブース
ター・バッテリーののプラス
（+）端子に接続します。

10. 黒いマイナス（-)ジャンパー
ケーブルの一方の端をブース
ター・バッテリーのマイナス（-
）端子に接続します。

11. 黒いマイナス（-)ジャンパー
ケーブルのもう片方の端を
Spyder Roadsterのマイナス（-
）端子に接続します。

1. マイナス (-)端子
2. プラス (+)端子
12. SpyderRoadsterの右側に立ち、

ブレーキをかけてエンジンを始
動します。エンジンは回旋しな
いか、ゆっくり回旋する場合
は、ジャンパーケーブルを確認
して接触が良好であるか確認
し、再度試します。
それでも始動しない場合は、起
動システムに問題がある可能性
があります。お近くのCan-Am
Roadsterのディーラーに移送
し、(車両の移送を参照)修理し
てもらってください。

13. エンジンが始動した後は、
SpyderRoadsterに接続されたマ
イナス（-）ケーブルを始めに、
取り付けとは逆の手順で両方の
ジャンパーケーブルを取り外し
ます。

14. エンジンを900RPMのアイドリ
ング速度で数分間作動させま
す。

15. できるだけ早くバッテリー
チャージャーを使用するか、
(バッテリーの充電を参照）ま
たは資格のある修理屋によって
完全に充電してもらってくださ
い。

じゅんぷスタートの直後、または
ジャンパーケーブルを取り外した
後にエンジンが停止してしまう場
合は、充電システムに問題がある
可 能 性 が あ り ま す 。 お 近 く
のCan-Am Roadsterのディーラー
に移送し、(車両の移送を参照)修理
してもらってください。
バッテリーを充電した後、車両
をCan-Am Roadsterの認定ディー
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ラーによって点検してもらってく
ださい。
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ヒューズおよびライトの交換方法
ヒューズ
車両の電気用品が作動しなくなっ
た場合は、飛んだヒューズを確認
し、必要であれば交換します。
電気系統の故障が起きた場合は、
車両をCan-Am Roadsterの認定
ディーラーによって点検しても
らってください。
ヒューズの位置
ヒューズはフロント・ストレー
ジ・コンパートメント内にありま
す
ヒューズにアクセスするには、フ
ロントストレージ・コンパートメ
ントを開けます。

フロント・ストレージ・コンパートメント
が開いた状態
アクセス・カバーを開けます。
該当する場合は、ジッパーを開け
ます。

1. ジッパー

ヒューズ・サービス・カバーを押
し下げ、カバーを引っ張り出しま
す。

フロントストレージコンパートメントの中
1. 左ヒューズ・サービス・カバー
2. 右ヒューズ・サービス・カバー
タブを押し下げ、慎重にヒューズ
ボックスのカバーを取り外しま
す。

1. タブ
2. ヒューズボックスカバー
ヒューズの説明

ヒューズ -左ヒューズボックス
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注:正しく識別するには、両方の
ヒューズボックス間にあるデカー
ルを参照します。
注:ヒューズボックスはモデルに
よって異なる場合があります。
左ヒューズボックス

定格説明
ヒュー
ズ
番
号

15 Aクラスター / DLC.1

10 A
ウェイクアップ ECM /
VCM/ MSR
および D.E.S.S. /SAS /
YRS / PRS

2

10 Aオルタネータ3
20 AWPM / PBM4
5 AECM5

15 Aインジェクター / コイ
ル6

10 A
ウェイクアップTCM,
DPS / Cluster, 燃料ゲー
ジおよびクーラント温
度ゲージ

7

15 A
H02S / CAPS / 燃料ポン
プ /
EVAP / CSV, PSR

8

ヒューズ -右ヒューズボックス

右ヒューズボックス

定格説明
ヒュー
ズ
番
号

15 A
デイライト、パーキン
グランプ、プレートラ
イト

1

10 Aブレーキライト、ハ
ザード2

15 AVバッテリー、ラジオ3
10 Aトレーラーモジュール4

25 Aクラクション、負荷制
限5

5 ADCプラグVKEY6
5 ADCプラグVBAT7

未使用8

注:ヒューズ6を取り付けた場合
は、12Vの電源出力はイグニッショ
ン・スイッチがONの状態でしか操
作可能になりません。ヒューズ7を
取り付けると、12Vの電源出力は常
に使用可能となります。

158

ヒューズおよびライトの交換方法



Jケース・ヒューズ -左ヒューズボックス

左Jケース・ヒューズボックス

定格説明
Jケース
ヒューズ
番号

40 AVCMポンプ1
25 AVCMバルブ2
40 ADPS3

40 A
メインコント
ロール(F1, F2,R4,
R5)

4

未使用5

Jケース・ヒューズ -右ヒューズボックス

右Jケース・ヒューズボックス

定格説明
Jケース
ヒューズ
番号

30 A冷却ファン1

40 Aアクセサリ2
20 ATCMソレノイド3
30 ALOヘッドランプ4
20 AHIヘッドランプ5

ヒューズ交換
1. ヒューズにアクセスすには、

FUSESのサブセクションに記載
のヒューズの位置をご参照くだ
さい。

2. イグニッションスイッチをOFF
にします。

3. ヒューズを取り出します。
4. フィラメントが溶けていないか

確認します。

ヒューズ
1. 良好なヒューズ
2. 飛んでいるヒューズ
3. 溶融フィラメント
5. ヒューズを同じ定格のものと交

換します。スペアヒューズは
ヒューズボックスカバーにあり
ます。

159

ヒューズおよびライトの交換方法



警告
より高定格のヒューズを使用する
と、深刻な損傷を招き、火災の原
因になります。
6. ヒューズボックスのカバーを閉

じるには、カバーをヒューズ
ボックスにかぶせるように位置
付け、カチッとなるまで慎重に
押し下げます。

7. 該当する場合は、ジッパーを閉
じます。

8. ヒューズのサービスカバーを閉
じるには、カバーをヒューズ
ボックスにかぶせるように位置
付け、ヒューズのサービスカ
バーが閉まるまで慎重に押し下
げます。

9. アクセスカバーを閉じ、そして
フロント・ストレージ・コン
パートメントを閉じます。

ライト
注:フロントのウインカーライトお
よびブレーキライトはLED（発光
ダイオード）で構成されていま
す。LEDは信頼性の高い技術です。
万が一に作動しない場合
は、Can-AmRoadsterの認定ディー
ラーによって点検してもらってく
ださい。
本ガイドに記述されているライト
が車両で作動しなくなった場合
は、欠陥のあるライトの電球を交
換します。本ガイドに記述されて
いないCan-Am Roadsterの認定
ディーラーによって点検しても
らってください。
ライトが故障した場合は、車両
をCan-Am Roadsterの認定ディー
ラーによって点検してもらってく
ださい。

注意 電気ショックを回避する
には、電球を取り替える前にイグ
ニッション・スイッチを必ずOFF
の状態にします。

取り換え後に必ずライトの動作を
確認します。

代表的な例 -ライトの位置—車両の前部
1. ヘッドライト
2. フォグライト (オプションのパッケー

ジ)
3. ポジションライト

ライトの位置–車両の後部
1. ライセンスプレートライト
2. バックアップ・ライト
3. ウインカーライト
ヘッドライト
1. 上部サイドパネルを取りはずし

ます。
2. フロントのダッシュボードから

上部留めネジを取り外します。
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1. 上部留めネジ
3. フロントのダッシュボードから

真ん中の留めネジを取り外しま
す。

1. 真ん中の留めネジ
4. フロントのダッシュボードから

下部の留めネジおよびワッシャ
を取り外します。

1. 下部の留めネジ
5. 車両からフロントダッシュボー

ドを取り外します。
6. 調整ケーブルの留めナットを取

り外します。

1. 調整ケーブルの留めナット
7. 4つのすべてのヘッドライトの

留めネジを外します。

1. 留めネジ
8. タブを引き離してカバーをアン

ロックします。

1. ヘッドライトカバー
2. タブを引き離します
9. カバーを引き抜きます。
10. バルブコネクターを取り外しま

す。
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1. コネクターのプラグを引き抜きます
11. バルブを左に回してアンロック

します。

1. 左に回す
12. 取り外します。
13. 新しいバルブをソケットに挿入

し、右に回して固定します。
注記: 新しいハロゲン電球を指で
絶対に触らないこと。触ってしま
うと寿命が縮んでしまいます。

1. 右に回す
14. コネクターをバルブにつなげま

す。

15. 取り外しの逆の順序でヘッドラ
イトカバーおよび残りの部品を
再度取り付けます。

フォグライト (オプションのパッ
ケージ)
電 球 交 換 手 順 に つ い て は 、 認
定Can-Am Roadsterディーラーに
ご相談ください。
ポジション・ライト
ベースモデルのみ
1. レンズを押し込み、フェンダー

の後部に目掛けてレンズを押し
ます。

2. 親指またはドライバーでレンズ
の前部を引き上げてリリースし
ます。

3. ホルダーを右に回してバルブ・
コネクターから取り外します。
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1. 右に回す
4. 以下の通りに電球をホルダーか

ら引き抜きます。

1. バルブを引き外します
5. ホルダーに新しいバルブを挿入

します。
6. 取り外した順序の逆で部品を適

切に再度取り付けます。
RT-SおよびRT LTDモデル
ポジションライトはLED（発光ダ
イオード）で構成されています。
LEDは信頼性の高い技術です。万
が一に作動しない場合は、Can-Am
Roadsterの認定ディーラーによっ
て点検してもらってください。
ライセンスプレートライト
1. レンズのスクリューをプラスド

ライバーを使って取り外しま
す。

1. ライセンスプレートレンズのスクリュー
2. レンズを引っ張り出します。
3. バルブを引き抜いて取り外しま

す。

1. 引き出す
4. 新しいバルブを押し入れて、取

り付けます。
5. レンズを再度取り付けます。
バックアップ・ライト
1. 上部ストレージコンパートメン

トを開きます。
2. サイドストレージコンパートメ

ントを開きます。
3. リアパネルから8つの留めねじ

を取り外します。
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1. リアパネル
2. 留めネジ
4. パネルを引き抜きます。

5. コネクターのプラグを引き抜き
ます。

6. バルブを左に回してアンロック
します。

1. 左に回す
7. 電球を引いて取り外します。
8. 新しいバルブをソケットに挿入

し、右に回して固定します。

1. 右に回す
9. コネクターをバルブにつなげま

す。
10. 取り外し順序の逆の順序でリア

パネルを再度取り付けます。
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車両の移送
車両を移送する必要がある場合
は、適切なサイズと容量の長物ト
レーラーで移送してください。

注意 車両を押す必要がある場
合は、ブレーキペダルをいつでも
踏めるように右側から押します。
車両を後方に引っ張る場合は、足
元が前輪によってひかれないよう
に注意します。
注記: SpyderRoadsterは牽引しな
いでください—牽引すると車両の
駆動システムが深刻に損傷される
恐れがあります。
牽引または移送サービスにお問い
合わせする場合は、車両を安全に
持ち上げ、ストラップを縛り付け
るために長物トレーラー、導板ま
たはパワーランプがあるか尋ねて
ください。本セクションで記載の
通りに車両を適切に移送してくだ
さい。
注記: 車両を縛り付けるのに
チェーンの使用は避けてください
—表面の仕上げやプラスチックの
コンポーネントを損傷させる恐れ
があります。
車両を移送するために積み込む時
は、以下の手順を踏んでくださ
い。
1. 車両をニュートラル（N)に入れ

ます。
2. イグニッションスイッチから

キーを取り外します。
3. 各フロント・サスペンションの

下部アームの周りをストラップ
で固定します。

1. 下部サスペンションアーム
2. ショック・アブソーバおよびフィンの

間にストラップを仕込みます。
注記: ストラップをフィンの上か
らかけないでください。フィンが
損傷されます。
4. ストラップをウィンチ・ケーブ

ルに取り付けます。バンパー・
カバーの損傷を防ぐために以下
の図のようにできればチェーン
または追加ストラップを使って
ストラップをウィンチ・ケーブ
ルに取り付けます。

代表的な例
1. フロント・サスペンションの下部アー

ムの周りにストラップを巻きつけます。
2. バンパー・カーバーの損傷を防ぐため

のチェーン
3. ウィンチ・ケーブル
5. パーキングブレーキが解除され

ていることを確認します。
6. ウィンチを使って車両を長物ト

レーラーに引っ張りこみます。
7. パーキングブレーキをかけま

す。
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8. 車両のギアがニュートラル（N)
に入っていることを確認しま
す。

9. 次のいずれかの方法でフロント
タイヤにストラップをつけま
す。

通常の前輪固定—方法1
1. 各前輪のリムの周りにストラップを巻

きつけ、ストラップをトレーラーの前
部に固定します。

通常の前輪固定—方法2
1. 各車輪にストラップを巻き付け、トレー

ラーの前部および後部に固定します。
10. 縛りつけ用のストラップは後輪

のリム内側のみを通してくださ
い。縛りつけ用のストラップを
絶対にリア・スプロケットの内
側を通さないでください。

注記: リア・スプロケットの内側
に縛りつけ用のストラップを通す
と駆動システムに深刻な損傷を与
えます。

通常の後輪の固定方法
1. 縛りつけ用ストラップ
2. 後輪のリムの内側のみ
11. 後輪の縛りつけ用ストラップ

を、歯止めを使ってトレーラー
の後部にしっかり固定させま
す。

12. 前輪および後輪の両方がトレー
ラーにしっかり固定されている
ことを確認します。

代表的な例
1. トレーラーにしっかり固定された前輪

および後輪
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車両の識別
車両の主要な構成要素（エンジン
とフレーム）は、それぞれ異なる
製造番号で識別されます。保証を
受けるときや、無くなった車両を
探すときなどに、これらの番号を
確認する必要が生じることがあり
ます。これらの番号は、Can-Am
Roadsterの認定ディーラーによっ
て適切に保証を請求する時に必要
です。車両のすべてのシリアル番
号を記録し、保険会社に提出する
こと強く推奨します。
車両識別番号

CURBWEIGHT / POIDS EN ORDRE DEMARCHE : kg ( lb )
GVWR/PNBV : kg ( lb)
GAWR/PNBE :FR/AV : kg ( lb) RR/AR: kg( lb)

CATYPE :TRI THISVEHICLECONFORMS TO ALL APPLICABLEU.S. FEDERALMOTORVEHICLE SAFETY
STANDARDS(FMVSS) IN EFFECT ONTHEDATE OFMANUFACTURE SHOWN ABOVE.
U.S. TYPE : MOTORCYCLE ASSEMBLED IN/ASSEMBLÉAUCANADA 704904865

121

CAN ICES-2/NMB-2

Bomba rdier Recreational ProductsInc.
DATE:
V.I.N. / N.I.V. :

MOD:

車両シリアル番号のラベル
1. VIN (車両識別番号)
2. モデル番号

VINが書かれている位置
1. スイングアーム (VIN ラベル)
2. ロウアーフレーム (VINは右側に表示さ

れているされている)

エンジン識別番号

代表的な例
1. EIN (エンジン識別番号)の位置
EPA適合ラベル

BOMBARDIER PRODUITS RÉCRÉATIFS INC.

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
VEHICLE EMISSIONCONTROL INFORMATION

704904694

Engine Displacement

Engine Family

Permeation Family

Exhaust Emission
Control System

Idle Speed

Fuel

Cylindrée

Famille de moteur

Famille de perméation

Système decontrôle
des émissions
Ralenti moteur

Essence

THISVEHICLECONFORMSTOU.S. EPA ANDCALIFORNIAREGULATIONS
APPLICABLETO MODELYEARNEW MOTORCYCLESAND ISCERTIFIED
TO AN HC+NOx EMISSIONSTANDARDOF GRAM/KILOMETER.

CEVÉHICULE ESTCONFORMEAUXRÈGLEMENTSDEL'EPA DESÉ.U.ET DE LA
CALIFORNIE APPLICABLESAUX MOTOCYCLETTES NEUVES DEL'ANNÉE
MODÈLE ET ESTCERTIFIÉÀ LA NORME D'ÉMISSIONS HC+NOx de
GRAMME/KILOMÈTRE.

RENSEIGNEMENT SUR LE DISPOSITIF ANTIPOLLUTION

Evaporation Family Familled’évaporation

VACUUM HOSEROUTING

EVAPCANISTER

TO OPEN AIR

FUELTANK

INTAKE PLENUM

ENGINEFAMILY: EVAPORATIONFAMILY:

EVAP PURGECONTROL
SOLENOIDVALVE

AIR FILTER

THIS , ,MEETS U.S EPA NOISE EMISSION
REQUIREMENTS OF dB (A) AT RPM BY THE FEDERAL TEST PROCEDURE.
MODIFICATIONS WHICH CAUSE THIS MOTORCYCLE TO EXCEED FEDERAL NOISE
STANDARDS ARE PROHIBITED BY FEDERAL LAW. SEE OPERATOR’S GUIDE.

MOTORCYCLE NOISE EMISSION CONTROL INFORMATION

代表的な例 -席の下にあります
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D.E.S.Sキー
アメリカ合衆国(FCC)：「この車両
のワイヤレス機器は FCC 規定パー
ト15に準拠しています。操作に
は、以下の二つの状態が条件で
す。1) これらの機器は有害な干渉
を起こしてはならない、および 2)
これらの機器は望まない操作を引
き起こす可能性がある干渉を含
み、受信した干渉をすべて受容し
なければならない。コンプライア
ンス責任者によって明白に承認さ
れていない変更や改良がされた場
合、ユーザーが機器を操縦する権
限が無効になる場合があります。
カナダ (IC)：「この車両のワイヤ
レス機器は Industry Canada のラ
イセンス免除 RSS-210 規格に準拠
しています。操作には、以下の二
つの状態が条件です。1) これらの
機器は干渉を起こしてはならな
い、および2)これらの機器は望ま
ない機器操作を引き起こす可能性
がある干渉を含み、干渉をすべて
受容しなければならない。
ヨーロッパ（CE）：私は、コンプ
ライアンス責任者として、この機
器は以下の欧州委員会指令に準拠
していることを、全責任をもって
宣言します。1999/5/EC.この宣言
に関連するものは、必須要件およ
びその他の関連要件に準拠してい
ます。この製品は、以下の指令、
整合規格および規制に準拠してい
ます。·指令1999/5/EC (R&TTE) ·整
合規格：· EN 301 489-3 · EN 300
330-2 · EN 50364
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騒音エミッションコントロールシステム規制
騒音コントロールシステムを改ざ
んすることは禁止されています。
米国連邦法およびカナダ州法に
よって、以下の行動またはそれに
起因するものが禁止される場合が
あります。
1. 新しい車両に騒音コントロール

を目的として最終購入者への販
売または納入以前または使用中
に組み込まれた、機器またはデ
ザイン要素を、いかなる人物に
よっても整備、修理、交換以外
を目的として取り外す、または
作動不能にすること、または

2. これらの機器またはデザイン要
素を、いかなる人物によっても
取り外し、または作動不能にし
た後に、車両を使用すること。

改ざんとみなされる行動として、
以下が挙げられます。
1. マフラーまたはエンジン排気ガ

スの排出を処理するいかなるエ
ンジン部品の取り外し、改造ま
たは穴あけ。

2. 吸気システムのいかなる部分の
取り外し、改造または穴あけ。

3. 車両の稼動部品、または排気ま
たは吸気システムの部品を、非
準拠部品と交換すること。

4. 適切な整備をしないこと。

170



仕様
SPYDER RTモデル

エンジン
ROTAX® 1330 ACE, 4-stroke,

デュアル・オーバー・ヘッド・カムシャ
フト (DOHC)、液冷

エンジンタイプ

3シリンダーの数
12バルブの数

84 mmボア
80 mmストローク

1 330 cm³排気量
12:1圧縮比

別個のオイルタンクおよびオイルクー
ラー付きのドライサンプタイプ

潤滑

BRP Rotax製のマイクロガラス繊維タイ
プ、交換式エンジンオイ

ル
フィ
ル
ター

BRP Rotax製の多層表面フィルター、交
換可能

トランスミッ
ション/HCM

4.9 LSM6

オイル交
換および
新しいエ
ンジン・
フィル
ターの取
り付け

エン
ジ
ン・
オイ
ル
容量

5.3 L

SE6

新しいエ
ンジンお
よびHCM
フィル
ターにお
けるオイ
ル交換

5.6 L

XPS 4ストローク合成ブレンドオイル
(SUMMER) (P/N293 600 121)、またはSL,
SJ, SH, またはSGのAPIサービス要件を充
たすモーターサイクル用の5W40の半合
成(最小要件)または合成オイルを使用し

てください

推奨されるエンジンオイ
ル
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SPYDER RTモデル
エンジン (続き)

油圧ピストンおよびバキューム・アシス
トによるウェット・マルチプレートのマ

ニュアル操作SM6
タイプ

クラッチ
DOT 4のブレーキ液液体

油圧クラッチ + TCMによって自動的に
コントロールされているウェットマルチ

プレートクラッチSE6
タイプ

1100 RPM起動時
触媒コンバーター付きの「3-in-1」タイ

プエキゾーストシステム

紙要素エアフィルター
ギアボックス

6速シーケンシャル・マニュアル（SM6）
+ 遠隔電子リバース・インターロックSM6

タイプ
6速シーケンシャル・マニュアル（SM6）

+ リバース・インターロックSE6

冷却システム
液冷、クーリングファン付きのダブル・

ラジエータータイプ

エチルグリコールと水の溶液 (クーラン
トおよび蒸留水を50％ずつ)。BRPLONG
LIFE ANTIFREEZE (P/N 219 702 685)製の
予混クーラント、またはアルミ製エンジ
ンに特別に設計されたクーラントを使用

してください。

タイプ
クーラント

3.75 L容量

172

仕様



SPYDER RTモデル
電気システム

デュアル出力コイル付きの電子イグニッ
ションイグニッションシステム形式

調整不可イグニッションタイミング
3数量

スパークプラグ

(イリジウム) 同等品 (スパークプラグの
ネジ山にP12

(P/N 420 897 186) または同等品のヒー
トシンクペーストを塗布)

メーカーと型式

0.7 mm ～ 0.8 mm隙間（調整不
可）

8100 RPM（ドライブトレイン駆動時）
前進エンジン回転リミッ

ターの設定 7500 RPM（クラッチが切れている状態
かニュートラル時）
Yuasa YTX24HL-BSタイプ

バッテリー
12ボルト電圧
21 A•h公称定格

2 A推奨される
充電速度

2 x 60 Wのハロゲン (H4タイプ)ヘッドライト
2 x 35 Wのハロゲンフォグライト (Spyder RT-S)
LED 3.1 W（合計）テールライト/ブレーキライト
LED 4.5 W（各辺）フロント

ウインカーライト
2 x 10 Wリア
2 x 5 Wポジションライト

5 Wライセンスプレートライト
2 x 20 Wバックアップ・ライト

0.2 W
フロント・ストレージ・コンパートメ
ントのライト
(Spyder RT-S/LTD)

ヒューズおよびライトの交換方法を参照ヒューズ
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SPYDER RTモデル
燃料システム

マルチポイントエレクトリックフューエ
ルインジェクション(EFI)、ETC付き(エレ
クトリックスロットルコントロール)、
シングル・スロットルボディ(54mm)、

アクチュエーター付き

タイプ燃料供給

エレクトリカルモジュール (燃料タンク
内)タイプ燃料ポンプ

900 RPM (電子制御タイプ、調整不可)アイドルスピード
無鉛プレミアムガソリンタイプ

燃料 - 燃料
に関する要
件を参照し
てください

87 AKI (RON+MON)/2
最小オクタン価

92 RON
91 AKI (RON+MON)/2

推奨されるオクタン濃度
95 RON

26 L燃料タンク容量
駆動システム

カーボン強化されたドライブベルト終駆動機の形式
28/79ファイナル・ドライブ比
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SPYDER RTモデル
ステアリング

ダイナミックパワーステアリング (DPS)タイプ
フロントサスペンション

アンティロールバー付きのダブルAアー
ムサスペンションタイプ

174 mmサスペンショントラベル
2数量

ショックアブソーバ
オイルダンパータイプ

調整不可スプリングプリロード調節
リア・サスペンション

モノショックスイングアーム、プレロー
ドはマニュアルにて調整可能

ベー
ス

サスペンションタイプ モノショックスイングアーム。エアコン
トロールドサスペンション。コンプレッ

サーはリモートにてコントロール

RT-S、
RT
Limited

152 mmサスペンショントラベル
1数量

ショックアブソーバ
オイルダンパータイプ

調整可能の空気圧:135 kPa ～ 625 kPaプレロード調整
(マニュアル調整可能のACS)

5ポジションプレロード調整
(リモート調整可能のACS)
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SPYDER RTモデル
ブレーキ

ABSおよびEBD付きの、足踏式完全統合
油圧3輪ブレーキシステムタイプ

デュアル・リジッド・ディスク
270mm、4ピストン・キャリパー2パッ
ドラジアルマウント型BremboMonobloc

フロントブレーキ

シングル・ディスク270mm、パーキン
グブレーキ付きの1ピストン・フロー

ティング・キャリパー
リアブレーキ

530 ml容量
ブレーキ液

DOT 4タイプ
機械式、リアキャリパーを電子的に作動パーキングブレーキ

1 mm最小ブレーキディスク厚
7 mm最小ブレーキパッド厚
1 mmブレーキディスクのねじれ最大

タイヤ
KR31 165/55R15フロントタイプ (BRPが推奨

するタイヤのみ使用
してください) KR21 225/50R15リア

公称値：138 kPa
推奨値:124 kPa
最大値: 152 kPa

フロント

圧力 公称値：193 kPa
推奨値:179 kPa
最大値: 207 kPaリア

注記：左右のタイヤの圧力の差は3.4kPa
以上超過させないでください。

2.5 mmフロント
タイヤ溝の最小深さ

4 mmリア
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SPYDER RTモデル
ホイール

381 mm x 127 mmフロントサイズ
(直径 X 幅) 381 mm x 178 mmリア

105 N•m ～ 113 N•m前輪ナットへのトルク
210 N•m ～ 240 N•mリア車軸ナットへのトルク

寸法
2 667 mm全長
1 572 mm全幅
1 510 mm全長
772 mmシート（上部）の高さ

1 714 mmホイールベース
1 384 mm前輪トラック

115 mm最低地上高 (エンジンの前部および下
部)
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SPYDER RTモデル
重量および積載量

459 kgSM6
ベース

乾燥重量
466 kgSE6
464 kgSM6

RT-S
471 kgSE6
477 kgLTD
58 L容量フロントストレージ

コンパートメント 16 kg最大積載量
2 L容量グローブボックス
52 L容量リア横方向ストレー

ジ・コンパートメン
ト 7 kg最大積載量

43 L容量リアセンタースト
レージコンパートメ
ント 9 kg最大積載量

224 kg
許容される合計車両積載量 (ドライ
バー、同乗者、積荷および追加された
アクセサリも含みます)

680 kg

LTD
以外
の全
モデ
ル車両総重量 (GVWR)

750 kgLTD
のみ

18 kgトレーラーの接合部への最大重量
180 kg最大牽引重量(トレーラーおよび積荷)

製品の品質と技術革新への継続的なコミットメントを果すために、BRPは以前
に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、その製品の設計
や仕様の変更、追加、または改良をいつでも行う権利を留保します。
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BRP限定保証–米国およびカナダ:2015 Can-Am®
SPYDER® ROADSTER
1.限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (以下「BRP」とします)* は、米国
およびカナダの認定Can-Am Roadsterディーラー(以下に定義します)に
よって販売された2015年型のCan-Am Spyder Roadsters (以下、
「Roadster」)について、指定の期間の間、下記の条件のもとで素材また
は製造上の欠陥がないことを保証します。以下の場合は、この限定保証
は無効になります：(1)Roadsterを、以前の所有者による行為である場合
も含めて、一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合、または
(2)オドメーターを取り外したり、改ざんした場合。(3)Roadsterをオフ
ロードで使用した場合。(4)Roadsterの動作、性能または耐久性に悪影響
を与えるような方法で改変、修正した場合、または、意図された使用を
変えるために改変、修正した場合。
特に指定のない場合を除き、Roadsterが納入される際に、認定ディーラー
によってRoadsterに取り付けられたすべてのRoadster純正部品およびア
クセサリーは、Roadster本体と同じ保証を受けるものとします。
2.責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的へ
の適合性の何らかの保証を含むがそれらのみには限定されない明示的ま
たは暗示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。
それらが否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効
期限内のみに限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範
囲から除外されます。ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が
認められていないため、それらはあなたには適用されない可能性があり
ます。この保証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国ごとに
異なるその他の法的権利を留保することができます。
ディストリビューター、ディーラー、そしていかなる個人は、この限定
保証に含まれていない確約、表明、または保証を提供する許可はされて
おらず、万が一提供された場合は、それらの内容はBRPに対して強制で
きるものではありません。BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留
保します。ただし、すでに販売されたRoadsterに適用される保証条件は、
その保証が有効な間は変更されないことに同意します。
3.除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
いかなる状況においても、以下は保証対象ではありません:
- オイル、潤滑剤、液体、フィルターおよびスパークプラグを含むがこ

れらの限定されない、定期的にメンテナンスする必要のある部品の交
換。

- タイヤ、バッテリー、発電機のブラシ、シールドビームおよび電球、
クラッチプレートおよびフェーシング、駆動ベルト、ブレーキ・パッ
ド、ブレーキ・ライニング、ローターおよびスプロケットを含む部品
の通常の磨耗および消耗。

- ベルト、アラインメントおよび車輪バランスの調整を含む部品のチュー
ンアップおよび調整。

- シートカバーの素材の傷、へこみ、退色、剥離や損傷を含むが、これ
らに限定されないRoadsterの外観への損傷。
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- オペレーターズガイドに示されている適正なメンテナンスまたは保管
を怠ったために発生した損害

- Roadsterの正式仕様範囲を超える部品を取り外し、不適切な修理、扱
いまたはメンテナンス、および改造や改変による損傷、または認定
ディーラーの一員ではない人によって行われた修理によって生じた損
傷。

- 異なるタイヤ、エキゾースト・システム、車輪またはブレーキを含む
が、これらに限定されない、Roadsterの純正部品とは異なる仕様の部
品の取り付けにより生じた損傷。

- 誤用、乱用、過失、またはオペレーターズガイドで説明されている推
奨事項に一致しない方法によるRoadsterの操作によって発生した損
害。

- 水の吸い込み、事故、道路上の危険性、水没、火災、盗難、破壊行
為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷。

- オペレーターズガイドの推奨事項と異なる仕様の燃料、オイルまたは
液体を使って生じた損傷。

- オペレーターズガイドの説明とは異なる道路塩、バッテリー液または
環境の影響から生じた損傷。

- 間接的な損害、付随的な損害、つまり、牽引、保管、電話、レンタ
ル、タクシー、不便性、保険対象、ローンの支払い、時間の損失、所
得喪失等それらのみに限定されないその種の損害。

4.保証対象期間
この保証は、最初に購入した消費者に納入された日、またはそのRoadster
が最初に使用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です。

私用の遊びでの使用場合は, 以下の(2)から(5)の状況以外では、連続
する24ヶ月間連続する12ヶ月間。

1.

保証期間中であっても、Roadsterによる収入の発生、またはRoadster
が何らかの業務または職業で用いられた場合は、Roadsterは商業的
用途で使用されたものと見なされます。また、保証期間中にRoadster
が商業用として登録されたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、
Roadsterは商業的用途で使用されたものと見なされます。これは最
小限の保障期間で、場合によっては適用される保証プロモーション
プログラムによる延長が可能です。
バッテリーにおいては、連続する6ヶ月間2.
タイヤにおいては、連続する6ヶ月間、または前輪が 3/32 インチ
(2.38millimeters)まで磨り減った時点、または後輪が5/32インチ(3.97
millimeters)まで磨り減った時点のいずれかが最初に発生した時点。

3.

排出ガス関連のコンポーネントに関しては、本書に記載された米国
EPA 排出ガス関連保証も参照してください。

4.
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カリフォルニア州の住民への販売、およびその後の保証はカリフォ
ルニア州の住民に登録されることを本来意図して製造され、カリフォ
ルニア州での販売を目的としたRoadsterについては、関連するカリ
フォルニア州の排出ガス制御保証規定もご覧ください。

5.

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施に
よって、保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることは
ありません。

5.保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます:
- Roadsterは、その販売が行われた国(「ディーラー」)においてRoadster

の販売を許可されているSpyder Roadsterのディーラーから、新品で
未使用の製品として購入される必要があります。

- BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者がそれ
を署名する必要があります。

- Roadsterは、認定ディストリビューター／ディーラーによって適切に
保証の登録をされる必要があります。

- Roadsterは、購入者が居住する国で購入される必要があります。
- オペレーターズガイドにしたがって定期的なメンテナンスを行う必要

があります。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適切なメ
ンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用
に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、
BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保する
ためにも必要です。
6.保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後にRoadsterの使用を中断しなければなり
ません。お客様は欠陥の発見から 3 日以内に、整備を行うディーラーに
その旨を通知し、ディーラーが修理を行うために必要とする期間をディー
ラーに与える必要があります。また、お客様は製品の購入を証明するも
のをディーラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、
その修理の開始に先立って修理／作業注文書に署名しなければなりませ
ん。この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有とな
ります。
7. BRPが行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、保証期間中、通常の使用、メンテナン
ス、および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代およ
び工賃を請求することなく、任意の認定ディーラーにおいて、当社の判
断により修理するかまたは新しいRoadsterの純正部品と交換することで
す。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うことだけに限定
されます。保証の不履行に対する請求は、Roadsterの払い戻しや販売の
撤回の理由とはなりません。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、
保険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の
金融手数料に関して、これらに限定せず、政府、州、領域やそれぞれの
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機関によって課される場合も含めて、オーナーは地域の慣習や状況によ
る全ての追加料金に関する責任を負います。
BRPは、製造されたいかなる製品に同様の改良を加える義務を負うこと
なく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8.所有権の譲渡
保証期間中にRoadsterの所有権が譲渡された場合は、この保証も同時に
譲渡され、以下のような方法で所有権の譲渡がBRPに通知されることを
条件に、残りの保証期間の間も有効となります。

旧所有者がBRP(下記の電話番号）または認定ディーラーに連絡し、
新しい所有者の連絡先を知らせること。

1.

BRPまたは認定ディーラーは、旧所有者の所有権の譲渡に対する同
意書、および新しい所有者の連絡先を受領する。

2.

9.消費者への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレ
ベルで問題解決を試みてください。その問題について、認定ディーラー
のサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってください。
それでも問題が解決されない場合は、ご不満の内容を書面で提出するか、
下記の適切な番号までお電話ください：

米国：カナダ：
BRP US INC.
SPYDER ROADSTER
CustomerAssistanceCenter
7575 Bombardier Court
Wausau WI 54401
電話番号： 715 848-4957

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
SPYDER ROADSTER
Customer Assistance Center
75 J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke QC J1L 1W3
電話番号： 819 566-3366
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米国EPA排出ガス性能保証
Bombardier Recreational Products Inc. (「BRP」)は、以下の条件をすべて
満たしている場合に保証致します。
1. 車両は、正しいメンテナンスと使用に関する文書による指示に従い整

備、操作されている。
2. 車両が、使用耐用期間中に、EPA承認排出ガステストにより決められ

た通り、適用される排出ガス基準またはファミリー排出ガス限度に適
応できなくなった。

3. 非準拠により、車両の所有者が、地域、州または連邦の法律に基づ
き、罰金その他の制裁（車両を使用する権利の否定を含む）を負う、
または負うであろう結果を招いた際、車両が5年以上または30,000キ
ロメートル（18,641マイル）以上使用されている場合を除き、BRPは
所有者への費用なしで非準拠を補修します。BRPには、車両の排出ガ
スを減少させることを唯一または主要な目的として取り付けられたコ
ンポーネントで、1968年型以前には一般的に使用されていなかった
ものの故障から生じた非準拠の矯正のみが義務付けられます。

保証期間は、車両が最終購入者に納品された日に、または車両が最初に
「展示品」または「会社」のモーターサイクルとして使用された場合に
は最初に使用された日に開始します。
排気ガス性能保証によって使用耐用期間中の全期間保証されているアイ
テムは以下の通りです。
燃料システムおよび給気システム
- 燃料インジェクター、燃料ポンプモジュール、燃料フィルターアセン

ブリ、スロットルボディ（スロットルポジションセンサーを含む）、
吸気マニホルド

イグニションコンポーネントおよびセンサー
- エンジンコントロールモジュール(ECM)、エンジン配線ハーネス、イ

グニションコイル、スパークプラグ（保証されるのは最初の整備交換
まで）、騒音センサー（ノックセンサー）、カムシャフトポジション
センサー、クランクシャフトポジションセンサー、温度センサー、圧
力および温度センサー、酸素センサー

エキゾーストシステム
- プライマリマフラー（触媒コンバーターを含む）、エキゾーストマニ

ホルド
- クランプ、ガスケットおよびシール（エンジンからプライマリマフ

ラーまで）
クランクケースベンチレーションシステム
- クランクケースベントブリーザー、クランクケースベントホース、オ

イルフィルターキャップ
蒸気ガスエミッションコントロールシステム
- 燃料タンク、燃料キャップ、燃料ホース、蒸気キャニスター、蒸気

キャニスターのマウンティングブラケット、ブリード弁（パージバル
ブ）

- クランプ、シール、ガスケットおよびフィッティング（燃料システム
アセンブリに関係するもの）
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適切なメンテナンスについては、このオペレーターズガイドのメンテナ
ンス情報セクションをご覧ください。このオペレーターズガイドには、
車両の適切な使用に関する情報が含まれています。
排気ガス性能保証によると、以下のリストの項目 2 により要求される緊
急修理を除き、BRP は Can-Am Roadster 認定ディーラーに修理のために
正当に持ち込まれたいかなる車両の補修費用全額を支払う責任がありま
す。故障した車両の所有者に課される罰金または制裁の程度に関する州
または地域の法律は、この責務には関係しません。
以下の理由を根拠に、BRP が排気ガス性能保証の請求を拒否することは
ありません。
1. BRPによって認定された施設でそういった作業またはサービスを行う

ために実施された保証作業または納入前サービス
2. 車両の所有者が車両が規格に合致するよう迅速に対処した場合に限

り、BRPが原因の、運転が危険な状態を含む危険状態を修正するため
に緊急状況で行われた作業

3. 適用される排出ガス基準に車両が適応できない理由とは無関係な、保
証されていない部品の使用、または適切なメンテナンスおよび使用に
関する文書による指示の不履行

4. BRP に責任があるあらゆる原因
5. 適切なメンテナンスおよび使用に関する文書による指示で特にその燃

料の使用が車両の排気ガス制御装置およびシステムに悪影響を及ぼす
と明記され、使用に適切な燃料の識別方法に関する一般的に良く知ら
れている情報を所有者が得られる場合を除き、車両が存在する地域で
一般的に使用されているいかなる燃料の使用 メンテナンス情報セク
ションおよび給油セクションの燃料に関する要件をご覧ください。

前の項目に記されている場合を除き、保証されていない部品の使用が原
因で車両が排気ガス基準を満たせなくなった場合に、BRP は、車両のメ
ンテナンスまたは修理で使用された保証されていないアフターサービス
部品に基づいて、排気ガス性能保証の請求を拒否することがあります。
純正部品と同等ではない部品または保証されていないアフターサービス
部品の使用は、排気ガス制御システムの効率に悪影響を及ぼす可能性が
あり、車両が排気ガス基準を満たさなくなります。保証部品の使用は排
気ガス性能保証に影響しません。排出ガス制御装置およびシステムのメ
ンテナンス、交換、または修理は、モーターサイクルの修理工場または
保証部品を使用する個人なら誰でも実施できます。
お客様は、欠陥に気がついたらすぐに、Can-AmRoadster認定ディーラー
に車両を持ち込む責任があります。Can-Am Roadster 認定ディーラーが
保証請求の手続きをします。
Can-Am Roadster 認定ディーラーが、（車両の所有者、あるいは BRP ま
たは Can-Am Roadster 認定ディーラーのコントロール外の出来事が原因
ではない理由で）最初に車両が Can-Am Roadster 認定ディーラーに持ち
込まれて30日以内に車両を修理できない場合は、所有者には、所有者が
選んだ修理工場で、BRP が費用を負担して、保証補修を行う権利があり
ます。
この保証に基づいて交換された欠陥部品は、すべてBRPの所有となりま
す。
連絡先： Director, Field Operations and Support Division (6406J),
Environmental Protection Agency, 401 “M” Street, SW., Washington, DC
20460 (Attention:Warranty Claim)。排気ガス性能保証に関する詳細につ
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いて、または排気ガス性能保証条項の違反の報告は、この連絡先に問い
合わせてください。
また、BombardierRecreational Products Inc（以下「BRP｣とします）は、
最終購入者および各二次購入者に対して、排気エミッション制御システ
ムおよび蒸発ガス制御システムのすべての部品を含み、この新しいエン
ジンが二つの条件を満たすことを保証します。
- 最終購入者への販売時に、オンロードモーターサイクルに適用される

40 CFR 86 および蒸気ガス排出基準 40 CFR 1051 の要件に準拠するよ
う設計、組み立て、装備されています。

- オンロードモーターサイクルに適用される 40 CFR 86 および蒸気ガス
排出基準40CFR1051の要件への準拠を妨げるような素材および製造
上の欠陥はありません。

保証の対象となるものがある場合は、BRP は表示された保障期間中、規
制されている汚染物質のエンジンからの排出を上昇させる、素材または
製造上の欠陥がある部品やコンポーネントの修理または取り換えを、排
出ガス関連部品の診断、修理または取り換の費用を含み、無償で行いま
す。
排出ガス関連保証は、以下の期間のもっとも短い期間になります。

年数キロメーター/マイル
530,000/18,641排出ガスおよび蒸気ガス関連コンポーネント:

米国EPA連邦騒音エミッション保証
また、BombardierRecreational Products Inc（以下「BRP｣とします）は、
最終購入者および各二次購入者に対して、以下の期間で最も先に訪れた
期間、この新しい車両が販売時にすべての適用される米国EPA連邦騒音
コントロール基準を満たすよう設計、組み立て、装備されており、適切
に整備および使用されている場合には、すべての適用される米国EPA連
邦騒音基準への準拠を妨げるような素材および製造上の欠陥がないこと
を保証します。

年数キロメーター/マイル
16,000/3,730

* 米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
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カリフォルニア州の排出ガス制御保証規定
保証の権利と義務
これよりカリフォルニア州大気資源委員会およびBombardierRecreational
Products Inc.を代表して BRP US Inc. (以下「BRP」)* は、2014年型のCan-
Am Spyder Roadsterの排出ガス制御システム保証に関する説明をしま
す。カリフォルニアでは、新しい自動車は州のスモッグ防止基準を満た
すように設計、組み立て、装備されてなければなりません。BRPは、酷
使や不注意、そして不適切なメンテナンスが行われないない限り、使用
されているRoadsterを下記の期間以上、Roadsterの排出ガス制御システ
ムを保証しなければなりません。
排出ガス制御システムには、噴射装置、イグニッション・システム、触
媒コンバータおよびエンジン・コンピューター等の部分が含まれます。
またホース、コネクターおよびその他の排出関連のアッセンブリーが含
まれます。保証の対象となるものがある場合は、BRPは診断、部品およ
び労働費を含めて、無料でRoadsterを修理いたします。

製造業者の補償範囲
- 5年間、または30,000km(18,641マイル)のどちらかが先に発生した時

点。

所有者の保証における責任
Roadsterの所有者として、オペレーターズガイドに記載されている必要
なメンテナンスを実施する責任があります。BRPはRoadsterの保証に関
するすべての受領書を安全な場所に保管しておくことを推奨しますが、
BRPは受領書の紛失またはすべてのメンテナンスをお客様が行わなかっ
たとしても、保証の提供をいたします。
問題が発生した場合は、RoadsterをBRP認定ディーラーにできるだけ早
くもっていってください。保証修理期間は、30日以下とする妥当な時間
を用します。
また、Roadsterの所有者として、BRPは酷使、不注意、不適切なメンテ
ナンス、不適切な改変により生じたRoadsterまたは部品の故障に対する
一切の保証をいたしかることを考慮してください。
保証の権利と義務に関してご質問がありましたら、BRPのお客様相談室
（1-715-848-4957）またはCalifornia Air Resource Board （9528 Telstar
Avenue, El Monte, CA 91731）までお問い合わせください。

* 米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
© 2014 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
TM Bombardier Recreational Products Inc.または関連会社の商標です。
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BRP限定保証2015 Can-Am™ SPYDERTM ROADSTER
1.限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (「BRP」)*は、米国およびカナダ
**を除いた国のCan-Am Spyder Roadsterの認定ディストリビューターま
たはディーラー（以下、「ディストリビューターまたはディーラー」と
する）によって販売されたSpyder2015 Can-Am Spyder Roadster (以下、
「製品」とする)は以下の期間および条件を踏まえて材料または製造上の
欠陥がないことを保証します。以下の場合は、この限定保証は無効にな
ります：(1)製品を、以前の所有者による行為である場合も含めて、一度
でもレースやその他の競技活動に使用した場合、または(2)オドメーター
を取り外したり、改ざんした場合。(3)製品をオフロードで使用した場
合。(4)製品の動作、性能または耐久性に悪影響を与えるような方法で改
造、修正した場合、または、意図された仕様を変えるような改造、修正
した場合。
製品が納入された時点において、認定ディストリビューターまたはディー
ラーによって製品に取り付けられたすべての純正部品やアクセサリーに
は製品と同じ保証が与えられます。
2.責任の範囲
法律の許す範囲内における管轄で、この保証は明示的に付与されるもの
であり、商品性または特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそ
れらのみには限定されない明示的または暗示的なその他のすべての保証
に代わるものとして受諾されます。それらが否認され得ない限りにおい
て、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。この保
証は、偶然による、必然的、直接的、間接的またはその他のいかなるす
べての損害を保証しません。特定の管轄では、上記の偶発による、また
は必然的な損傷やその他の除外規定における制限や免責事項は適用され
ない場合があります。そのため、上記の規定はお客様に適用されない場
合があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、あなたは
国または法域ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。
(オーストラリアで購入された製品については、以下の第4項をご参照く
ださい)。
認定ディストリビューターまたはディーラーや、その他の人物のいずれ
においても、この限定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、
表示、保証を行う権限は与えられておらず、それが行われた場合にも
BRP に対する強制力はありません。BRPはこの保証をいつでも変更する
権利を留保します。ただし、すでに販売された製品に適用される保証条
件は、その保証が有効な間は変更されないことに同意します。
3.除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どの状況においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- オイルおよび潤滑剤、フィルターおよびスパークプラグを含む、定期

的なメンテナンスが必要な部品の交換。
- タイヤ、バッテリー、発電機のブラシ、シールドビームおよび電球、

クラッチプレートおよびフェーシング、駆動ベルト、ブレーキ・パッ
ド、ブレーキ・ライニング、ローターおよびスプロケットを含む部品
の通常の磨耗および消耗。

- ベルト、アラインメントおよび車輪バランスの調整を含む部品のチュー
ンアップおよび調整。
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- シートカバーの素材の傷、へこみ、退色、剥離や損傷を含む製品の外
観への損傷。

- オペレーターズガイドに示されている過失または適正なメンテナンス
／保管を怠ったために発生した損害。

- 製品の正式仕様範囲を超える部品を取り外し、不適切な修理、扱いま
たはメンテナンス、および改造や改変による損傷によって生じた損
傷、またはBRPによって製造または承認されず、BRPによって製品に
適格ではない、または製品の操作に不利に影響すると合理的に判断さ
れた部品やアクセサリーの使用によって生じた損傷、または認定ディ
ストリビューターまたはディーラーによって行われなかった修理から
生じた損傷。

- 異なるタイヤ、エキゾースト・システム、車輪またはブレーキを含む
純正部品とは異なる仕様の部品の取り付けにより生じた損傷。

- 誤用、乱用、過失、レースでの使用、またはオペレーターズガイドで
説明されている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって
発生した損害。

- 水の吸い込み、事故、道路上の危険性、水没、火災、盗難、破壊行
為、またはあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷。

- オペレーターズガイドの推奨事項と異なる仕様の燃料、オイルまたは
潤滑剤を使って生じた損傷。

- オペレーターズガイドの説明とは異なる道路塩、バッテリー液または
環境の影響から生じた損傷。

- ガソリンの費用、認定ディストリビューターまたはディーラーに製品
を回送、回収するための費用、メカニック’の出張費、トレーラーま
たは牽引による移送、保管、携帯、ファックスまたは電報の料金、保
証の施行期間における代替製品のレンタル、タクシー、旅費、宿泊
費、私物の損失または欠損、不便性、保険の費用、ローンの支払い、
時間の損失、所得、収入や利益の損失、または製品の使用または使用
の楽しみの損失などを含むが、これらに限定されない偶発的または必
然的な損害。

4.保証対象期間
この保証は、最初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が
最初に使用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です。

私用での使用場合は、以下の(b)および(c)の状況以外では、連続する
24ヶ月間。商業的利用の場合は、以下の(b)および(c)の状況以外では
連続する12ヶ月間。
保証期間中であっても、製品の使用による収入の発生、または
Roadsterが何らかの業務または職業で用いられた場合は、Roadsterは
商業的用途で使用されたものと見なされます。また、保証期間中に
製品が商業用として登録されたり、商業用途の使用許可を受けた場
合も、Roadsterは商業的用途で使用されたものと見なされます。

a.

バッテリーにおいては、連続する6ヶ月間。b.
タイヤにおいては、連続する6ヶ月間、または前輪が 3/32 インチ
(2.38millimeters)まで磨り減った時点、または後輪が5/32インチ(3.97
millimeters)まで磨り減った時点のいずれかが最初に発生した時点。

c.
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この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によっ
て、保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありま
せん。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法
令に従います。
オーストラリアで販売された製品のみに適用
これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその他の
法律を含む、CompetitionandConsumerAct 2010（Cth)（2010年競争・
消費者法）によって授与または黙示されるいかなる条件、保証、請け合
い、権利または善後策の適用を除外、制限または変更しないものとし、
法律を違反しないものとします。もし違反する利用規約がある場合、そ
れは無効となります。この限定的保証で得られるメリットは、オースト
アリアの法律で守られている権利および善後策に加えて与えられます。
弊社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られていま
す。重故障に対する交換または払い戻し、またはその他のいかなる合理
的に予見可能な損失または損害に対する補償が約束されます。お客様に
は、製品が許容される品質を満たせず、その故障が重故障とならない場
合、その製品を修理または交換する権利があります。
5.保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます:
- 製品は、その販売が行われた国において製品の販売を許可されている

ディストリビューターまたはディーラーから、新品で未使用の製品と
して最初の所有者により購入される必要があります。

- BRPが指定する納入前点検が購入者および認定ディストリビューター
またはディーラーによって完了および文書化され、購入者によって署
名されている。

- 製品は、認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく保証
登録されなければなりません。

- 製品は、購入者が居住する国で購入される必要があります。しかし
EEAの住人はEEAのどの国に関係なく、EEAの地域内で製品を購入した
必要があります。独立国家共同体（「CIS」）の住人はCISのどの国に
関係なく、CISの地域内で製品を購入した必要があります。

- オペレーターズガイドに記載されている定期的メンテナンスは時宜に
即して行う必要があります。BRPは、この保証を適用する際の条件と
して、適切なメンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用
に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、
BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保する
ためにも必要です。
6.保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後に製品の使用を中断しなければなりませ
ん。お客様は欠陥の発現から2ヶ月以内に、整備を行うディストリビュー
ターまたはディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品への
アクセスと修理の機会をディーラーにあたえなければなりません。また、
お客様は製品の購入を証明するものをディストリビューターまたはディー
ラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、その修理の
開始に先立って修理／作業注文書に署名しなければなりません。この限
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定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有となります。通
知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意くださ
い。
7. BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は以下に記載
する条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、および整備
が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求す
ることなく、任意の認定ディストリビューターまたはディーラーにおい
て、当社の判断により修理するかまたは新しい純正部品と交換すること
に限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行うこ
とだけに限定されます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い戻し
や販売の撤回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異なるその他の
法的権利を留保することができます。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、またはEEA居住
者がEEA外で、例えば輸送料金、保険、税金、ライセンス料、関税、お
よび、いかなるそして全ての他の金融手数料に関して、これらに限定せ
ず、政府、州、領域やそれぞれの機関によって課される場合も含めて、
オーナーは地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
BRPは、それ以前に製造されたすべての製品に同様の改良を加える義務
を負うことなく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保しま
す。
8.所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転
され、以下のような方法で所有権の譲渡がBRPに通知されることを条件
に、残りの保証期間の間も有効となります。

旧所有者がBRP(下記の電話番号）または認定ディストリビューター
またはディーラーへ連絡し、新しい所有者の連絡先を知らせる。

(a)

BRPまたは認定ディストリビューターまたはディーラーは、旧所有
者の所有権の譲渡に対する同意書、および新しい所有者の連絡先を
受領する。

(b)

9.消費者への支援
1. 本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディストリ

ビューター／ディーラーレベルで問題解決を試みてください。その問
題についてBRP認定ディストリビューター／ディーラーのサービスマ
ネージャーまたは店主とよく話し合ってください。

2. さらに支援が必要な場合は、ディストリビューター／ディーラーの
サービス部門にご相談ください。

3. それでも解決できない場合は、問題の内容を書面にして、下記に提出
してください。
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ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよびCISの方々は、
ヨーロッパオフィスまでご連絡ください。
BRP EUROPE N.V.
Customer Assistance Center （お客様相談室）
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話番号: +32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください。
BRP FINLAND OY
Service Department (サービス部門)
Isoaavantie 7
FIN-96320 Rovaniemi
Finland
電話番号: +358 16 3208 111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターまたはディーラー
、あるいはカナダの弊社オフィスまでご連絡ください。
BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Customer Assistance Center (消費者支援センター)
75 J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, QC J1L 1W3
電話番号: +1 819 566-3366

ディストリビューターまたはディーラーの連絡先はwww.brp.comでご覧
になれます。

フランスのみ適用する追加利用規約
次の利用規約はフランスで販売されている製品だけに適用されます。
販売者は契約を遵守する製品を配送し、配送時に認められる欠陥の責任
を負います。販売者は、契約による自らの責任で、または自らの責任で
行われたパッケージング、組み立て指示または取り付けに起因する欠陥
の責任を負います。契約を成立させるには、製品は次の条件をクリアす
る必要があります。
*EEAおよびその他の国では、製品の流通とサービスはBRPEuropeanDistribution
S.A.およびBRPの子会社によって行われます。
**米国およびカナダで販売されている製品に提供されているBRPの限定的保証は
EEAやその他の国のとは異なります。
© 2014 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
TM Bombardier Recreational Products Inc.または関連会社の商標です。
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1. 製品は同等製品における通常の操作を行える必要があり、該当する場
合は、次の条件もクリアする必要があります。
1.1 製品の特性は販売者の説明と一致し、特性はサンプルまたは模

型により購入者に説明されていること。
1.2 製品は、広告やラベルを含めた販売者および製造業者の公共宣

言により合法的に購入者によって期待される性能を提供できる
こと。または、

2. 製品は、当事者間で相互に合意された特性を持っている、または購入
者が事前に販売者に特定の使用目的を相談し、販売者が目的を満たせ
ると承諾した特性を持っていること。

仕様不遵守に対する処置は、配送から2年間有効です。販売者は、製品
に購入者の使用目的が満たせられなくなるほどの隠された欠陥がある場
合、またはその欠陥を事前に知っていたらより低い値段で買っていた場
合、その隠れた欠陥に対する保証の責任を負います。そのような隠れた
欠陥に対する賠償要求は、欠陥の発見から2年以内に購入者によって行
われる必要があります。
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プライバシー情報
お客様のご連絡先情報は安全性の確保と保証に関する目的で使わせてい
ただきます。さらに、BRPおよび子会社は顧客リストを使用してBRPおよ
び関連製品のマーケティングおよびプロモーション情報を配布させてい
ただくことがあります。
お客様のデータについて相談、訂正する、あるいはダイレクトマーケティ
ング用の宛先人リストから削除する場合は、BRPまでご連絡ください。

privacyofficer@brp.com電子メール：
BRP
Senior Legal Counsel-Privacy Officer
726 St-Joseph
Valcourt, Quebec
Canada,
J0E 2L0

郵便：

196



住所と所有権の変更
お客様が住所を変更された場合または車両の新しい所有者になった場合
は、以下のいずれかの方法でBRPに通知してください。
- 以下の宛先にカードを郵送する。
- 北米のみ: 715 848-4957 (米国)または 819 566-3366 (カナダ)へ電話す

る。
- Can-Am Roadsterの認定ディーラーへのお問い合わせ
所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添
付してください。
例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRPが必要に応じて車
両の所有者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後でも、BRP
に通知することが重要です。BRPに通知するのは、所有者の責任です。
盗難に遭った場合:車両が盗まれた場合は、BRPまたはCan-Am Roadster
の認定ディーラーにお問い合わせください。お客様の氏名、ご住所、電
話番号、車両識別番号、そして盗難の日付をお知らせください。
北米
BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Warranty Department (保証部門)
75 J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, QC J1L 1W3
Canada
他の国々での連絡先
BRP EUROPEAN DISTRIBUTION
Warranty Department
Chemin de Messidor 5-7
1006 Lausanne
Switzerland
北欧地域
BRP FINLAND OY
Service Department (サービス部門)
Isoaavantie 7
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話番号: + 358 16 3208 111
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